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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高苗京鈴
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　陽ひが沈しずみ星がまたたくこの時間になっても、真ま由ゆの身体からだにまとわりつく風は湿しつ度どと温おん度どを十分すぎるほど保たもっている。冷や汗あせはあとからあとからにじみ出て肌はだをぬらし、そのくせ口の中はひどく乾かわいて粘ねばつき、目の前にいる麗れい人じんはそんな真由を愉たのしげに観かん察さつしていた──瞳ひとみの奥に昏くらい嗜し虐ぎやくの色をたたえて。


　それは、常つねに王道を歩あゆむ北ほう条じよう麗れい華かなら決して見せないはずのもの。


　ごくりと唾つばを呑のみ、真由はふたたび問う。


「誰だれなんですか、あなたは」


「北条麗華よ」


　同じ答えをくりかえし、麗人はくちびるの端はしをつりあげる。その姿すがた形かたちは確かに北条コンツェルン次じ期き総そう帥すいのもの。ほんの一分前まで真由が話していたのと同どう一いつの少女。そう、彼女は真由の前から一歩も動いてなどいない。目の前にいるのは確かに北条麗華。なのにどうしてこんな胸むな騒さわぎがするのだろう。


　森でイタチに出くわしたリスのように身をかがめ、全身で警けい戒かいを示す真由を、少し前まで麗華であったはずの誰かが微ほほ笑えみながら見つめている。


「そんなに構かまえなくてもいいわ。わたし、今のあなたに興きよう味みないから」


　優ゆう雅がに髪かみをかきあげて、麗人は言葉どおりに視し線せんを外した。場ばに立ち込めていた奇き妙みような緊きん迫ぱく感かんはそれでほとんど霧む消しようしたが、真由はなおも警戒と不ふ審しんの表情をゆるめない。


「ふふ、すっかり嫌きらわれてしまったみたいね。無む用ような血を流す前にさっさと退たい散さんすることにしましょう──けど、そのまえにひとつだけ忠ちゆう告こくを」


　もう一度正しよう面めんから真由を見み据すえ、麗人は妖あやしく微笑んだ。まるで数百年の生を経へて妖よう気きをおびた古ふる狐ぎつねのように。


「京都には気をつけなさい。あそこは旧ふるい鬼おにどもの棲すみ家か。取って食われないようにね」


「京都……？」


　警戒しつつも真由は首をひねった。唐とう突とつに目の前に現れた『誰か』と、彼女が発した脈みやく絡らくもない忠告──事じ態たいに取り残され気ぎ味みになるのはやむを得まい。


「……どういう意味ですか？」


　と問い返してから気づいた。麗人のまとう雰ふん囲い気きがふたたび一いつ変ぺんしている。


「どういう意味か、ですって？」


　真由の発言は目の前の少女の神しん経けいを甚はなはだしくささくれ立たせたようだ。彼女は形のいい眉まゆを跳はね上げるとずかずか歩み寄り、真由の耳たぶを思いっきりつねり上げて、


「ひゃうわっ？──い、痛い痛い痛い痛い！」


「ここについている穴あなは何ですのっ？　耳アカを溜ためておくためのゴミ箱か何かなのっ？　いいですことよくお聞きなさい、これまでの無ぶ礼れい非ひ礼れいは水に流して差し上げますからわたくしの好こう敵てき手しゆとして恥はずかしくないようもっとしゃきっとしなさいと言ったのです！　おわかりになりましてっ？」


　雷かみなりが落ちたかと思うような怒ど声せいに鼓こ膜まくをキックされ、真由は他た愛あいもなく目を回した。


（あ、あれれ？）


　せわしなく瞬まばたきしながら状じよう況きようを整せい理りする。両手を腰こしに当て、テラスの床ゆかに根を張はるように両足をしっかり広げ、激はげしい炎ほのおを瞳に宿やどして挑いどむようにこちらを睨にらんでくる少女。まばゆく揺ゆれるオーラが目に見えるような活かつ力りよくあふれる姿。気け高だかさと繊せん細さいさの絶ぜつ妙みようなブレンドにして混まじりけのない結けつ晶しよう。


「ええと……」


「何？」


「麗華さん……ですよね？」


「……なるほど、まだ怒ど鳴なられ足りないようですわね？」


　いよいよ険けん悪あくに声を低ひくめる麗華に、真由はあわてて首と手を振ふる。


「よろしい。ではわたくしは残りの仕事を片付け、さっさと休むことにいたしますわ。あなたも今日は疲れたでしょう、早めにお休みなさい」


　用は済んだ、とばかりに令れい嬢じようはきびすを返し、二にノの宮みや邸ていの中に姿を消した。


　あとにはきょとんとした顔の真由だけが夜のテラスに取り残される。


（……あ、あれえ？）


　じんじん痛む耳たぶをさすりながら、真由はまさしく狐につままれたような気分である。先ほど自分の前に現れた人物は誰だったのだろう。どう見ても北条麗華であり、そのくせ明らかに北条麗華ではなかったあの少女は。


（夢でも見てたのかな……）


『彼女』が現れていたのはわずかな間であったし、当の麗華自身もまったく何なに事ごともなかったかのように振ふる舞まっていた。現げん実じつの出で来き事ごとと考えるより、昼間の騒そう動どうがもたらした疲ひ労ろうが見せた幻げん覚かくだとでも解かい釈しやくした方がまだしも納なつ得とくできそうではある。


　だが。


（ううん、やっぱり夢ゆめでも幻まぼろしでもない）


『彼女』と視し線せんを合わせた時に全身を走った、あの、えもいわれぬぞっとする感じ。あれが錯さつ覚かくだったとは到とう底てい思えない──


（ううん、やっぱりよそう）


　ざわつく心を押おさえ込み、真由はかぶりを振った。深ふか入いりはしない方がいい。本ほん能のうが激はげしくそう警告している。幻だか現実だかはいざ知らず、正直なところ『彼女』にはこれ以上関わり合いたくなかった。それに根ね深ぶかい疲労もある。つい先ほど起こしたばかりの発ほつ作さは真由の心身を深しん刻こくに痛めつけており、なにはなくともまずは休きゆう息けいする必要があった。麗華との間のギクシャクした関係を修しゆう正せいするという懸けん案あんをようやく片付けたばかりなのに、青せい天てんの霹へき靂れきのごとく降ふって湧わいた新たな懸案にこれ以上の体力は割さけられない。対たい策さくを練ねるにしてもしばらくの猶ゆう予よが欲しかった。真由はつとめて『彼女』のことを意い識しきの外に追いやり、あるいは記き憶おくの奥底深くに押し沈しずめようとした。


　それでもひとつだけ、どうしても気になることがある。


（京都──って、やっぱり修しゆう学がく旅りよ行こうのことかな）


　神じん宮ぐう寺じ学がく園えん高校一年生にとって最さい大だい級きゆうのイベント、真夏の修学旅行は一週間後に迫せまっている。行き先はこの国でもっとも旧き都、伝でん統とうと因いん習しゆうが息づく街。


（気をつけるって、何をだろう……？）


　京都など訪おとずれるのは初めてだし、気をつけなければならないものに心当たりはない。むしろ忠告をしてきた当人のほうにこそ注意を払はらうべきであるように思えるが。


「修学旅行かあ……」


　その単たん語ごを口にする時、真由の表情は抑おさえきれぬ期き待たいと、それと等とう量りようの不安との間で揺ゆれ動く。普ふ通つうとは言いがたい経けい歴れきをたどってきた彼女にとってこれは人生初の修学旅行であり、そして人生最後の修学旅行となるだろう。


「楽しくなるといいな」


　西の夜空を見上げ、真由は偽いつわらざる本ほん音ねを呟つぶやいた。京都の夜空はどんな風に見えるのだろうとぼんやり考えながら──あるいは、『できれば二ノ宮くんといっしょに』というセリフを心の中だけで付け加えながら。


「……よし。がんばろう」


　小さく握にぎりこぶしを作って頷うなずくと、真由も麗華の後を追って洋館の中へと戻もどっていき、この夜起きた事件はすべて決けつ着ちやくした──ように、思われたのだが。




　其の一　起







　霧きり島しましのぶによる二にノの宮みや家け襲しゆう撃げき事じ件けんの翌よく日じつ、昼休み。


　心しん身しんの疲ひ労ろうを癒いやしきる間もなく、あるいは事件への反はん省せいを満足に済すませる間もなく峻しゆん護ごは登とう校こうし、クラス内で与あたえられた『公こう務む』を果はたすため生せい徒と会かい室しつに足を運んでいた。


　開け放たれた生徒会室の窓まどからは真夏の猛もう暑しよに炙あぶられた風に乗って、グラウンドで遊ぶ生徒たちの歓かん声せいが遠く聞こえてくる。


　そのさざめきを破やぶるように、凛りんとした声が生徒会室の隅すみ々ずみにまで響ひびき渡った。


「お忙いそがしいところをお集まりいただき恐きよう縮しゆくですわ、修しゆう学がく旅りよ行こう実じつ行こう委い員いんのみなさん」


『生徒会長』と書かれた札ふだの置かれた机つくえから北ほう条じよう麗れい華かが立ち上がり、第一声を発した。


「出発を一週間後にひかえて準じゆん備びも追い込みの時じ期きとは思いますが、毎年の慣かん例れいとして、また当校の自じ治ち責せき任にん者しやたるわたくしの責せき務むとして、みなさんにいくつか念ねんを押しておかねばなりません」


　そこで言葉を切り、生徒会長殿どのは一同を見わたす。峻護を含ふくむ十数名の男女たちは粛しゆく然ぜんとして次なる言葉を待った。


「周しゆう知ちのとおり我わが神じん宮ぐう寺じ学がく園えんは一世紀以上の歴れき史しを誇ほこる伝でん統とう校こうであり、その伝統に見合った実じつ績せきを重ねてきました。その栄えい誉よは不ふ断だんの努力をもって維い持じされねばならず、言うまでもなくみなさんがたを初めとする一年生の方々にも、どこへ行っても恥はずかしくないだけの振ふる舞まいをして頂いただく必要があります。服ふく装そう、行こう動どう、言げん説せつ──万ばん事じにおいて節せつ度どの十全たるを心がけること。お小こ遣づかいは許きよ可かされた金額だけを持ち歩くこと。禁きん止しされた物ぶつ品ぴんの類たぐいを持ち込まないこと。引いん率そつの先生がたのおっしゃることをよく守ること──」


　延えん々えんとならべられる注ちゆう意い事じ項こうを実行委員たちは真ま面じ目めくさって聞いている──といってもこれは表面上だけのこと。そもそも訓くん示じを垂たれている麗華当とう人にんからして声に熱がこもっていない。しかつめらしく注意をならべ立てる顔の裏うらに悪戯いたずらげな微ほほ笑えみすら透すけて見えそうである。その微び笑しようが意味するところはこうだ。『羽は目めを外すのも結けつ構こう。ただし、うまくやるように』。


　つまるところ、この会見には形けい式しき以上の意味はないのであった。この手の官かん民みん談だん合ごうのようなセレモニーはいわば、本ほん音ねと建たて前まえをカードマジックのように使い分ける神宮寺学園の校風というものであり、そして北条麗華はただ単たんに有能というだけでなく、生徒たちの心情を実によく心こころ得えた生徒会長なのである。


「……というわけで、修学旅行の成功はあなたがた実行委員の双そう肩けんに掛かかっています。悔くいを残さぬよう残りの一週間、準備に全力を注ぐように」


　にこりと微笑み、麗華は話を締しめくくった。老ろう若にやく男なん女によの区く別べつなく引き込まれる、天使のそれに喩たとえられるほどの魅み惑わく的てきな笑み。この笑顔ひとつあるだけで神宮寺学園における彼女の政せい権けんは磐ばん石じやくといえるだろう。


　旅行先での羽目外しを黙もく認にんされ、はつらつとした激げき励れいに職しよく務むへの義ぎ務む感かんを新たにし、実行委員の面めん々めんは一いち様ようにほくほくした表情で退たい室しつしようとして、


「そうそう。ひとつ言い忘れてましたわ」


　急きゆう転てんした声のトーンに全員が足を止める。まるで雷かみなりに打うたれたように。


「修学旅行中の不ふ適てき切せつな異い性せい交こう遊ゆうは、これを最大の罪つみとみなします。万まん一いちにもこれに背はい反はんした場合は生徒会の総そう意いによる厳げん罰ばつをもって対たい処しよいたしますので、ゆめゆめお忘れなきよう」


　生徒会の総意とはすなわち、北条コンツェルン次期総師たる麗華個人の意い思しとイコール。普ふ段だんは公正で公平な生徒会運うん営えいをする彼女がここまで言うのだ、退たい学がく程てい度どの処罰で済むと考えるのは楽らつ観かんに過すぎるだろう。


「わたくしが同行しないからといって甘い考えは抱いだかない方がいいと警けい告こくしておきます。たとえ修学旅行に同行せずとも、生徒たちの行ぎよう状じようを知る手て立だてはいくらでもあるということを肝きもに銘めいじておきなさい」


　峻護は冷たいものが背せ中なかを伝う感かん触しよくを覚えた。なぜって、令嬢の剣けん呑のんすぎる視し線せんはそのほとんどが彼ひとりの背中に注そそがれているのが気け配はいでわかったから。
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「──時間を取らせてしまいましたわね。話は以上です、ご苦労さま」


　穏おだやかな口く調ちようを取りもどした声が退たい出しゆつをうながすが早いか、一同は先を争うようにして生徒会室をまろび出ることとなった。





　　　　＊





　峻護は生徒会室を出てすぐの廊ろう下かで大きく息をつき、冷ひや汗あせをぬぐう。同どう僚りようたる実行委員たちの姿はすでにない。抜ぬき身の青せい龍りゆう刀とうのように物ぶつ騒そうな北条麗華の威い圧あつに恐おそれをなし、とっくに逃げ去ってしまっている。彼女の威圧は主おもに峻護に向けられたもののはずだが、常じよう人じんであればその余よ波はを受けるだけでも精せい神しん的てきにきついのだろう。


「こわい人ですね、生徒会長さんって」


　不ふ意いに声をかけられ、峻護はややあわてた。自分以外は誰の姿もないと思っていた廊下に、いつの間にか人ひと影かげがある。


「──ああ、奥おく城しろさんか」


　名を呼ぶとクラスメイトの少女は小こ首くびをかしげ、黒くろ縁ぶちメガネの奥の瞳ひとみで淡あわく微笑んでみせた。


　奥城いろり。峻護と同じく修学旅行実行委員である。落ち着いた物もの腰ごしで大人びた印いん象しようをもつ、何かと騒さわがしい面子メンツの多い一年Ａ組の中では数少ない良りよう識しき派は。特に目立つ存在ではないが、たおやかで純じゆん和わ風ふうな雰ふん囲い気きをもった少女で、不ふ本ほん意いながら実行委員を押し付けられた峻護とともに折おりにつけて仕事を共にする間あいだ柄がらだ。他の委員たちのように一いち目もく散さんに逃げたりせず、彼を待っていてくれたものらしい。


「いや、本ほん来らいそんなに怖い人でもないはずなんだけどね」


　峻護は苦く笑しようし、「教室に戻ろうか」と促うながした。いろりはニコリと笑って応おうじ、ふたりは並んで廊下を歩き出す。


「怖い人じゃないというのは」歩きながらいろりがさらに問う。「生徒会長さんと起き居きよを共にする同どう居きよ人にんとしての意見なのでしょうか？」


「え？　ああいや……」


　返答に詰つまって口をもごもごさせる峻護。北条麗華が二ノ宮家で不本意な使用人生活を強しいられていることは周しゆう知ちの事じ実じつである。


「うん、まあそんなとこ……かな？　北条先輩がああやって角つのを生はやす時はたいてい、何かおれがらみで気に食わないことがある時だから。さっきのこと、奥城さんはぜんぜん気にする必要なんてないよ」


「なるほど。わかりました」ニコリ、品ひんよく微笑んでみせるいろり。後に続いた「よほど慕したわれているのですね」という呟つぶやきは、小さすぎて峻護の耳には届とどかない。


「ところで」


　いろりが話題を変える。


「わたしたちの仕事ですが、残ざん念ねんながら順調にはかどっているとは言えません」


「そうなんだよな……」


　困こまり顔で峻護は肯こう定ていする。この手の雑ざつ事じを押し付けられがちな彼はクラス代表の実行委員だけでなく、実行委員会の中でも『修学旅行のしおり』製せい作さくの責任者を拝はい命めいさせられていた。同どう様ように、奥城いろりも峻護と共にしおり製作の責任の半分を担になっている。


「このペースのままですと、修学旅行当日までにしおりを完成させるのは難むずかしいと思われます」


「やっぱ居い残のこりするしかないか……」


　頭を搔かきながら峻護は嘆たん息そく。仕事をする能力がないわけではないが、仕事に精せい度どと完かん璧ぺきさを求めすぎる傾けい向こうがある彼のことだ。私生活でのゴタゴタとあいまって、しおりの製作は遅ち々ちとして進んでいなかった。本来なら現時点でとっくに完成していなければならない代しろ物ものである。


「すまないな奥城さん。君まで面めん倒どうごとにつき合わせてしまって……」


　と峻護が恐きよう縮しゆくするのは、彼が半なかば無む理りやりしおり製作責任者にさせられた時、副責任者として名な乗のりをあげてくれたのがいろりだったからだが、


「いいえ」と、彼女は強くかぶりを振ふる。「峻護さんが細さい部ぶにまでこだわりをもってしおりを作っているのはよくわかっています。どうか峻護さんが心から納なつ得とくのできるものを作ってください。わたしもできる限りのお力ちから添ぞえをいたしますから」


「しかし、それだと奥城さんにも迷めい惑わくが──」


「わたしのことなどはお気になさらず。それよりも」


　同どう僚りようの少女は微笑みながらも咎とがめるような表情を作り、


「前々から申し上げていることですが──わたしのことはどうぞ、苗みよう字じではなく名前のほうで呼んでください」


「え？　ああ、うん」


　峻護は頰ほおをかきつつ、視し線せんを泳がせつつ、


「えーと……いろりさん」


「はい」


　希望どおりに呼ぶと、いろりはすこし頰を染めるようにしてはにかんでくる。どうも近ごろ──といっても奥城いろりと実行委員としてペアを組むことになって以い降こう、つまり二か月も前からのことだが──彼女にはこういった峻護を戸と惑まどわせる言げん動どうが多い気がする。


「ええとじゃあ、今日は居い残のこりして作さ業ぎようを進めることにしよう。ああでも、いろりさんは用事があるようならそっちを優先してくれていいから」


「いいえ。ご一いつ緒しよします」


「そ、そう？」


「はい。では、放ほう課か後ごになったらふたりで図書室に行くということで」


「ああっと、それなんだけど」


　と、ふたたび峻護は恐きよう縮しゆくの態てい。


「じつは放課後に別の用よう事じも入ってるんだ。それが終わってから図書室に行くということでいいだろうか」


「ええもちろん」いろりは快こころよく頷うなずき、「どんなものであれ、男の人の『用事』に口を出すつもりはありません。どうぞごゆっくり『用事』を済ませてきてください。わたしは先に行って仕事を始めていますから」


「すまない、できるだけ早く用事を済ませて合ごう流りゆうするから……」
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「峻護さん」


　面めん倒どうな仕事をさせている峻護に嫌いやな顔ひとつせず、あるいは恐縮しきりの彼に恩おんを売るそぶりもなく、むしろその腰こしが低すぎるのをたしなめるような口く調ちようで、


「あなたをサポートするのはわたしにとって当然のこと、そんな平へい身しん低てい頭とうされては困ってしまいます。むしろもっと遠えん慮りよなくわたしを使ってほしいくらいなんですから。──さ、そろそろ授じゆ業ぎようが始まりますよ。急ぎましょう」


　くすりと微笑み、いろりは言葉どおりに歩を早める。


　あわてて後を追いながら、峻護はスラックスのポケットに手をやった。そこには授業中に回ってきた一枚の紙切れがおさめられ、朱しゆ書がきの太文字でこう記されている。





【本日放ほう課か後ご『夜や会かい』に関する打ち合わせ。於おいて、特別校こう舎しや第二視し聴ちよう覚かく室しつ。遅ち刻こく・欠席不ふ可か。クラスメイトの男子は全員集合のこと。尚なお、女子連中にはくれぐれもこの情報を漏もらさぬように】





　　　　＊





「──というわけで、今日はいっしょに帰れそうにないんだ。すまない」


　六時間目の授業が終わり、放課後となった一年Ａ組の教室。


　慣かん例れいどおり下げ校こうを共にしようと傍そばにやってきた月つき村むら真ま由ゆに、峻護はうしろ頭を搔かきながら謝しや罪ざいした。


「いえそんな、気にしないでください」


　いかにも申もうし訳わけなさそうにする峻護に、真由はぶんぶんと首を横に振ふる。


「ひとりじゃ満足に家にも帰れないわたしが、いつも無む理り言って下校につき合わせちゃってるんですから……まして用事がある二ノ宮くんまでわたしの都つ合ごうにつき合わせるなんてできないです。気にせずゆっくり用事を済ませてきてください」


　かえってぺこぺこ頭を下げてくる真由だが、男性恐きよう怖ふ症しようの彼女を護ご衛えいする任にんにあずかっている峻護としては忸じく怩じたるものを覚えざるを得ない。姉の二ノ宮涼りよう子こ、真由の兄である月村美み樹き彦ひこの両名が前まえ触ぶれもなく海外に出しゆつ張ちようしてしまった今となっては、なおさら責任の重大さが彼の双そう肩けんにのしかかってくるのである。


「まあまあ。あんたたちふたりともさ、そんな仰ぎよう々ぎようしくかしこまることないでしょうに」


　と、クラスメイトの綾あや川かわ日ひ奈な子こが苦く笑しようして、


「真由はあたしが責任もって送ってくからさ。二ノ宮くんは心置おきなく用事とやらを済ませてきなよ」


「すまない綾川さん、恩おんに着るよ。じゃあおれちょっと行ってくるから」


「あいよー、いってらっしゃーい……って、ああちょっと待った二ノ宮くん」


　あわただしく荷に物もつをまとめて教室を出ようとする峻護を呼び止め、


「その前に、真由の方から何か言いたいことがあるらしいんだけど？」


「え、ええっ？」


　いきなり話を振ふられて狼ろう狽ばいする真由と、首をかしげる峻護。


「言いたいこと……というと？」


「ええと、それはつまりその……ちょ、ちょっと日奈子さん！　いきなり話を振らないでくださいよっ！」


「なーによ、そんなあわてなくてもいいじゃん。切り出さないことには始まらないんだし、だったら早い方がいいじゃない」


「そ、それでもこういう物もの事ごとにはタイミングというものが──」


「…………？」


　なにやら小声で言い争っているふたりの少女を峻護はいぶかしげに眺ながめていたが、不ふ意いに彼は真由が大だい事じそうに抱かかえているナップザックに気がついた。普ふ段だんの彼女なら持ち歩かないものであり、中には何やら重そうな荷物が詰つめられている様よう子すである。


「月村さんそれは？」


「えっ？　ええとこれは……」


　真由はナップザックをすばやく背せ中なかに隠かくして、


「べ、別に何でもないですよっ。単に教科書とか参さん考こう書しよが入ってるだけで……あっ、ほら二ノ宮くん、用事があるんじゃなかったんですか？　早く行かないと遅ち刻こくとかしちゃうかもですよっ？」


　その指し摘てきはまったくもって道どう理りであったので、峻護は「じゃあ行ってくるよ」と言い残し、さして真由の不ふ審しんさに気をとめることなく教室を走り出ていく。


「ふう……助かりました」


　真由はホッと胸をなでおろし、一方の日奈子は呆あきれのため息。


「この根性なし。あれこれ悩なやんでないでさっさと切り出しちゃえばいいのに」


　両手を腰に当てて叱しつ咤たし、ナップザックを取り上げて中身を引ひっ張ぱり出した。ずらりと出てきたのは十冊にのぼる旅行ガイド。いずれも京都を専せん門もんに扱あつかった旅の本である。


「修学旅行の自由行動日、いっしょに京都を回らないかって二ノ宮くんを誘さそう。でもってその本を読みながら、ふたりでどこを回るかいっしょに考える。そんなに難むずかしいことじゃないでしょうが？」


「で、でも」真由が消え入りそうな声で反はん論ろん、「それってなんだかデートとかに誘ってるみたいで、なんだか緊きん張ちようしちゃって……」


「よく言うわよまったく。同居やら同どう衾きんやら、デートどころじゃないコトまでとっくに済ませてるでしょうに」


「そ、それはまた別の問題だと思いますっ。それに二ノ宮くんっていろいろ忙いそがしいひとだから、なんだか邪じや魔まするみたいで誘いづらくて」


「ああもうまどろっこしいなあ。もういいわ、あたしから二ノ宮くんに言ってあげるから。それでいいわね？」


「だっ、だめですだめです！」


　今にも教室を出て峻護のあとを追おうとする友人を必ひつ死しで引き止め、


「わたしの口から言わないと意味ないですから、ちゃんと自分で言います！　明日、きっと明日は言いますから！」


「──ふうん？　そういう筋すじは案あん外がいちゃんと通そうとするのね、あんたって」


　ふむ、と鼻を鳴ならし、


「まあいいわ、どっちにしてもそろそろ修学旅行に必要なものとか買いに行かないとだし。二ノ宮くんがいないのはちょうどいいかもね……おし、今日は女の子の買い物しに行こっか？　クラスの他の子も呼んでさ。うん、そうと決まったらさっそく行こ行こ」


　今後の方ほう針しんをさっさと決めてしまうと、日奈子は早くも携けい帯たいを取り出してクラスメイトの招しよう集しゆうを始めながら教室を出、その後にナップザックを大事そうに抱えた真由があわててついていく。
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「遅い。おまえがケツだぞ二ノ宮」


　息切らせて第二視聴覚室に駆かけ込んだ峻護を迎むかえたのは、同級生・吉よし田だの叱しつ責せきだった。


「遅刻は不可だと通つう達たつしといただろう。もうみんなとっくにそろってんだぜ？」


「すまない、ちょっと手て間ま取どった」


　思い思いの場所に着席している面々に目線で謝しや罪ざいしてから、


「というかいったい何なんだ、こんなところに呼び出して？　クラスの男子は全員いるみたいだし、女子にはこのことを話すなとか書いてあったけど……」


「それも通達したじゃねーか。『夜会』の打ち合わせだっつの」


　吉田に代わって同じく同級生の井いの上うえが答えるが、峻護が頭ず上じように浮うかべる疑ぎ問もん符ふの数を増やしただけだった。そもそも『夜会』というものが何なのかがわからない。


　ともあれ空いた席をみつくろって腰をおろすと、どうやら座ざ長ちよう格かくらしい吉田と井上が教きよう壇だん側がわに立ち、


「ではこれより修学旅行のメインイベント『夜会』についてのミーティングを行う。司会進行は一年Ａ組裏実行委員、俺こと吉田平へい介すけと」


「おなじく裏実行委員、井上太た一いちが務つとめさせてもらう。よろしく」


　何やら神しん妙みように幕まくを開ける会議。クラスのおちゃらけ組筆ひつ頭とうたる吉田と井上がこんな生き真ま面じ目めな顔をしているところをみると、『夜会』とはよほど重じゆう要ような行ぎよう事じであるらしい。


「とはいえここにいる人間のほとんどは、うわさくらいは聞いていても『夜会』についての詳しよう細さいは知らないだろう。よってまずは『夜会』の歴史と意い義ぎについて説明する」


　──その説明によれば。


『夜会』とは修学旅行中の夜間に行われる一大行事で、神宮寺学園に古くから伝わる伝統的かつ秘ひ密みつの催もよおし物ものであるそうだ。それも男子の間だけでひそやかに行われる女子禁きん制せいのイベントであり、むろん学校側が介かい入にゆうすることもない。


「運営資し金きんについてはかつて『夜会』に参さん加かし、学園を巣す立だっていったＯＢ各位より多た額がくの寄き付ふを受けている。諸しよ君くんのふところはわずかにも痛まないから、その点は気き兼がねしなくていい」


「戦時中でさえ絶たえることなく盛せい大だいに行われてきたイベントだ。俺たちの代でも伝統にのっとり、ぱーっと派は手でにやってやろうじゃねえか」


　吉田と井上の檄げきに『うむうむ』と力強く頷きあう列れつ席せき者しやたち。


「あーっと……」


　ただひとり、いまいち話についていけない峻護が挙きよ手しゆをして、


「つまり夜会というのはお祭りみたいなものなのか？　しかしおれは修学旅行実行委員だし、その立場から言わせてもらえば夜中にあまり派手なことをされるのは……」


「二ノ宮」


　吉田の返答はこうである。


「おまえの担たん当とうしている表の修学旅行を軽けい視しするわけじゃないが、しかし修学旅行の真しん髄ずいとは、俺たち生徒が一から十まで運営する裏の修学旅行にこそある。これは自じ主しゆ自じ立りつを校こう是ぜとする学園の方ほう針しんにも適かなう。ちがうか？」


「それはそうかもだが、しかし羽は目めを外しすぎて大問題になる可か能のう性せいはないのか？」


「そのための裏実行委員だ。夜会の運営は俺たちに任まかせて、おまえは心置きなく自分の仕事に励はげんでくれればいい」


「そうそう。夜会は自主参加が基き本ほん、何人たりとも強きよう制せいで参加させられることはねーわけだし。ただし不参加者については、夜会の情報を外部に漏もらさないよう確かく約やくしてもらう必要があるが……ま、この場に不ふ参さん加かを表ひよう明めいするような腰こし抜ぬけはいねーと思うけどよ」


　にやりと笑う井上に、峻護をのぞく列席者全員がにやりと笑い返す。峻護としてはさしあたり沈ちん黙もくするほかない。


「では、これより本日の主しゆ題だいに入る。みんなスクリーンに注目してくれ」


　教室の照しよう明めいが落とされてスライドに電源が入ると、教壇側のスクリーン上に何かの静せい止し画が──顔写真を含ふくむ各種データを記した履り歴れき書しよのようなものの映像が、次々とスライドしていく。


（…………？　何だこれは？）


　いぶかしがる峻護を尻しり目めに、吉田が誇ほこらしげにそいつの正体を明かした。


「一年生女子全員のプロフィール……交友関係、スリーサイズ、男性遍へん歴れき等、プライバシー保ほ護ご法ほう違い反はんで訴うつたえられない程てい度どの範はん囲いで可か能のうな限り調べ上げた。来きたるべき夜会に向けておおいに参さん考こう資し料りようとされたし」


　席上から「おおお！」とどよめきが起こった。同時、列席者のほとんど全員が我われ先さきにと壇上に駆かけ上がり、食い入るようにしてスライドの映像を吟ぎん味みし始める。


「Ｄ組の藤ふじ本もとにＥ組の川かわ島しま……うお、Ｂ組の綾あやの小路こうじの情報まで！　すげえ、うわさには聞いてたけどここまで徹てつ底ていしてるとは」


「裏実行委員の実力、あなどれんな。こりゃあ夜会の当日が本ほん格かく的てきに楽しみになってきたぞ」


　……一方、ただひとり蚊か帳やの外に置かれていた峻護は、スライドとそれに群むらがる亡もう者じやどもを阿あ呆ほうみたいに口をあけて凝ぎよう視ししていたが、


「──待て！　待て待て待て待て！　何だこれはいったい！」


　一瞬の空白を経へて立ち直り、主しゆ催さい者しやふたりに詰つめ寄よった。


「何って、説明しただろうが。一年生女子全員のプロフィールだよ。夜会の参考にするための」


「そういうことじゃない！　まずいだろうこんなもの公開したら！　そもそも何だってこんなものが必要になるんだ？　こんなものが必要になる夜会ってのは何なんだ！」


「何って……なあ？」


　顔を見合わせる吉田と井上。


　肩をすくめ、ふたりの不ふ埒らち者ものは異い口く同どう音おんにこう言った。


「夜会のお楽しみっていったらおまえ、『夜よ這ばい』に決まってんだろうが」
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「よ、よばい……っ？」


　愕がく然ぜんとする峻護を措おき、吉田と井上はふたたび一同に向けて説明をはじめる。


「この資料をもとに各かく自じ、誰をターゲットに定さだめて夜這いを敢かん行こうするかよく考えておくように」


「誰が誰を狙ねらうかについては基き本ほん、裏実行委員は関かん知ちしないが、生徒同士でバッティングする可能性も当然あるだろう。その場合は当とう事じ者しや同士の交こう渉しよう次し第だいということにもなる。このミーティングはそれらの交渉を円えん滑かつに行うための集まりだと言い換かえてもいい」


「それと、他クラスの連中との交渉は俺たち裏実行委員を通してもらった方が無ぶ難なんだろうな。個々人の間での無む秩ちつ序じよな交渉はかえって混こん乱らんをきたす恐おそれがあるし、これは俺たち裏実行委員が学年全体にわたる交渉の状じよう況きようを把は握あくする意味もある」


「談だん合ごう、示じ談だん、共きよう謀ぼう、買ばい収しゆう、抜ぬけ駆がけ──よほど目に余あまるものでない限り、交渉の手しゆ段だんは何でもありだ。お目め当あての女を手に入れたいなら下準備に手て間まを惜おしむなよ」


「あー……ちょっといいか？」


　手を挙あげて発言を求める峻護。


「なんだ二ノ宮？　質問は手短に頼たのむぞ、まだまだ今日中に済ませなきゃならん話がたっぷり残ってんだからよ」


「あー、よばいってのはあの夜這いのことか？　夜中に女性の部屋に忍しのび込み、不ふ届とどきな行こう為いを働くあれのことか？」


「【よばい】で辞じ書しよを引いてみろ。該がい当とうする日本語はひとつしかない」


「それを修学旅行でやると？　それもこれだけ計画的に、組織的に、大だい々だい的てきに？」


「うむ。それが夜会のメインディッシュ、ひいては修学旅行の最大のイベントだからな」


　ばん！　と机を叩たたき、倫りん理りの徒とと化した峻護が猛もう然ぜんと立ち上がる。


「反対だ！　断だん固こ反対！　今すぐそんな計画は中止すべきだ！　おれ個人としても修学旅行実行委員の立場からいってもぜったい認みとめられない！」


　がしかし、首しゆ謀ぼう者しやふたりは彼の剣けん幕まくを予よ期きしていたかのように平へい然ぜんたる顔。


「そうは言うがな二ノ宮、こうしてクラスのみんなも夜這い大会には期待してくれてるわけだ。裏実行委員会が身を削けずるような思いで東とう奔ほん西せい走そうし、ここまでこぎつけた企画でもある。それを今になって中止するというのはあまりに無む体たいな話と思わんか？」


「前ぜん提ていからして間ま違ちがっている！　イベントを企き画かくするにしたってもっと健けん全ぜんなものにするべきだ！」


「阿呆、健全なイベントなんぞ企画したって面おも白しろくも何ともねえだろうが。なあ吉田？」


「井上の言うとおりだ。それにこのイベントが長い伝統を持つ行ぎよう事じだということも忘れてもらっちゃ困る。ウチの卒そつ業ぎよう生せいには政せい財ざい界かいの名めい士しがわんさかいるが、彼らはみな夜会の経けい験けんを糧かてとして世界に羽はばたいていった。これは神宮寺学園の男子にとって必ひつ要よう不ふ可か欠けつな一種の通つう過か儀ぎ礼れいなんだ」


「そうそう。それに夜会を運営する寄き付ふはすべて、夜会を経験していった卒業生たちの懐ふところから出ている。男になってこい、という先せん輩ぱい方のメッセージをおまえは汲くむことができねーのか？　ん？」


「論ろん理りのすり替かえだ。おれはそんなのに騙だまされないぞ。それにたとえおれたち男子がよくてもだ、こんなのは女子のみんなにも迷惑だろう？」


「いやいや、女どもだってけっこう期待してるはずだぞ？　むしろ修学旅行という美お味いしいシチュエーションで誰ひとり部屋にやってこなかったら拍ひよう子し抜けするってもんだろう。ここは是ぜが非ひでもやつらの期待に応こたえてやらねばなるまい」


「とにかく！」


　ばん！　ともう一度机を叩き、不届き千せん万ばんなクラスメイトたちをねめまわし、


「おれはこの計画を認めるわけにはいかない。それどころか修学旅行実行委員の立場として、この計画を中止させる義ぎ務むさえある」


　決けつ然ぜんとして己おのれの所しよ信しんを表明する。その両目には揺ゆるぎない意志の強さがみなぎり、彼の意思を曲げることは何人にも不可能かと思われた。


　が。一年Ａ組の悪あく童どうどもが何の考えもなしに秘ひ事じを漏もらすわけはないのである。


「やれやれ、知ってるつもりではいたが想そう像ぞう以上に頭の固い野や郎ろうだな。わかった二ノ宮、そんなおまえにひとついいことを教えてやる」


　吉田が腕を組んで教きよう卓たくにもたれかかり、余よ裕ゆうの笑みを浮かべて、


「夜会は一年生男子全員にとっての檜ひのき舞ぶ台たい。ターゲットは一年生女子全員であり、個々の力りき量りようにおいて誰をターゲットにしても可か。チャンスはやる気のある限りにおいて誰しも平びよう等どうにある──ここまではわかるな？」


　井上があとを引ひき継ついで、


「そして夜会には絶ぜつ対たい的てきなルールがひとつある。夜這いを敢かん行こうしようとしている勇者に対する妨ぼう害がい行こう為いはいかなるものであろうとこれを不可とする、というものだ。一いつ般ぱん生徒はもちろん、俺たち裏実行委員でさえこのルールに背反することは許されない。背反した者は裏実行委員会と、数千数万を数える神宮寺学園ＯＢすべての名において、相そう応おうの報むくいを受けることになるだろう。このことが何を意味するかわかるか？」


「…………？」


「鈍にぶいやつだな。じゃあ例えばだ、この教室にいる誰かが月村さんに夜這いをかけることになったらどうする？」


「んな──」


　事じ態たいの深しん刻こくさにようやく気づき、峻護は蒼そう白はくとなった。


「待った！　それはいかん！　それはいかんぞ！　ぜったいだめ！」


　冗じよう談だんではない。月村真由は峻護にとって大だい事じな預あずかり人びと、夜這いなどでキズモノにされたら立場がない。それに男性恐怖症たる真由に普通の男が夜這いを仕し掛かければどうなる？　夜這いの本ほん懐かいを遂とげる前に彼女が卒そつ倒とうしてしまうのは目に見えているではないか。たとえ本懐を遂とげたとしても、月村真由は精せい気き吸きゆう引いん能のう力りよくをコントロールできないサキュバスであり、彼女に不ふ埒らちな真ま似ねをした男は精気を吸すい尽つくされて死し線せんをさまようことになるだろう。いやいやそれ以前にだ、峻護個人の感情からいっても──


「とにかく！　誰であろうと月村さんに夜這いなんてさせないからな！　どんな手段を使ってでも止めてみせる！」


「ほほう？　どんな手段を使ってでも？」


　にやり、くちびるの端をつりあげる吉田。


「どんな手段を使ってでも、と言ったな？　だったら二ノ宮よ、ひとつだけあるぞ。月村さんへの夜這いを円えん満まんに阻そ止しする方法が」


「なに……？」


「手段は選ばない、とまで言ったおまえになら造ぞう作さもないことのはずだ。知りたいか？」


　口ごもった峻護をじらすように間を置いて。


『一年Ａ組の悪わる知ぢ恵え袋ぶくろ』と呼ばれる男は、とんでもない解かい決けつ法ほうを提てい示じしたのである。


「おまえ自身が月村さんに夜這いすればいい。他の生徒に先さきんじて見み事ごと、夜這いに成功すれば、あえてそれ以上月村さんに手出ししようとするやつはいなくなるだろうさ」





　　　　＊





　峻護の頭上に落とされた爆ばく弾だんは、投とう下かした者の意い図とどおりに効こう果かを発はつ揮きした。峻護にとってはあまりに突とつ拍ぴよう子しもなく、無む法ほうこの上ない解かい決けつ法ほうであったが、有ゆう効こうな手段であることも認めざるをえなかったのである。


「おまえが月村さんを毒どく牙がにかけるなんざ、本ほん来らいなら全ぜん身しん全ぜん霊れい、深しん謀ぼう遠えん慮りよの限りをつくして妨害してやるところなんだがな」


　と吉田は肩をすくめる。


「だが夜会における壮そう挙きよとして手を出すなら話は別だ。さっきも言ったが、夜這いを成功させて男になろうとしているやつの妨害をするのはご法はつ度と。まさか裏実行委員たる俺たちがルールを破やぶるわけにはいかんしな」


「それどころか二ノ宮よ、今回に限っては妨害どころか支し援えんを受けることができるんだぜ？　俺たち裏実行委員のな」


　と井上がさらに付け加える。


「壮挙に挑いどむ勇者予よ備び軍ぐんを最大限にサポートするのが俺たちの役目だからよ。はっきり言ってこんな機き会かいは二度とねえ。またとないチャンスだろうが」


（そうは言うけどな……）


　頰ほお杖づえをつき、峻護は声に出さず嘆たん息そくした。


　夜会のミーティングを終え、彼はいま図書室の隅すみっこの席に陣じん取どっている。『表実行委員』として与あたえられた仕事、修学旅行のしおりの製せい作さくに苦く闘とうしている最中だった。


　机を挟はさんだ正面には奥城いろりが姿し勢せいよく座すわり、原げん稿こう用よう紙しにすらすらとペンを走らせている。一方、峻護の仕事は遅々として進まず、まっさらな原稿は雪せつ原げんのように白い。


（まったく、表の修学旅行の仕事はろくに手伝いもしないくせに）


　先ほどスクリーンに映うつし出されていた資料を思い出す。一年生女子全員分の詳しよう細さいな個人データには裏実行委員本部算さん定ていと前書きした上で、予想される競きよう争そう率りつ、攻こう略りやく難なん度どまで算さん出しゆつしてあった。そんな無む駄だに凝こった資料を作るひまがあったらそのエネルギーをもう少しましな方向に使えというのだ。


（しかしどうしたものかな、これは……）


　馬ば鹿かどもが企たくらむ集団的夜這い行為を中止させる方法、あるいは真由の安全だけでも確かく保ほする方法はあるだろうか。それもできれば円満なやりかたで。


「──峻護さん」


　馬鹿らしいながらもあれだけの熱意をもって成功させようとしている企画だ、今さら説得など試こころみても無む駄だだろう。力ずくで止めるのも論ろん外がい。いかに峻護が武ぶ道どうの達たつ人じんであろうと、十数名のクラスメイト、あるいは百数十名の学年男子全員を相手にするのは無む謀ぼう、というよりもはや愚ぐ劣れつなだけである。


「峻護さん。峻護さん？」


　ならば方法はただひとつ。峻護が自ら真由に夜這いを仕し掛かけて成功させ、他の男子生徒たちを牽けん制せいする、それしかないのだろうか？　いやいやいくらなんでもそれはない。誠せい実じつと勤きん勉べんの靴くつをはいて石いし部べ金きん吉きちの道を直進する男、それが二ノ宮峻護である。心情の面からみても信条からいっても、率そつ先せんして不埒な真ま似ねに手を染めるなどありえない──


「しゅ・ん・ご・さ・ん？」


「えっ？──って、あ痛たたたたたた」


　迫はく力りよくある声が横から聞こえ、振り向こうとしたとたん耳たぶに激げき痛つう。


「お仕事をさぼって上うわの空そら、そのうえわたしが何度呼んでも無む視しするなんて……いけないひとです」


　見れば、微笑みの形を崩くずさぬまま角を生やしている奥城いろりの姿。いつの間にか正面の席を離はなれ、峻護の隣となりまで来ていたらしい。


「ご、ごめん、ちょっと考えごとをしていて……」


「何かお悩なやみごとですか？」


　いろりは正面の席には戻もどらず、隣の席に腰を下ろしながら、


「それもどうやら、しおり製せい作さくについての悩みではなさそうですね」


「あー……いや……んー……」


　頭を搔きながら言葉を濁にごす峻護をいろりはしばらく見つめていたが、やがていつもの淡あわい微笑を浮かべると、


「──どうやら相談してはいただけないようなので、お仕事に戻りましょう。わたしはここに座って、峻護さんがきちんとお仕事を進められるかどうか見み張はることにします」


「あーいや、ちょっと気が散っただけで、ちゃんと仕事はするから。別に奥城さんに見張られなくても──」


「どうぞ名前でお呼びを」


「あー……ええと、いろりさん」


「はい、よくできました」


　にこ、と微笑み、しかしすぐに考え直すようなそぶりで人差し指を細いあごに当て、


「……やっぱり気が変わりました。『いろりさん』ではなく、どうぞ『いろり』と呼び捨てで呼んでください」


「えええっ？　よ、呼び捨てで？」


「はい。お仕事をおろそかにし、わたしが呼んでも見向きもせず、何度言っても名前で呼んでくれない罰ばつです」


「ば、罰なの……？」


「はい」


「ええと……ひょっとして怒ってる？」


「はい。ですからどうかお早く」


　言葉とは裏うら腹はらにいろりはニコニコ微笑み、罰ゲームが執しつ行こうされるのを待つ体たい勢せい。


　峻護は観かん念ねんして、


「……あー、ええと……いろりさ、じゃなくて、いろ……げふんげふん。あー……」


　しばらく苦く闘とうしていたが、やがてギブアップして頭を下げ、


「すまない、やっぱり呼び捨てというのはちょっと……なんというか、女性の名前を軽々しく呼び捨てにするのはどうかと……いやもちろん、いろりさんに隔かく意いがあるわけじゃなくて、どんな女性に対してもそうなんだけど──」


「……峻護さんをからかうのは楽しいですね」


「えっ？　なにか言った？」


「はい。『今日のところはこのくらいで堪かん忍にんしてあげます』と言いました。さ、そろそろ仕事へ戻りましょう。このペースでは本当に終わらなくなってしまいます」


　微笑んでメガネの位置を直し、いろりはふたたびペンを握にぎって原稿用紙に向き直った。


（……変わった人だな、奥城さんって）


　長い黒髪を耳の上あたりで押さえ、原稿にペンを走らせる少女の姿を横目で見ながら思う。


　奥城いろり。跳はね返かえりぞろいのクラスメイトの中で峻護と並ぶ良識派かつ穏おん健けん派は。


（じつはすごい美人のはずなんだけどな……）


　どうにも無ぶ骨こつな黒縁メガネのせいだろうか。粒つぶぞろいと言われる一年Ａ組女子の中でも群ぐんを抜く容よう姿しを持っているはずなのに、いろりはやたらと存そん在ざい感かんが薄うすいのである。まるで気け配はいを消しているかのように控ひかえめで、三十余よ名めいのクラスメイトの中で峻護がもっとも遅く名前を覚えたのが奥城いろりだった。かといってまったく目立たない生徒かといえばそうでもなく、たとえば峻護がクラスの九割以上の推すい薦せんを集めて修学旅行実行委員にさせられた時、もうひとりの委員として名乗りをあげてくれたのがいろりである。このパターンは、実行委員会の中で峻護が旅行のしおりの製作責任者にさせられた際さいにふたたび繰くり返されたものでもある。


　おかげで今ではすっかり、奥城いろりは峻護の中で大きな位置を占しめる人物となっていた。彼女の存在がなければおそらく、修学旅行実行委員の仕事を満足に果はたすことはできないだろう。


「……峻護さん」


　不ふ意いにいろりがペンを動かす手を止め、頰を染めてうつむき、


「そのようにじっと見つめられると──わたしも女ですからすこし、戸惑います」


「へっ？」


　横目で見ているつもりが、いつの間にかまじまじと眺ながめていたらしい。


「ああいやすまない、そんなつもりじゃなくて。許してほしい」


「だめです。今度は堪忍してあげません。またお仕事を怠なまけていましたね？　わたしにばかり仕事をさせておいて」


　頰に桜さくら色いろをのせたまま品ひんよく眉まゆ根ねを寄せ、


「ですからもういちど罰を与あたえます。峻護さんは明日もわたしといっしょに図書館で居残りをしてください」


「居残り……？」


「はい。しおりが完成するまで、毎日です」


「居残りかあ……」


　たいして考えるまでもない。どのみちこのままの作業ペースではそうせざるをえないだろう。罰うんぬんに関わりなく、当分は残ざん業ぎようが続くであろうことは目に見えている。家に仕事を持ち帰る手もないではないが、相方と顔を突つき合わせてやるほうが効こう率りつがいいというものだ。


　あるいはこの、懲ちよう罰ばつにかこつけた申し出は、いろりを時間外労ろう働どうに付き合わせる立場になる峻護の罪ざい悪あく感かんを、少しでも軽くしようと気を使ってのことかもしれない。


「わかった。おとなしく罰を受け、居残りさせてもらうことにするよ」


「はい。では、それで許してさしあげます」


　峻護の答えに満足し、いろりはほんのり微笑んだ。





　　　　＊





　──連れん日じつの居残り作業にもかかわらず、修学旅行のしおりが完成を見たのは出発のわずか二日前である。


　イベントの羅ら針しん盤ばんともいうべきしおりの完成が遅れたことには当然、参加者一同から盛せい大だいなブーイングが出た。峻護が出発までに残されたわずかな時間の多くを各方面へのお詫わび巡じゆん礼れいに費ついやさねばならなかったのは、ごく自然な成りゆきだろう。わずかに救いだったのは、しおりの内容に関しての苦情は一件たりとも寄せられなかったことと、巡礼の行こう程ていが孤こ独どくな一人旅ではなかったこと、その二点のみであった。





　そして修学旅行当日──。




　其の二　承







　その日の列れつ島とうは夏か季き特とく有ゆうの強い高こう気き圧あつにすっぽり覆おおわれ全国的に晴せい天てん、降こう水すい確かく率りつはずばり０パーセント。少々刺し激げきの強すぎる紫し外がい線せんと汗かん腺せんをフル稼か働どうさせる熱気さえ気にしなければ、この上ない旅りよ行こう日び和よりであった。


　恵まれた好こう天てんに刺し激げきされてか、神じん宮ぐう寺じ学がく園えん一年生たちのテンションは早くもレッドゾーンに入り、京都へ向かう新しん幹かん線せんのそこかしこで笑声や歓かん声せいが湧わいている。


（元気なやつらだよまったく）


　一方、修しゆう学がく旅行実じつ行こう委い員いんの峻しゆん護ごはといえば、早くも心しん身しんにおける疲ひ労ろうのピークに達たつしつつあった。無む闇やみに生き真ま面じ目めな彼はしおり製せい作さくに全ぜん身しん全ぜん霊れいを注そそぎ込み、本番が始まる前に燃え尽つきた感すらある。朝早く校庭に集しゆう結けつした同級生たちを引いん率そつし、小学生のようにはしゃぐ彼らをどうにかまとめて電車に詰つめ込んだ時点で、あっさり峻護は灰はいになった。


（これじゃ身がもたないな……）


『他の乗客のみなさんの迷めい惑わくにならないよう』などという注意もいいかげん言い飽あき、今の彼は半なかばあきらめ気分で陽よう気きすぎる騒さわぎに身を任せている──手にした数枚のトランプの数字をぼんやり眺ながめながら。


「おい二にノの宮みや、ボーっとしてるんじゃない。おまえの番だ」


　同じシートに座すわる吉よし田だが普ふ段だんより二割増しの高い声で催さい促そくしてくる。


「ああ……悪い」


　シートからのろのろと背を離はなし、正面に座る真ま由ゆに向き直った。


「はい、二ノ宮くんどうぞ」


　にこにこと差し出してくるカードの中から無む造ぞう作さに一枚を抜くと、真由の表情がいっそうにこやかになる。ジョーカーを見み事ごとに引き当てた峻護はそのカードに現在の己おのれの姿すがたを見、鉛なまりのようなため息をついた。


　彼は現在、五人のクラスメイトとトランプゲームに興きようじている。メンバーは修学旅行の日につ程ていを共にする、同じ班はんの面めん々めん。峻護に吉田と井いの上うえの男子三名プラス、真由に日ひ奈な子こ──それと奥おく城しろいろりの女子三名である。


「では一枚引きますね」


　峻護のとなりに座るいろりがスペードのエースを引いていき、ペアになったハートのエースと共にカードを捨すてた。これで彼女のカードはのこり一枚。「やべえ、こりゃ奥城さんがまた一抜けか？」とあせる吉田と井上に、「ここらで一度くらい勝っとかなきゃね」と腕うでまくりする日奈子。ゲームの種目はありきたりなババ抜きであったが、クラス筆ひつ頭とうのお祭り好きたちに煽あおり立てられて存ぞん外がいな盛もり上がりを見せている。男性恐きよう怖ふ症しようの真由も吉田と井上とは席が離れているゆえか、今のところは無ぶ事じに旅行を楽しめているようだ。


　ただひとり、峻護だけが冴えない顔をぶら下げている。


　単に疲れ果てているというだけでなく、彼には懸けん案あんが山やま積づみなのだ。今の調ちよう子しで問もん題だい児じだらけのクラスを旅の先々できちんとまとめていけるかどうか──何よりも『夜や会かい』の存そん在ざいが、峻護の頭に絶たえず頭痛の種たねをまいていた。修学旅行直前の期き間かんはしおり製せい作さくの作さ業ぎようにかかりきりで、けっきょく『夜会』を円えん満まんに中止させる算さん段だんを整えられなかったのである。


（どうしたもんかな……）


　疲ひ労ろう感かんとテンションの低さでイマイチ働かない頭をどんより回転させているうちに、


「おし、一いつ丁ちようあがりっと」


　日奈子が弾はずんだ声でそろったカードをたたき捨て、逆ぎやく転てんで一抜け。つづいていろりが順当に抜け、さらには激げき戦せんの末に吉田と井上が順に抜け、最後に残った真由との勝負でもあっさり負け、峻護は五度目のビリを引くことになった。


「おいおいまた二ノ宮かよ、しょうがねえな。あんまり負けまくるようなら何か罰ゲームでもやってもらうぜ？」


　慣なれた手つきでカードを切りながら吉田が言い、次なる勝負を始めるべくカードを配ろうとして、


「あの、みなさんそろそろ休きゆう憩けいにしませんか？」


　その前にいろりが控ひかえめに提てい案あんした。


　自分のカバンの中から風ふ呂ろ敷しき包づつみを取り出しながら、


「お昼は京都についてからになると思いますが、その前に軽くつまめるものをと思って作ってきました。よろしければみなさんでどうぞ」


　何が出てくるのかと注目を集める中、解とかれた風呂敷包みの中から出てきたのは、漆うる塗しぬりに金きん箔ぱくを散ちらしたみごとな重じゆう箱ばこ。中に詰められていたのは見み目め鮮あざやかな和わ菓が子しの数々であった。


「うおっ、こりゃすげえな」


「それにすっごいカワイイね。これ食べちゃっていいの、奥城さん？」


「ええ、どうぞ召めし上がってください」


　いろりが微ほほ笑えみながら頷うなずくが早いか、吉田と井上と日奈子の手が遠えん慮りよなく重箱に伸のび、宝石のような和菓子をいくつもかっさらっていく。


「お、こりゃ見た目だけじゃねえぞ」


「ほんと、すっごいおいしい！」


　次々とあがる賞しよう賛さんの声を、いろりは穏おだやかな微笑で見守っていたが、


「さ、二ノ宮さんもどうぞ」


「ん……いや、おれはいいよ」


「二ノ宮さんお疲れでしょう？　疲れている時には甘いものが効きくんです。ぜひ、おひとつだけでも召し上がってください。おいしいお茶も淹いれてきましたから」


　さして甘いものの好きではない峻護だったが強く勧すすめてくるのに折おれ、重箱に手を伸ばした。こしあんを色とりどりの粉こな砂ざ糖とうで化け粧しようしたお菓子を口にふくむと、ほどよい甘味が舌したの上でほどけるように広がっていく。


「ん……たしかにうまい」


「ほんとうですか？　よかった。これ、わたしが作ったものなんです」


「君が？　それはすごい。これだけ手の込んだものを作るのは大変だろうに」


「お菓子作りは得とく意いなんです。といっても家の方ほう針しんで、習ったのは和菓子の作り方ばかりなんですけど」


「へえ、おれとは逆だな。おれが作るのはたいがい洋菓子ばかりでさ、和菓子のほうはちょっと苦にが手てなんだ」


「あら。ではちょうどいいではありませんか。今度ぜひ、わたしに洋菓子の作り方を教えてください。かわりにわたしは和菓子の作り方を教えてさしあげますから」


「うん、そうだな、和菓子作りのノウハウを仕し入いれるいい機き会かいかもしれないな。ぜひお願いしようか」


「ええよろこんで。それより二ノ宮さん、気に入っていただけたのでしたらもっと召し上がってくださいね。それにはい、熱いお茶も」


「ん。ありがとう」


　魔ま法ほう瓶びんのお茶を受け取り、うまそうにすする峻護。葉はの質しつも淹れかたも申もうし分ぶんない玉ぎよく露ろだった。自然、口元もほころぶ。冴さえなかった表情にも精せい気きがよみがえってくる。


　そんな彼をとなりに座るいろりがニコニコと見つめ、


「…………」


　さらに残りの四人が、ふたりの様よう子すを少なからぬ驚おどろきをもって眺ながめていた。二ノ宮峻護に奥城いろりという組み合わせはいつの間にこれほど親しん密みつになったのだろう、という共通した感想が彼らの顔に浮うかんでいる。


「ちょっと真由」


　日奈子がすかさず耳打ち。


「あんたも何かお菓子作ってきたんじゃなかったっけ？　新幹線の中でおやつにするんだって言ってさ」


「はい、クッキーとかをちょっと……でも、あんなすごいお菓子出されたあとには出せませんよう」


　となりに座る日奈子に、やはり小声で真由。


「ていうかあんた、けっきょく二ノ宮くんを誘さそってないんでしょ？　明日の自由行動にさ」


「うう……だって二ノ宮くん、昨日まで毎日のように徹てつ夜やだったし、つい言いそびれちゃって……」


「言い訳わけ無む用よう。うかうかしてると意外な伏ふく兵へいにしてやられる、ってことになりかねないわよ？」


　厳きびしく言い渡しておいてから改あらためていろりを見やり、


「まあ……意外ってこともないか。似に合あわないメガネかけてるし物もの静しずかだから普ふ段だん目め立だたないけど、奥城さんって実はすっごいキレイだしね。実行委員同士だから二ノ宮くんと何かと絡からむことも多かっただろうし。案あん外がいコロリと傾かたむいちゃうかもね、二ノ宮くん」


「あう……」


　友人の冷れい徹てつな分ぶん析せきに縮ちぢこまる真由。


「ほれほれ、そうならないうちにさ、誘っちゃいなって。ふたりきりのデートにさ」




[image: ]


「うう……」


「チャンスは今くらいしかないぞー？　この先も二ノ宮くんの仕事はきっとヒマにならないぞー？　おらおら、なけなしの度ど胸きようを振ふり絞しぼれー」


「あうう……」


「いけいけゴーゴー。さくっとキメて女になってこいっ」


「──あ、あのっ！」


　急に大声を上げた真由に、和菓子を楽しんでいた面々がきょとんとした顔で注目する。


「何？　月村さんどうしたの？」


　一同を代だい表ひようして首をかしげる峻護。吉田、井上、いろりの三人も不思議そうな顔で真由に視線を集めている。


「あ、あの、ええと……」


　口ごもる。日奈子に背中をどやされる形で行こう動どうに出てみたものの、これだけ人ひと目めがある中でデートのお誘いを決けつ行こうするなど、真由には少々高すぎるハードルだった。


「ええとその…………………………………………ちょっとお手洗いに行きたいかな、と」


「ああ、そうか。窓際の席だと通路に出にくいものな」


　得とく心しんした峻護が道を開けるよう頼たのみ、真由はぺこぺこ頭を下げながら早足で席を後にする。『根性なしめ』と表情で非ひ難なんしてくる日奈子から逃げるように。


（うう……どうせ根性なしですよ、わたしは）


　デッキに出て壁かべにもたれ、憂ゆう鬱うつなため息をつく。ただでさえ言い出しにくいことなのに、峻護といろりが仲良くしているのを見るとますます切り出しにくい空気になってしまう。


（月村真由の馬鹿。もっとしゃきっとしなさい）


　言い聞かせてはみるが、自分の中にある勇気のカケラらしきものは眠りこけたまま。最近は多少なりともましになってきたと思った引っ込み思じ案あんな性格が、今になってまた幅はばを利きかせてきたようである。まあもっとも、過か去この自分を捨てて変わってみせると決けつ意いしたところで、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでそうそう変われるものでないことも事じ実じつではあるが。


（とにかく早いうちに誘っちゃおう。明日までまだ時間はあるし、しばらくは班はん行こう動どうだから、二ノ宮くんと二人だけになる機き会かいもきっとあるし……）


　清きよ水みず寺でらの壮そう大だいな伽が藍らん、曼まん珠じゆ院いんの隠かくれ家めいた静かな佇たたずまい、北山通りのこじゃれた店並なみ、夕暮れの祇ぎ園おんをしずしずと歩く舞まい妓こさんたち──けっきょくひとりで読どく破はしてしまったガイドブックから仕し入いれた、まだ写真だけでしか知らない京都の文物が次々と思い浮かぶ。生まれて初めての、そしてたぶん人生最後の修学旅行。楽しめなければうそというものであり、その楽しみはぜひとも峻護と共きよう有ゆうしたかった。


　ふう、とため息をつき、胸の前でぐっと拳こぶしをにぎる。いつまでもウジウジしたって仕方がない。まずは京都へ行くまでの道のりをしっかり楽しもう。その間に峻護を誘うタイミングを探せばいい。


　そう心に決めてデッキを離れようとした時。


「きゃ──」


「うわっ、と」


　客車のほうから歩いてきた誰かとぶつかり、真由は他た愛あいもなくしりもちをついた。


「うう……痛い……」


「ご、ごめん。だいじょうぶだった？」


　加か害がい者しや側がわの少年が膝ひざをつき、心配げに覗のぞき込んでくる。


　目が合った。


　怖こわいほどきれいなその双そう眸ぼうを至し近きん距きよ離りで見た、瞬しゆん間かん。


（あ──）


　ふっ、と軽いめまいにも似にた感覚が真由を襲おそい、しかしほんの一瞬でその感覚は過すぎ去った。あるいは単たんなる錯さつ覚かくだったのかもしれない、と思わせるほどわずかな残ざん滓しだけを残して。


「ほんとにだいじょうぶ？　どこか怪け我がとかしてない？」


　ぼんやりと双眸を見つめ返してくる真由の様よう子すをどう受け取ったのか、少年はひどく心配そうに繰くり返してくる。


「あ、は、はい、だいじょうぶです、ほんとに」


「そう、それならよかった。立てる？」


　安あん堵どの表情を浮かべてから、立ち上がろうとする真由の背中を支ささえるようにして手伝い、


「ごめんね、僕の注意不ぶ足そくだった。あやまるよ」


「いえ、わたしの方こそ不注意で……」


　とそこで気づいたのだが、相手の少年は神じん宮ぐう寺じ学がく園えんの制せい服ふくを着ている。どうやら別クラスの生徒であるらしいが、真由の記き憶おくにはない生徒だった。まだ転校して間もないゆえに当然のことかもしれないが、しかし一度でも見かけていれば確かく実じつに記憶に残っていたであろう。というのも、ちょっとびっくりするほどの美形なのである。


　峻護ほどの長身ではなく、またいかにも運動のできそうな峻護とはちがってたくましい印いん象しようはない。そのかわり峻護にはない、貴き公こう子し然ぜんとした雰ふん囲い気きがある。淡あわい肌はだの色に穏おだやかな表情、そして『ハンサム』というよりは『美び貌ぼう』と呼びたくなる容よう姿し──いずれも貴き族ぞく的てきと表現するにふさわしい要よう件けんを兼かね備そなえている。この少年が白馬にでも乗って微笑みのひとつも振りまけば、その日のうちに壮そう大だいなハーレムが築きずけるに違いない。


（わあ、きれいな人だあ……）


　いまだにぼんやりと美貌を眺めている真由を、少年もじっと見つめ返していたが、


「月村真由さん、だよね」


「え？　あ、はい」


　初しよ対たい面めんの相手からいきなり名前を呼ばれて戸と惑まどう。


「あの、わたしのこと知ってるんですか？」


「知ってる。もっとも、話せる機会がこんな形でくるとは思わなかったけど」


　微び笑しようし、それから少し迷うように沈ちん黙もくして、


「……これも何かの運命かな。よし」


　あらためて真由に向き直り、やや緊きん張ちようした声で、


「いきなりだってことは承しよう知ちで言うんだけど──明日の自由行動日、僕といっしょに京都をまわらないか？」


「…………え？──えええええっ？」


　まさしくいきなりの申もうし出でである。


「あの、でも、そんな、だってぜんぜん初対面だし、お互たがいのこともよく知らないし！」


「うん、わかってる。ほんとうはもっと前もって誘いたかったんだけど──クラスも別だし、君に話しかける機会がなくて。明日こそ話そう、明あ後さつ日てこそ話そう、と思ってるうちに、けっきょくずるずると今日まできちゃって」


「あ──」


　まさしく今の真由の状じよう況きようと同じである。この少年もまた、自分と同じように悶もん々もんとする修学旅行前の日々を送っていたのだろうか。


「そんなに深く考えなくてもいいんだ。まずはお互いのことを少しでも知れたらな、ってことだと思ってくれれば」


「あ、はい、あの、でも」


「もちろん月村さんみたいに可か愛わいい子のことだから、明日の予定もいろいろあるかもしれない。けど、当日になるまでは逆ぎやく転てんのトライを決めるチャンスはあると思ってる。どうだろう？」


「あ、う、はい、あの」


　しどろもどろになる真由。こういう場合いつもの彼女なら無む意い識しきのうちに目を逸そらし、あるいは一も二もなく回れ右して精せい神しん的てきな圧あつ迫ぱくから逃のがれようとするのだが、どういうわけか今は少年の双眸から視し線せんを外すことができない。


「ちょっとたすくクーン？　どこ行ったのー？」


　その時、黄色い声と共に数人の少女──いずれも神宮寺学園の制服姿──がデッキに顔をのぞかせ、


「あ、いたいた。もお、どこ行ってるのかと思ったら……みんな待ってるんだよー？」


「って、ちょっと何？　なんかあったの？」


「たすくクン、この子になんかされた？」


　たちまち真由を取り囲み、お世せ辞じにも友好的とは言いがたい眼まな差ざしで彼女を刺さしてくる少女たち。


「いや、月村さんは何もしてないよ。僕の不注意で彼女を転ばせてしまっただけ。で、今こうしてあやまっていたところ」


「なあんだ、そっか」


「じゃあ早く戻もどろうよ。ゲームのつづき、みんな待ちくたびれてるんだから」


「あはは、わかったわかった、わかったからそんな引ひっ張ぱらないで」


　少年は苦笑しつつ、


「──ごめんね月村さん、またあとで。いま言ったこと考えておいて」


　申もうし訳わけなさそうに素す早ばやく耳打ちし、少女たちと共に客車へと戻っていった。


　デッキにはひとり、真由だけが残される。


「び、びっくりしたあ……」


　へなへなとその場にくずれかけ、どうにか気力だけで持ちこたえる。胸に手を当てると、ちょっと怖いくらいにどきどきしていた。いまだかつてこれほど心しん臓ぞうを酷こく使ししたことがあっただろうか、というほどに。


　いやはや人生何が起こるかわからない。まさかこんな形でお誘いを受けるとは。サキュバスであるだけに無む闇やみなほどモテる真由ではあるが、実のところこうした明めい確かくな形で意い思し表ひよう示じを受けるのは初めてなのである。もちろん明日は極きわめて重要なプランがあるわけで、せっかくのお誘いも丁てい重ちようにお断ことわりする他はないのだが。


「たすくさん……かあ」


　それでも何か、あの少年のことは不ふ思し議ぎと気になる真由であった。今まで彼女が目にしてきたどんな男性とも彼はタイプが異ことなる気がして──と、そこでようやく気づく。たすくよりも真由のほうが遥はるかに長い間デッキで時間をつぶしていることに。


「わわ、早く戻らないと」


　班のみんなも心配しているかもしれない。いまだに跳はね回っている心臓と火ほ照てる頰をもてあましながら、真由はあわただしくデッキを出た。そのあわただしさゆえだろう。彼女が重大な事実に思い当たったのは、そろそろ列車が目もく的てき地ちに着こうかというころになってからだったのである。


　男性恐怖症の自分があの少年に対してはほとんど恐怖心を覚えることなく普通に接していたという、極きわめて重大な事実に。





　　　　＊





　ＪＲ京都駅。ワールドワイドなコンペのもとに選えらばれたデザイナーの設せつ計けいにより一九九七年に全ぜん面めん改かい装そうされた、京都のランドマーク的建けん物ちく築ぶつの代だい表ひよう格かくである。


　古ふるき都みやこの印いん象しようからはやや浮いた、しかしひどくモダンな外がい観かんをもつこの駅のプラットフォームには、今まさに下りの新幹線が到とう着ちやくしたばかりであった。


　ドアが開くと共に『のぞみ』の車両からは次々と威い勢せいのいい生徒たちが吐はき出され、点てん呼この声と共にわいわいがやがやと整せい列れつしていく。そんな若々しい制服姿の集しゆう団だんに向けられる周囲の視線は、微ほほ笑えましげなものと迷めい惑わくげなものが半々であろうか。ようやく目的地にたどり着いて意気軒けん昂こうな学生たちと、微び妙みように温度差のある眼差しで彼らを迎むかえる地元民──これも修学旅行の一いち風ふう物ぶつというものであろう。


　時に、神宮寺学園のご一行に目を向ける人々の中にひとり、他とはやや異ことなった種類の視し線せんを放つ人物がいる。その少女はごくさりげなく物もの陰かげに身を隠かくせる位置に陣じん取どりながら、騒さわがしい一団を鋭するどく監かん視し、あるいは警けい戒かいするような目で見守っていた。


「いやあ初うい々ういしいですねえ、お嬢じようさま」


　彼女の隣となりにひかえる少年が中ちゆう性せい的てきな容よう貌ぼうをにこやかに崩くずしながら、


「発はつ散さんされる時を待ちかねてうずく活かつ力りよく、まだ見知らぬ土地への期き待たいに輝かがやく瞳──修学旅行に臨のぞむ生徒たちの実に正しい姿です。ぼくもお嬢さまも去年はあの中にいたわけで、やっぱり傍はたから見るとあんな感じだったんでしょうかねー？」


「…………」


　神宮寺学園二年生、生せい徒と会かい長ちようの北ほう条じよう麗れい華かは、従じゆう者しやの問いにもこれといった反はん応のうは示しめさず、黙だまって彼女の生徒たちの行ぎよう状じように視線を注そそいでいる。


「いやあ、それにしてもすごい偶ぐう然ぜんでした。朝一番の便びんで京都に到着して商談を済ませたところ、こうしてばったり彼らと鉢はち合あわせするなんて。きわめて重要な商談相手を祇ぎ園おんや先ぽん斗と町ちようの料りよう亭ていでもてなすわけでもなく、スケジュールが詰つまっているという理由をつけて駅構内の喫きつ茶さ店てんなんかで打ち合わせを済ませちゃったのも、こうなってみれば悪い選せん択たくでもなかったかもしれませんねえ、結果的にみれば」


「…………」


　何を問われても無む言ごんを貫つらぬく麗華。四よ方も山やま話ばなしの形を借りた保ほ坂さかの苦く言げんに、つとめて耳を貸かさないようにしている様よう子すだ。


「そういえばあれですねえ。そもそもまったく別の日ひ取どりを希望してきた京都の商談相手に、どうしてもここじゃないと空けられない、って言って今日この日を指し定ていしたのはお嬢さまでしたっけ。それだったらこちらから出向きますよ、って言ってきたあちらさんの申し出を断ったのもお嬢さまでした。是ぜが非ひでも、どうあっても京都で、みたいな感じでしたよね」


「…………」


「そうまでして京都で商談をしたがる……お嬢さまってそんなに京都好きでしたっけ？　ぼくの記憶が確かなら、むしろお嬢さまはどちらかというとこれまで京都を避さけてきたような節ふしさえあった気がするんですけど、いつのまに宗しゆう旨しがえしたんですか？　本場の宇う治じ茶ちやで八やつ橋はしをたくさん食べたくなった──なんて理由じゃないですよね？　お嬢さまってそんなに甘いもの好きじゃないし」


「…………」


「ところで今日、このあとの予定ですが。スケジュールによると……ふむ、古こ都とに立ち寄ったついでに見けん聞ぶんと教きよう養ようを育はぐくむということで、いくつかの観かん光こう名めい所しよを視し察さつすることになっていますね。二に条じよう城じようと東とう寺じをまわって嵐あらし山やまを見けん物ぶつしたあと、そのまま現地にて投とう宿しゆく──って、おやあ？　これって奇くしくも今年の修学旅行と同じコースですねえ。おまけに予よ約やくを取ってる宿までまったくいっしょ」


　そこまで言ったところで、神宮寺学園の一行が移い動どうを開始した。ぞろぞろと列を作って改かい札さつを目め指ざす彼らの最さい後こう尾びから十分な距きよ離りを置き、麗華もまた移動を開始する。


　そのあとをついていきながら保坂はなおもニコニコと、


「そういえばこのコースって、去年の修学旅行でも行ったコースですよね。そうそう思い出した。ありましたよね、踏ふみしめるとうぐいすの鳴なき声みたいなのがする板いた張ばりの床ゆかとか、五ご重じゆう塔のとうとか。うーん、でもあれですねえ、一度行ったところに何度も行ったって、見聞と教養を広めることにはあまりならないと思いますけど。これってお嬢さまが希望して組み込んだスケジュールだけど、記憶力のいいお嬢さまでも一度行った場所を忘れるなんてことがあるんですねえ」


「…………」


　嬉うれしそうにチクチク言い募つのってくるのを令嬢は根こん気きよく無視していたが、不ふ敬けいな下げ僕ぼくは忍にん耐たい力りよくの限げん界かいに挑ちよう戦せんしている主あるじに無ぶ遠えん慮りよな、そして決定的な一いち撃げき加えたのである。


「やっぱあれですよねえ、なにしろ修学旅行というのは特別なイベントで、生徒は誰しも普段は味わえない刺激を求めるわけです。ものめずらしい景け色しき、おいしい食べ物、そしてなにより男と女のあまーい関係とか。愛いとしの二ノ宮くんがそんな誘ゆう惑わくの多いイベントに参加するとなれば──しかもそこには月村さんもいっしょにいて、その反はん面めんお嬢さまの居い場ば所しよはどこにもないとくれば、これは多少強ごう引いんな口こう実じつを用もちいてでも修学旅行に同行しようとするのは自然な」


　保坂は最後までセリフをつづけることができなかった。


　前を進んでいた麗華がくるりと小こ気き味みよく反転、そのままつかつかと歩み寄り、おもむろに無ぶ礼れい者ものの股こ間かんを蹴けり上げ、白しろ目めをむいて膝ひざをつこうとする不ふ埒らち者ものの無む防ぼう備びな後こう頭とう部ぶに強きよう烈れつな肘ひじ打うちをかまし、さらに返かえす刀かたなの膝蹴げりを不ふ心こころ得え者もののあご先に入れたからである。


「……ふん」


　強烈な連れん続ぞく技わざを食らって高々と宙ちゆうに舞まう保坂には目もくれず、麗華はふたたび反転。アスファルトを踏ふみ砕くだかんばかりの大また歩きで彼女の生徒たちのあとを追う。
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　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切ることのできた麗華はまだしも恵まれていたほうだったろう。かたや峻護はといえば、京都に到着以い降こうは絶たえ間まない体力と精神力の消しよう費ひに耐たえねばならず、しかも修学旅行の実行委員である彼は音ねをあげることもできず──その様さまはほとんど我が慢まん大会にも似た様よう相そうを呈ていしていたからである。


　観光バスに乗りかえて二条城、東寺、嵐山見物とつづく旅程の最さ中なかに発生したトラブルのごく一部をここに挙あげてみよう。


　他校の生徒にナンパされてそちらの修学旅行についていった者三名。お返しだと言って他校の生徒をバスに連つれ込もうとする者二名。


　財さい布ふを掏すられる者一名。財布を家に置き忘れていた者一名。


　八つ橋の食いすぎで腹を壊こわし、病院に担かつぎ込まれた者一名。


　ベンチで昼寝していて置いていかれそうになった者二名。


　バスガイドさんにセクハラする者多数。


　バナナはおやつに入りますかとしつこくネタにしてくる者数名。


　──といった具ぐ合あい。


　むろんこれらの案あん件けんの処しよ理りは基き本ほん的てきに引いん率そつの教師の仕事なのだが、彼らは彼らで続発するトラブルに掛かかりきりであったり、あるいは生徒と一いつ緒しよに観光に夢む中ちゆうになる不良教師などもいて、けっきょくは峻護もヘルプとして狩かり出されざるを得えない。案件の中には瑣さ末まつなこともあるし、それらは大まかな処しよ理りだけ指し示じしてあとはなるように任まかせればよかったりするのだが、無む駄だに真ま面じ目めで責せき任にん感かんの強い彼はそういったものにも細こま々ごまと面めん倒どうをみてしまうのである。相あい棒ぼうの奥城いろりがくれる助じよ言げんや助じよ力りよくがなければ、峻護は初しよ日にちの前半でリタイヤを余よ儀ぎなくされていたかもしれない。


　ようやく一息つけたのは夕ゆう刻こく、横おう着ちやくなクラスメイトどもを本日の宿に押し込め、割り当てられた大部屋に入った時である。


「つ、疲れた……」


　荷に物もつを下ろし、峻護は前のめりにぶっ倒たおれる。そのままぴくりとも動かない。


「おいおい、こんな序じよ盤ばん戦せんでへばってどうするよ二ノ宮」


　同部屋の吉田がそばにしゃがみこみ、峻護の身体からだをつんつん突つ付ついてくる。


「限かぎりある修学旅行の時間をうだうだつぶしてる余よ裕ゆうはないはずだぜ？　なにしろ修学旅行のメインイベントはこれから始まるんだからな」


　その言葉で思い出した。昼間のうちに絶えずのしかかってきたどんな懸けん案あんより、峻護が最優先で処しよ理りしなければならない課題──『夜や会かい』の陰いん謀ぼうをいかにして円えん満まんに中止させるか。あるいはいかにして真由の安全を確かく保ほするか。


「夜会の最終ミーティングは食事と入にゆう浴よくが済んだあと、就しゆう寝しんまでの時間に行う。それまでに気き合あい入れなおせよ」


　彼なりに激げき励れいしているのだろう、吉田が峻護の背中を力まかせにばしんと叩たたいた時、


「あのう……」


　ノックの音と共に控ひかえめな声。声の主が誰であるかは部屋の中にいる全員がすぐに察した。声の主が誰に用があるのかも。


「おう、行ってこいや二ノ宮。今日だけは邪じや魔ましないでおいてやる」


　あわてて起き上がった峻護の背中を今度は井上が叩き、ドアに向けて押し出した。
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　神宮寺学園の一行が宿泊する宿は、名を『翠すい鳴めい館かん』という。京都市の西せい端たんに位置し、もとより山水の名所たる嵐山近辺でもとりわけ奥まった場所に建たつ大型宿しゆく泊はく施し設せつだ。


　建物は本館と複ふく数すうの別館に分かれ、いずれも数十人から数百人までの宿泊客を収しゆう容ようすることが可か能のうである。天てん然ねん岩がん石せきとヒノキ材で囲んだ露ろ天てん風ぶ呂ろ、各種みやげ物や特とく産さん品ひんを商あきなう売店コーナー、卓たつ球きゆうやビリヤードが遊べる娯ご楽らく室しつ──観光旅館としてはごくオーソドックスな設せつ備び内容ながら、行ゆき届とどいた接せつ客きやくサービスに定てい評ひようがある。フロントに常じよう駐ちゆうする正せい従じゆう業ぎよう員いんはもちろん、リネン担たん当とうのパートさんのような末まつ端たん従業員に至いたるまでの勤きん務む態たい度どの誠せい実じつさは、家か事じにうるさい峻護をして感かん嘆たんせしめるものがあった。


　峻護の部屋があるのは別館『芳よし風かぜ』の二階であり、さしあたり真由を連れてきたのは館のフロント前ロビーである。


「ここでいいかな。──ええと、それで？　おれに何か用だった？」


「あ、はい、あの、これなんですけど」


　真由は持じ参さんしてきたナップザックからタッパーを取り出し、


「よかったら食べてみてください。疲れた時は甘いものと、それに酸すっぱいものがよく効きくって聞きました」


「これは……レモンの蜂はち蜜みつ漬づけ？」


「はい。ここに来る前に買ってきて、急いで作りました。二ノ宮くん昼間はたいへんそうだったから、すこしでも疲れが取れればと思って」


「そうか……」


　差し出されたタッパーをまじまじ見つめる峻護。思いもよらぬ心こころ遣づかいである。彼の方は雑ざつ務むに追われて真由を気にかけるどころではなかったのに、彼女の方は自分のことをしっかりと見てくれていたのだ。


「あの、ひょっとしてレモンお嫌きらいでした？」


「いや、そんなことはない。差し入れありがとう、よろこんでいただくよ」


「あ、はいっ。あ、それと、足りなくなったら遠えん慮りよなく言ってくださいね？　まだ材料はありますから」


「わかった。そうさせてもらうよ」


「えっと、あの、それともうひとつ、明日のことなんですが──」


「あら二ノ宮さん。こちらにいらっしゃいましたか」


　真由が決意をにじませる顔で別の用件を切り出そうとした時、横から声が割わって入った。


「お話し中のところ申もうし訳わけありません。今後の実行委員の仕事について二、三、打ち合わせをしたいのですが。よろしいでしょうか」


　奥おく城しろいろりがこちらに歩み寄よりながら峻護に向けて微笑みかけてくる。


「ああ……打ち合わせ？」


「はい。打ち合わせ」


「ええと、それは今すぐ？」


「はい。今すぐ」


「ううん、そうか」


　峻護は頭を搔かき搔き、


「すまない月村さん、ちょっと用事ができて──」


「あっ、はい、わかりましたっ。どうぞ行ってきてください」


「まだ話があるんだっけ？　手て短みじかに済むことなら今のうちに聞いておくけど」


「えっ？　ああいえ、なんでもないです！　たいしたことじゃないので、どうか気にしないでください！」


「そう？　まあそれならいいけど」


「では二ノ宮さん、こちらへ」


　ふたたびいろりが割って入り、峻護を先せん導どうするかたちで歩き出す。


「ああ待って──それじゃ月村さん、あとでまた」


「はい、お仕事がんばってください」


　あわただしく去っていく峻護を笑顔で見送り、しかしその後うしろ姿すがたが見えなくなったところで真由はがっくり肩を落とす。


（うう……また言えませんでした……）


　差し入れをよろこんでもらえたところまではよかったのだが、なんとも間の悪いことだ。なけなしの勇気を振ふり絞しぼるのはエネルギーのいる作業である。ただでさえ消しよう極きよく的てきな真由にとって、こう連れん続ぞくして機き会かいを逸いつしてしまうのは傍はたから見る以上にこたえるのだった。


（仕し方かたがないです、あとでまたタッパーを受け取りに行く時にでも……）


「月村さん？」


　不ふ意いに名前を呼ばれ、真由は活かつ力りよくにあふれているとは言いがたい動どう作さでのろのろと振ふり返る。


「ああやっぱり。どうしたのこんなところで？」


「あ」


　新幹線のデッキで会った貴き公こう子し的少年、たすくクンであった。


「誰かに用事？　ここって一般客のいない、神宮寺学園の男子の部屋ばかりが割り当てられている別館だけど」


「あう、はい、ちょっとした野や暮ぼ用ようで」


「ふうん……？」


　たすく少年は怪け訝げんそうに目を瞬またたかせていたが、


「ところで昼間の話なんだけど」


「えっ？」


「明日の、自由行動の話」


「あうぐっ。ええとその……」


　顔を赤くして縮ちぢこまり、言葉に詰つまってしまった真由を、たすくはじっと見つめている。


　が、やがていたわりのこもった表情を作ると、


「いや、いいんだ。昼間も言ったけど、明日までに考えてもらえれば。答えを急がせるような真ま似ねをしてごめ──」


「たすくクーン？　そっちにいるのー？」


　セリフをさえぎって黄色い声。同時、複ふく数すうの足音がロビーに近づいてくるのが聞こえた。昼間と同じ、たすくの追っかけらしき少女たちである。


　いやはや、とでも言いたげな苦笑をたすくは表情に混まぜ、


「それじゃ、また」


　近づいてきた数人の少女のもとへ颯さつ爽そうと駆けていった。


（……わあ。もてもてだあ）


　たちまち少女たちに囲かこまれるたすくを、真由は驚きよう嘆たんの眼まな差ざしで見る。そのもてもて男からデートを申し込まれているという事じ実じつにはまるで気が回らぬまま。


（きっと学校のなかでも有名人なんだろうな。わたしが知らないだけで）


　転校して間もないということもあるが、真由の情報収しゆう集しゆうアンテナは基き本ほん的てきにひどく低い。同じ学校の同学年、それもおそらくは有名人なのであろうたすく少年に関する知ち識しきは、彼女のデータベースの中にかけらも収おさめられていなかった。


（それにしても──）


　いまだに早はや鐘がねを打ちつづける心臓のあたりに手をやりながら、真由は初めて味わう感覚に戸惑っていた。新幹線のデッキで会った時から──より正確には、彼が真由の瞳をじっと覗のぞきこんできた、あの時からであろうか。


（これって……何なんだろう？）


　たすくの前に身をさらすと、峻護とふたりきりになった時でさえ感じぬ異い様ような昂こう揚ようを覚えるのだ。それは真由自身の意い思しでは制せい御ぎよできぬ衝しよう動どう。彼を目の前にすると、あたかも自分の心が見えない糸に縛しばられ、操あやつり人形にでもなったように錯さつ覚かくするほどなのである。それは男性恐怖症からくる拒きよ絶ぜつ反はん応のうなどよりはるかに強力な、一種の強きよう制せい力りよくを持った得え体たいの知れぬ感覚であった。


「うう……なんでだろ？」


　首をひねりつつ真由はきびすを返し、自分の部屋がある本館の方に向けて歩き出した。


　たすくの申し出にどうやって返事をしようか、と考えながら──『どうやって断ろうか』とはまるで考えてないことには気づかぬまま。





　　　　＊





　一方、いろりによって半ば強引に連れ去られた峻護は彼女と共に廊ろう下かを歩きながら、


「ええと奥城さん？　打ち合わせしたいってことだけど、具ぐ体たい的てきに何を打ち合わせするんだろう？」


「…………」


　無む言ごんで先を進むいろり。


「おーい奥城さん。打ち合わせならそんなに遠くまで行かなくても、このあたりでできると思うんだけど」


「…………」


「奥城さん？」


　何度呼んでも同どう僚りようの少女は無む反はん応のう。呼びかけが耳に入ってないはずもないだろうに、峻護を置き去りにせんばかりの早足で先に進んでいく。よくよく見ればその足取り、いつもどおりに姿し勢せいも品ひんもいいのだが、なんだか機き嫌げんを損そこねているような雰ふん囲い気きが見え隠かくれしないでもない。


　と、そこで気づいた。


「ええと……いろりさん？」


「はい。なんでしょう」


　即そく答とうし、足を止めて振ふり返るいろり。その顔には彼女の標ひよう準じゆん表情であるしとやかな微笑が満まん面めんに花開いている。


「ああいや、ええと」


　打って変わったその様子に戸惑いながら、


「打ち合わせってことだけど、何の打ち合わせをする予定だったの？」


「そうですね。何を打ち合わせしましょうか？」


「えっ？」


「独ひとり言です。ええ、じつは昼間のことについて少しお話ししておきたくて」


　いろりの言いたいことに何となく思い当たり、峻護は無む意い識しきのうちに後頭部を搔きながら目を泳がせる。


「どうやらご自じ覚かくがあるようなのでくどくは言いませんが、峻護さんは少しばかり責任感が強すぎるようです。その責任感のあまり、背せ負おう必要のないものまで背負っていらっしゃいませんか？」


「ん……そうだろうか」


「はい。みなさんがそれぞれにお楽しみになっている修学旅行で峻護さんひとりがあくせくしている姿が、わたしはとても気になりました」


　真まっ直すぐに見つめてくる同僚の言葉に峻護は何も言い返せない。彼自身、現げん状じように対してなんの問題意い識しきも持ってないわけではなく、むしろ自分の要よう領りようの悪さにはとことん頭を痛めているのである。


「どうか峻護さんも修学旅行をお楽しみくださいまし。お仕事の方は全力でわたしがサポートいたしますから」


「わかった。できるだけ楽しむことにするよ。ありがとう」


「それと、これもしつこいようですが改あらためて。悩なやみ事がおありであればどうかわたしにお話しください。ひとりで抱かかえ込んだりせずに。よろしいですね？」


「ん……そうだな。そうする」


　頷いてみせた峻護だが、いろりは必ずしも納なつ得とくしなかったようだ。不平も不満もたっぷりです、という目でじっとり峻護を見つめている。


「な、なに？」


「……まあいいでしょう。それよりも峻護さんにお渡ししたいものがあります」


　スカートのポケットから小さな巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出し、


「どうぞ、これをお飲みください」


「これは……？」


「『千せん癒ゆ丸がん』といって、我わが家に伝わる秘ひ伝でんの丸がん薬やくなのです。疲ひ労ろう回かい復ふくに抜ばつ群ぐんの効こう果かがあります」


　紫むらさきの羅ら紗しやでできた巾着袋の中を見ると、パチンコ玉大の丸い物ぶつ体たいがひしめいているのが見える。


「峻護さんお疲れでしょうから、少しでもお役に立てればと思って」


「そうか、ありがとう。よろこんでいただくよ」


「あ、できれば今ここで召めし上がってください。効果はごくゆっくりとしか現れませんので、お早めにお使いになった方が」


「ふむふむ」


「五、六粒つぶを口の中でしっかり嚙かみながら、少しずつ飲み下すようにしてください」


　言われたとおりに丸薬をふくんで咀そ嚼しやくすると、見る見る間に峻護の顔が渋しぶいものになっていく。正せい露ろ丸がんみたいな見た目の丸薬だったが、味もまるっきりそれ系なのであった。


「良りよう薬やくは口に苦し、です。それではまた後ほど」


　目を白黒させる峻護を見てくすくす笑いながら、いろりはいつもの微笑に戻って立ち去っていく。


（うぐぐ、せめて水とかお茶とかで飲みたかった……）


　ひょっとして奥城さん、普ふ通つうに飲めば済むものをわざわざ嚙み砕くだかせたんじゃないだろうな、などと埒らちもないことを考えながら峻護も自分の部屋に帰ろうとした時、


「あら？　そこにいるのはまさか二ノ宮峻護ではないでしょうね？」


　聞きなれた声に呼び止められ、驚きの顔で振り返る。


「え？　北ほう条じよう先せん輩ぱい？」


「ええ。あなたの目が節ふし穴あなでなく、あるいはわたくしの正体が地球侵しん略りやくを目もく論ろむエイリアンとかでない限り、わたくしは北条麗華に間ま違ちがいありません。あなたこそこんなところで何をしているのです」


「何って……修学旅行ですが」


「まあ、なんということでしょう。たまたま京都へ視し察さつに来てみれば、よもや我が校の修学旅行組と投宿先が同じになるなんて……」


「はあ、確かにすごい偶ぐう然ぜんですね」


「まったく、どうして旅先に来てまであなたのアホ面づらを見なければならないのです。理り不ふ尽じんこの上ありませんわ」


「いや、そんなこと言われても……」


「まあ不運を嘆なげいても仕し方かたありません。宿を取った保坂はあとできつく折せつ檻かんしておくとして……二ノ宮峻護。あなた何だか疲れていらっしゃるようですわね？」


「あ、はい、ちょっと昼の間にトラブルがたくさんあって、その処理に追われてたので」


「五年もまともに運動してない中年男性がいきなりホノルルマラソンを走らされたような顔をしてらっしゃいますわよあなた。まったく、引率の教職員に任せておけばいいような仕事も自分で抱かかえ込むからそういうことになるのです。ことに二条城あたりでの右う往おう左さ往おうぶりは見ていて哀あわれを催もよおすほどでしたわ。もう少し身のほどを知って、自分の実力で余よ裕ゆうを持って処しよ理りできる懸けん案あんだけを担たん当とうするようになさい」


「はい、確かに。以後気をつけます。……ん？　あれ？　どうして北条先輩がそんなこと知ってるんです？　おれが二条城で右往左往してた、なんてことまで」


「えっ？　そ、それはその……そう、わたくしもたまたま二条城を視し察さつしていて、たまたまあなた方の一団と鉢はち合あわせ、たまたまそういう場面を目もく撃げきしたのです。物もの陰かげからあなたの動どう向こうをうかがっていたなどと勘かんぐられるのは心しん外がいというものですわ」


「はあ。なるほど」


「そんなことはどうでもいいのです。実はわたくし、産さん卵らんを終えた鮭さけのようにへばっているあなたにぴったりなものを持っていましてよ」


　大げさなアクションで両手をぽんと叩き、令れい嬢じようは懐ふところをごそごそ探り、


「さあ、これをお飲みになるがいいでしょう」


「……それは？　何かのドリンク剤のように見えますけど」


「我わが北条コンツェルン傘さん下かの製せい薬やく会社が新開発した栄えい養ようドリンクですわ。最さい先せん端たん技ぎ術じゆつの粋すいを結けつ集しゆうし、高級素そ材ざいを惜おしみなく投とう入にゆうした、コスト度ど外がい視しの試し作さく品ひんです。まず、効果は期き待たいしてもいいでしょう」


「なるほど……わかりました、お気き遣づかいすいません。ありがたく飲ませてもらいます」


「ただし」


　コホンと咳せき払ばらいし、


「服ふく用ようするにあたってひとつ条じよう件けんがありますわ。なにしろそれは一本あたりの原げん価かが数十万は下らない、この世に数本しかない初しよ期き段だん階かいの試作品なのです」


「え？　いいんですか、そんなのもらって」


「ですから条件を出すのです。これを飲むからにはあなた、試作品のモニターになりなさい。これを飲んで、その印いん象しようや効果を事こと細こまかにわたくしに報告するのです。よろしいですわね？」


「なるほどわかりました。じゃあ修学旅行が終わった後、北条先輩に時間の余裕がありそうな時を見み繕つくろって報告することにします」


「ばかを言ってはいけません。この栄養ドリンクは我がコンツェルンの重要プロジェクトのひとつ。試飲の報告は迅じん速そくに行ってもらわねば困ります」


「なるほど。ではどうすれば？」


　令嬢はコホンコホンと咳払いし、なにやら頰を染め、視線を泳がせながら、


「わたくしは別館『泉せん水すい』の『朧おぼろの間』に部屋を取っています。特別に来らい訪ほうを許可しますから直接報告を聞かせるように。よろしいですわね？　保坂あたりに報告を伝言したりとかはなしですわよっ？　仕事にかまけて報告を忘れるとかもなしですからねッ！」


　最後の方はひどく早口にまくしたて、返事も聞かずにきびすを返してしまう。


「あ──」


　ほとんど走り去る勢いきおいで廊下の向こうに消えてしまった後姿を為なす術すべなく見送り、峻護はひとり取り残される。蜂蜜レモンと胃薬モドキとハイブリッド飲料──三さん者しや三さん様ようの心こころ遣づかいと共に。


「ううむ……」


　手にした三種類の差さし入れに視線を落としていると何だかこう、近い先の未来に待ちうける混こん沌とんと波は乱らんを暗あん示じしているかのように思われて、峻護は知らずうめき声をあげるのだった。


　そして悪いことにその想像は、鈍にぶい彼にしては出しゆつ色しよくに正確な予測だったのである。





　　　　＊





　大広間で催もよおされた学年総そう出ででの夕食会が終わり、わずかな自由時間の空白を間に挟はさむと、修学旅行のステージは共同浴よく場じようでの集団入にゆう浴よくに移い行こうする。


『翠鳴館』には大小八つもの浴場が設せつ備びされているが、神宮寺学園の生徒たちに割り当てられているのは本館一階の『雅みやびノの湯ゆ』である。信楽しがらき焼やきの窯かま元もとで焼いたタイルを敷しき詰つめた大浴場と、それに隣りん接せつした天てん然ねん岩いわ露ろ天てん風ぶ呂ろを組み合わせた、修学旅行先の宿にしてはなかなか味のある風呂場で、この時間は男子たちの入浴時間に当てられていた。


「ふう──」


　濡ぬれタオルを頭に載のせながらゆっくり湯船に身体からだを沈しずめていくと、峻護の口からごく自然に極ごく楽らくなため息が吐はき出される。お湯は残ざん念ねんながら天然温泉というわけにはいかないようだが、それでも疲労に凝こり固まった心身に一時の癒いやしを与える効果は十分であり、ようやく人ひと心ごこ地ちがついた気分になるのであった。


「よう、楽しんでるか？」


　が、峻護の安あん寧ねいの庭に土足で上がりこむ者が約一名。


「んー、やっぱりいい身体してやがるな二ノ宮」


　均きん整せいの取れた峻護のボディを無ぶ遠えん慮りよに検けん分ぶんしながら、吉田が湯船に入ってきた。


「……湯船は広いんだから、何もおれのとなりに来ることはないだろう。風呂の時くらいひとりでゆっくりさせてくれないか」


「まあそう邪じや険けんにするなよ。……ん？　ほうほう、上半身もいい線いってるが……ソッチのほうはさらに立りつ派ぱなモノもってるじゃないか。ええ？」


「…………」


　吉田が湯面の下のほうにニヤニヤした視線を向けるのを見て、戸惑いと警けい戒かいの色を隠かくせない峻護。


「おいおい、そんなマジな顔で嫌いやそうにするな。俺にそういう趣しゆ味みはない。俺が言いたいのはな、そんだけいい身体してればさぞかし運動能力も高いだろう、ってことだ。もちろんそのことはこれまでに何度も証明されているわけだが」


「……何の話だ？」


「オーケー、本題に入ろう。──おおい、ちょっとみんな、こっちに集まってくれ！」


　ひと声かけるや、浴場内にいた生徒のほとんどがぞろぞろ近寄ってきた。近寄ってこなかった者も、頭やら身体やらを洗いながらこちらに聞き耳を立てている。どういうベクトルにせよ、確かに人望らしきものは持っている吉田なのであった。


　何なに事ごとかと不ふ審しんがる一同を身み振ぶりでおさえ、


「静せい粛しゆくに。これより皆みなに、極きわめて魅み力りよく的てきかつリスキーな提てい案あんをする。一度しか説明する時間はないから聞き逃のがすなよ。──おい井いの上うえ！　首しゆ尾びはどうだ？　そろそろブリーフィング始めるぞ！」


「おう、いま行く！」


　先ほどから何やら浴場内を不ふ審しんにうろついていた井上が小走りに近寄って来、


「どうだった井上？」


「残念ながら予想どおりだ。集団での決行は無む理りだな」


「そうか、やはり次じ善ぜんの策さくしかないか。よし、状況報告を頼たのむ」


「おう。──おおい、みんな聞いてくれ」


　司会進行のバトンを渡された井上が一同を見回し、


「周しゆう知ちのことだとは思うが、この浴場は俺たち神宮寺学園の貸かし切りで、一いつ般ぱん人じんの邪魔は入らねえ。そして入浴時間は男女の交代制で、俺たちが入った後には女子たちがこの浴場を利用することになる。……ここまでくれば、何を言いたいかはわかるな？」


　聴ちよう衆しゆうの間に緊きん張ちようのさざなみが走り、彼らはお互いの表情を横目で盗ぬすみ見ることで自分の考えが正しいことを確かく認にんしあった。ただひとり、峻護をのぞいて。


「次に、侵入目もく標ひようとなるこの浴場の建けん築ちく構こう造ぞうについて説明する。まず大浴場のほうだが、正せい規きの出入り口は更こう衣い室しつにつながるドアがひとつと、露天風呂につながるドアがひとつ。つってもまあ、さすがにこの二箇か所しよからどうこうするのは無む理りだろうな。ほかに侵入が可能そうなのは、たとえば大浴場の天てん井じように設せつ置ちされている排はい気き口こうだが……いま調べてみたところ、どうも天井の構造が薄いっぽい。仮に侵入に成功しても足場の安全が確かく保ほできない可か能のう性せいは大だいだ。となると……」


　井上は親指で外の方を指さし示し、


「自動的にターゲットは露天風呂のほうに絞られることになる。しかしこいつがなかなかに難なん攻こう不ふ落らくでな。向かい側に高い建物はないし、それに自然の樹じゆ林りんに囲かこまれてるから、望ぼう遠えん手しゆ段だんによる目的達たつ成せいはまず不可能。となると露天風呂のゼロ距きよ離りまで肉にく薄はくし、至し近きんから目的を達成するしかないわけだが……悪いことにこの露天風呂、数十メートルにわたる直角の断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの上に作られている。こいつを視界の悪い夜間にフリークライミングするなんざ、はっきり言って常じよう人じんには無む理りだ」


　井上の断だん言げんに、一同のまなざしは失しつ望ぼうの色に沈んだ。


「なんだよ期待させやがって」


「やめやめ、しょせんは見み果はてぬ夢だったってことさ」


　彼らは口々にテンションの下がったセリフを吐はき、集会は自然と解かい散さんの流れを示し、そしてこの期ごに及およんでも峻護だけが話の内容についていけない。


「まあ待て、結けつ論ろんを急ぐんじゃない。なんの成せい算さんもない提てい案あんを俺たちがここでわざわざすると思うか？」


　吉田が不ふ敵てきな言葉で白けかけた一同の興きよう味みを引き戻す。


「たしかにこれだけの悪あく条じよう件けんをクリアするのは常人じゃ無理だ。だがこの中に、常人よりはちょっとばかしスペックの高い男がひとりいるだろう？」


「──！」


　その場のほぼ全員が、吉田の発言の意い図とを正確に悟さとった。彼らはそろって蒙もうを啓ひらかれたように目を見開き、視線をひとりの男に集中したのである。


「え？」


　熱い注目を一いつ身しんに集めた当とうの二ノ宮峻護だけが、いまだ流れに取り残されていた。


「そういうわけだ二ノ宮」


　吉田がポン、と肩を叩き、井上も腕うでを首に巻きつけてくる。


「エデンの光こう景けいをデータに収おさめてくる大たい役やくはおまえに任せる。男になってこい」


「いや、ちょっと待ってくれ。おまえたち何の話をしてるんだ？　エデンとか大役とかいったい何のことを言ってる？」


　一いつ方ぽう的てきに話を進められている上に、得え体たいの知れない責せき任にんを勝手に押し付けられているらしいことに気づいて、峻護は狼ろう狽ばいした。しかし峻護以外の面めん々めんは、彼がいまだに状況を飲み込めていないことにむしろ困こん惑わくと呆あきれの態ていを示しめしている。


「何っておまえ」


　吉田が一同を代表し、『何をわかりきったことを』という表情をありありと見せながら峻護の疑ぎ問もんに答えた。


「女子どものお風呂シーンをどうやって覗のぞくか、その相談をしてるに決まってるだろうが」


　……水しぶきをあげて湯船に突つっ伏ぷした常識人は、残念ながら峻護ひとりであった。


「待て待て待て待て！　何だそれは！　聞いてないぞそんな話！」


「そりゃそうだろう。今ここで初めて提案したんだからな」


「そういう問題じゃない！」


「まあ落ち着け。確かに桃とう源げん郷きようの光景を直接肉にく眼がんで確認できないのは俺たちにとっても痛つう恨こんの極きわみだ。だがそのことは桃源郷自体の価か値ちをいささかも下げることにはならない。ちがうか？」


「そうそう、それにデジカメのことなら気にするな。俺たちが責任をもって高性能品を用意する。メモリーカードも十分に提てい供きようしよう。おまえの感性が赴おもむくままに、心置きなく楽らく園えんの景色を撮さつ影えいしてきてほしい」


「そして成功の暁あかつきには、男子全員でその成果を観かん賞しようしようじゃないか。もちろん偉い業ぎようを達成したおまえの業ぎよう績せきは高く評ひよう価かされ、その名めい誉よは長く語り継つがれるだろう」


「だからそういうことを問題にしてるんじゃない！　覗きという行こう為いの道どう義ぎ的てきな問題のことを言ってるんだ！　しかも何だ？　今の話だとつまり、おれはおまえらのために覗きを働いて、おまえらのために不ふ埒らちな写真を撮とってこなきゃならないってことかっ？」


「まあ、ありていに言えばそうなるな」


「いやだ！　ぜったいにやらない！　おれはぜったいにやらないぞ！　道義的にも、修学旅行実行委員の立場からも、おれ個人の節せつ度どからいっても、ぜったいそんな真ま似ねはできない！　いいか、何度でも言うぞ！　おれはぜったいそんなことはやらないからな！」





　　　　＊





　……一時間後。


　長ちよう軀くを浴衣ゆかたに包つつんだ峻護の姿は、『雅ノ湯』直下の断崖絶壁にあった。


（まったく、何だっておれがこんなことを……）


　支し給きゆうされたデジカメを肩にかけなおし、峻護は己おのれの運命を呪った。が、事じ態たいがここに至いたった責任の半分は峻護にある。けっきょく彼は非ひ情じように徹てつすることが、あるいは節度に殉じゆんじることができなかったのだ。


　申もうし渡された指し令れいを断だん固ことして拒きよ絶ぜつした峻護だが、吉田と井上は彼らの言うエデンを目にすることをあきらめなかった。言い出しっぺの責任と称しようして自ら決けつ死し隊たいに名乗り出、断崖絶壁の攻こう略りやく作戦に当たることを表明したのである。


　峻護の制せい止しをふりきってふたりは出動、崖がけを上り始めた。だが直角以上にえぐれた崖を、普通の高校生が徒と手しゆ空くう拳けんで征せい服ふくしようとするのはやはり無む謀ぼうすぎた。彼らは何度も足を踏ふみ外しかけ、しかしそれでも決してあきらめようとせず──その様よう子すをやきもきしながら下から見上げていた峻護はついに折おれ、任にん務むに服ふくすることを承しよう諾だくしたのである。


　浴場の光景をデジカメに収おさめるのは一枚きりとする。そのデータは希望者に回かい覧らんさせたあと、すぐさま永久消しよう去きよする──この二点は峻護がけしからん所しよ業ぎようを引き受ける上でのぎりぎりの妥だ協きよう点てんだった。吉田と井上は条件を呑のんで大人しく部屋に引き返し、峻護の戦せん果かを待つことになったのである。


　目の前で鼻をつままれても気づかないような暗くら闇やみの中、峻護は確かく実じつに断崖を攻略していく──単たん独どくで、己の手足だけを使って。たしかにこれは並みの胆たん力りよくと体力では成しえない作業だった。むろん峻護としてはこの際、そのふたつを兼かね備そなえて生まれたことになんの感かん慨がいも覚えない。


　上方からはすでに浴場の明かりとシャンプーの香かおり、そして同学年の少女たちのみずみずしい歓かん声せいが届とどいてきている。それは堅かた物ぶつの峻護をしてある種しゆの感かん興きようを抱いだかせずにはおれない、魔力に満ち満ちた何かだった。


（女子のみんな……この不埒な真ま似ねを許してくれとは言わない。だけどもし叶かなうなら少しだけ、少しだけでもおれの立場を察さつしてくれたら──いや、所しよ詮せんは言い訳わけか）


　この期ごに及およんで女め々めしいことだ。かくなる上はこの十じゆう字じ架かを一生背せ負おいつづけ、罪ざい人にんとしての、日ひ陰かげ者ものとしての人生を全まつとうするのみ──少々悲ひ壮そうすぎるほどの覚かく悟ごをもって、峻護は残りの隔へだたりを一気に踏とう破はした。


　闇やみに慣なれた視し力りよくが光に一瞬灼やかれ、そして。





　彼は楽園を見た。





　ルネッサンス期きの絵かい画がに描えがかれるような裸ら身しんの群むれが無む防ぼう備びに、奔ほん放ぽうに、峻護の目の前にさらされている。はたして誰にとっての幸福であったか、神宮寺学園の女子は全体として『レベルが高い』ことで定てい評ひようがあった。加えて露天の岩風呂というロケーション、湯ゆ煙けむりによって演出される神しん秘ぴ性せい、切り立った崖という障しよう害がいを乗り越こえてきた心しん理り的てき効こう果か──いくつもの偶ぐう然ぜんが、この場所こそが長年人類が追い求めてきた約束の地であるという甘かん美びな仮か説せつを補ほ強きようする。


　軽けい薄はくとは程ほどとおい峻護が思わず、眼がん前ぜんの光景に見とれた。


　数秒か、数十秒か。


　はっと我われに返り、あわてて峻護は首を引っ込めた。いけないいけない。こんな風に見とれていたら、自分に残ったわずかな大たい義ぎ名めい分ぶんさえ塵ちりと消えるではないか。己おのれの矜きよう持じを曲げてまでして二ノ宮峻護がなぜここにいるか、あらためて自じ覚かくせねばならない。


　自じ戒かいしつつ、慎しん重ちように岩の間から顔を出す。


　まず最初に気づいたのは、生まれたままの姿をしているにもかかわらず、少女たちの間に流れる空気がごく自然だったことである。身を隠すものはせいぜいタオル一枚であり、そのタオルですら身を隠す用よう途とに使っていない少女も多いのだが、別にそのことに羞しゆう恥ちを覚えるでもなく堂どう々どうとしている。布切れ一枚でもって必死に自分の主しゆ砲ほうを隠そうとする者の多かった男子の入浴風景とは対たい照しよう的てきであった。


　そしてこの大だい胆たんさゆえに、女子生徒たちの入浴風景にはある種の健けん全ぜんな雰ふん囲い気きが醸かもしだされ、峻護があまり罪ざい悪あく感かんを覚えずについ見み入いってしまう一いち因いんになっている。これは単に神宮寺学園女子生徒の気き風ふうなのか、それとも女子高生とは一般的にこういうものなのか。その疑ぎ問もんは純じゆん粋すいに峻護の知ち的てき好奇心を刺し激げきするところだ。


　いまひとつ気づいた点をあげるなら、浴場での女生徒たちの交流が非ひ常じように和わ気き藹あい々あいとしている点だろう。お互いの髪かみを洗いっこしたり、カラダのあれこれについて屈くつ託たくなく感想を述のべ合ったり──きゃいのきゃいのと陽よう気きこの上ない。まるきり学校の水泳の授業の延えん長ちようのようであり、これもやはり健全な印いん象しようを強める効果をもたらしているようだ。


　その中でひとり、連れてきた子猫のように縮ちぢこまっている女子がいる。


　彼女は人目を避さけるように肩をすくめ、露天風呂の片かた隅すみで湯に身を沈めていたが、


「まーゆー？」


「ひゃうあっ」


　くのいちのように気け配はいを消して背はい後ごから襲しゆう撃げきしてきた友人に、他た愛あいもなく悲鳴をあげた。


「な、なんですか日ひ奈な子こさんっ？」


「なんですかじゃないって。さっきから雰囲気暗いわよあんた。なんかあった？」


「な、なにもないですよっ。ただちょっとなんというか、みなさんのノリが大らかすぎて、なんだかわたしだけ浮いちゃってたから、大人しくしてたというか……」


「ふむ。わたしひとりは初う心ぶで純情な少女です、ってわけか。そういう可か愛わい子こぶったやつには……こうだっ」


「えっ？──きゃうっ！」


　ふたたび悲鳴をあげる真由。背後霊れいのようにとりついた日奈子が、両手で彼女の胸部をすくい上げたのだ。


「むう。あるとは知ってたけど、まさかこれほどのサイズとは。あんたひょっとしてスリーサイズとか過か少しよう報告してない？」


「やっ、やだ、やめ──」


「しかもやわらかいくせに程よく張はりがあって……こりゃ理想的な肉のつきかただわ。あんたちょっとこれ、あたしにもよこしなさい」


「無む茶ちや言わないでください……じゃなくて！　いいかげんに放してくださいよっ！　でないと本気で怒りますよっ？」


「ほうほう威い勢せいがいいのう。そういうおなごはワシの好みじゃて」


　いったい脳のう内ないでどういうキャラになっているのやら、日奈子は何やらオッサンくさい口調で執しつ拗ように迫せまりつづけ、


「いや、やめ、やだ──あ、んっ……はうっ」


　べつの生き物のようにうごめく指が巧たくみにふたつのふくらみを愛あい撫ぶし、秒刻きざみに真由の声は甘く切なくなっていく。


「おっ、感じてきちゃった？　よしよし、このままあたしのゴッドハンドで極ごく楽らくを見せてあげようじゃないの。ちゃんと最後までしてあげるからね～」


「──！」


　半分はのぼせて、残りの半分は別の意味で赤くなっていた真由の顔が、そのセリフを聞いていっぺんに青ざめた。


「に、逃げますっ！」


「あ、こら待ちなさい！　往おう生じよう際ぎわが悪いわよっ」
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　たまらず湯船から逃走する真由と、悪ガキみたいに目を輝かがやかせてすかさず追おう日奈子。露天風呂は時ならぬ鬼おにごっこの場と化し、ギャラリーの少女たちの黄色い声が無む邪じや気きな喝かつ采さいとなって夜の空に溶とけていく。


「…………」


　一部始し終じゆうを目もく撃げきしていた峻護はそろりそろりと岩いわ陰かげに引っ込み、なんとも複ふく雑ざつな感情の入り混まじった吐と息いきをついた。部屋で待たい機きしている男どもがこの光景を生で見ていたら、悶もん絶ぜつしたあげく狂きよう死しするに違いない。


　男の目にさらされていないという確かく信しんがあるからこその、ひどく奔ほん放ぽうな光景。


　峻護は確かにこの時、禁きん断だんの果実をその手にしていたのである。


（おっといかん。任にん務む任務……）


　雑ざつ念ねんを振ふり払はらい、デジカメを握りなおした。それにしても、今日の自分は少しばかりおかしいようだ。クラスメイトの無む謀ぼうを止めるためとはいえ、覗き行こう為いなどという不埒千せん万ばんな所しよ業ぎように身をおくとは……いつもの自分ならありえないはずのことである。修学旅行の熱気にあてられでもしたのだろうか？


　いや、これもまた雑ざつ念ねんか。己に許した一度きりのシャッターチャンス、さっさと撮影を終えてこの場を離はなれなければ。


　あらためて顔を覗かせ、ファインダー越ごしに浴場の光景を見やる。もとより『これってどこのミスコン会場？』と訊きたくなるような美少女がそろっているのだ、被ひ写しや体たいには事こと欠かかない。


　とはいえそれだけの面子メンツのそろった場でさえ、真っ先に目を引くターゲットは自おのずと決まっていた。生せい命めい元げん素そ関かん連れん因いん子し欠けつ損そん症しよう──サキュバスの少女が周しゆう囲いに先んじて異い性せいの目を引くのは、もはや磁じ石しやくのＳ極きよくとＮ極が互たがいに引き合うのと同等の次じ元げんで真しん理りなのである。


　月村真由はやはり、美しかった。


　過去に何度か目もく撃げきしてしまっている裸ら身しんではあるが、そのことはいささかも彼女の評ひよう価かを下げるものではない。透すけるように白く、それでいて決して無む機き的てきではない肌はだ艶つや。豊かな胸部からはじまり、腰こし、腿もも、そしてきゅっと締しまった足首に至いたるなめらかなラインは初夏を迎むかえた丘きゆう陵りよう地ち帯たいのようにみずみずしく、花盛ざかりの色いろ気けが香かおり立つ。それらの成せい熟じゆくした肢し体たいとは裏うら腹はらに、目鼻立ちにはまだ言葉も知らぬ童どう女じよのような幼おさなさが残り、首から上と下とがそれぞれ与あたえる印象の落らく差さに鑑かん賞しよう者しやはある種の幻げん惑わくを催もよおさざるをえない。その幻惑に男どもを狂くるわす成分がたっぷり含ふくまれている事実は、一度でも彼女の裸身を見たことのある者なら誰しも納得するところだろう。


　さて、真っ先に目を引くのは真由に違いないが、むろん楽園の花は一いち輪りんかぎりではない。たとえば彼女を嬉き々きとして追いまわしている綾あや川かわ日奈子なども傑けつ出しゆつしたそれのひとつに数えられるだろう。


　真由の肢し体たいがもつような豊ほう潤じゆんさからはやや縁えん遠どおいが、高い身長と長い手足が組み合わされたスタイルと闊かつ達たつさを絵に描いたような明るい顔立ちが印いん象しよう付ける健けん康こう美びは、見る者すべてに癒いやしを与えずにはおかない。その活力にあふれた全身が躍やく動どうする様さまは、若い野生の雌め鹿じかを連れん想そうさせた。運動好きの彼女はこの季節、水泳部の練習に部外者参加でよく顔を出すようだが、よく焼けた肌とスクール水着の形にシルエットのついた白い肌とのコントラストなども、少なからぬ男性諸しよ氏しにめまいを起こさせることだろう。レベルの高いエデンの住人たちの中でもまず、第一等の上玉といえた。


（むう……どうするべきだ？）


　が、その百ひやつ花か繚りよう乱らんぶりはむしろ峻護にとって不幸であった。道ならぬ願いとはいえ、数あま多たの男どもが彼の写真を待ち望んでいる。だがシャッターチャンスは一度きり。いったいどのような構こう図ずで写真を撮るべきか──アップにして誰かひとりをフレームに収めるべきか？　それとも全体を俯ふ瞰かんした形で撮影して妥だ協きようするか？　こんなところでも生真面目な峻護はつい悩んでしまうのである。


（…………ん？）


　ファインダーを覗いたまま逡しゆん巡じゆんしていた峻護だが、不ふ意いにひとりの少女の存在に気がついた。途と中ちゆうから現れたわけではなく初めから姿はあったはずなのに、その瞬間まで不思議なくらい意識の射しや程てい内ないに入ってこなかった少女である。


　彼の公こう務む上の相あい方かた──奥城いろりだった。


　途と端たん、峻護は心臓をわしづかみにされたような衝しよう撃げきを覚えた。抑おさえきれなかったうめきが喉のどの奥で鳴り、カエルの断だん末まつ魔まのような音が小さく漏もれた。彼女の放つ魅み惑わくがあまりにも鮮せん烈れつだったからである。


　今しも様さま々ざまな形の美を目もく撃げきしてきたはずの峻護だが、いろりの持つ魅惑についてだけは表現の術すべをもたなかった。それでもあえて叙じよ述じゆつを試みるなら──未み成せい熟じゆくな匂においを放つ青い果実と、熟うれきって今にも枝から落ちそうな果実の、過か不ぶ足そくない、しかもいずれも極北をきわめた並へい存ぞん。あらゆる女性的美質の渾こん然ぜん一いつ体たいとした煮にえたぎるスープ──いや、やはり彼女の凄せい艶えんさを言い表すのは不可能、あるいは無意味であろう。


　豊満さでは真由に敵かなわず、しなやかさでは日奈子に及およばない。しかし諸しよ要よう素そを独どく立りつしたものとして見ず、奥城いろりという一個として見た場合、彼女は何者にも勝まさる蟲こ惑わくを発はつ散さんするのだ。


　不思議なのはそれだけ目立ついろりに対し、周囲があまり関心を払はらってないように見えることである。もともと彼女は控えめな性格で、他の同級生たちとは付かず離れずの距離を保とうとする傾けい向こうがある。また今は真由と日奈子が騒そう動どうを起こしているため、注目がそちらに向きがちということもあろう。どういうわけか気配の薄い少女でもあるし、そう考えれば大して不思議でもないかもしれないが──


　と、不ふ意いに。


　身体を流し終え、湯船に向かおうとしていたいろりが、ついっと首を動かした。


　斜ななめやや上方──すなわち、岩陰からデジカメを構えている峻護に向かって。


　ファインダー越ごしに、目が合った。


（あ）


　思わず峻護は硬こう直ちよく、思し考こう停てい止し。


「…………」


　いろりは木の上にとまる平へい凡ぼんなアブラゼミでも見るような、無む感かん動どうと無む関かん心しんを足して二に乗じようしたみたいな視し線せんで侵しん入にゆう者しやを縫ぬいとめていたが、やがて『あら』とでも言いたげな顔になったかと思いきや、


（えっ？）


　くすりと微笑み、峻護にウインクしてみせたのである。見み事ごとな裸ら身しんを隠そうともせずに。


　不ふ逞ていなデバガメを発見したにしては意外な反応に、峻護は戸と惑まどった。その戸惑いが、足場の悪い岩場で微び妙みようなバランスを保っていた重じゆう心しんを大きく崩すこととなった。


「あ」


　我われに返って致ち命めい的てきなミスに気づいた時にはすでに、彼の身体は支えるものもない空中に放り出されている。


「…………！」


　無む音おんの悲鳴を引きずって、すべてを手にしかけていた少年は奈な落らくの闇やみへとまっさかさまに吸すい込まれていく──





　　　　＊





「…………それで？」


　別館『芳風』の二階、『玄げん武ぶの間』。


　一いち部ぶ始し終じゆうを報告した峻護に、待たい機き組ぐみを代表して吉田が訊きいた。


「おまえは俺たちの期待に応こたえて難なん攻こう不ふ落らくと思われた絶壁を攻略し、エデンの園の潜せん入にゆうに成功した。確かにこれは歴史に残る大成果だ」


　大きく頷いて、


「だが拍はく手しゆ喝かつ采さいでおまえを出で迎むかえるためにはひとつ前ぜん提てい条件がある。奮ふん闘とうの成果はどうした？」


「…………」


　木の枝にひっかかれた擦すり傷、ごつい岩にぶつかってできた打だ撲ぼく傷しよう──満まん身しん創そう痍いで帰き還かんした峻護は、言われたとおりに『成果』をさしだした。作戦実じつ施しにあたって貸たい与よされたデジカメ──万ばん有ゆう引いん力りよくの法ほう則そくにしたがって峻護と共に落らつ下かし、たっぷり蓄たくわえた位置エネルギーをぶちまけて大たい破はした彼の相棒と、けっきょくシャッターを切り損そこねたために一枚の写真も収められていない、ブランク状じよう態たいのメモリーカードを。


「つまり──」


　吉田が状況を総そう括かつする。


「作戦は最悪の結果に終わったわけだ。失敗するだけならまだよかったのに、作戦はもっとも悪あしき成功に終わってしまった。楽園への潜入には成功したものの、その恩おん恵けいは俺たちに配はい分ぶんされず、二ノ宮ひとりが禁きん断だんの果実を独どく占せんするという、許すまじき結果に。おまけにデジカメまでおしゃかになっている、と」


「……さて」
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　咳せき払ばらいし、峻護は内心の焦しよう燥そうを悟られぬようできるだけ自然な振ふる舞まいで立ち上がり、


「そろそろ修学旅行実行委員の仕事があるから行かないとな。じゃ、そういうことで」


　しゅたっ、と片手をあげてドアに向かおうとした峻護の肩に、空くう疎そな笑みを浮かべた吉田が片かた手てを置いた。


「判はん決けつ。二ノ宮峻護をサンドバッグの刑けいに処しよす」





　──一分後。一年Ａ組男子の部屋から、布ふ団とんで簀す巻まきにされて人間サンドバッグと化した峻護が枕まくらでタコ殴なぐりにされる悲鳴が聞こえてきた……。




　其の三　転







　あまたの旅りよ行こう客きやくを自じ慢まんのサービスでもてなしてきた由ゆい緒しよある旅はた籠ご『翠すい鳴めい館かん』は、夜も更ふけるにつれていよいよ活かつ気きのほどを増している。その主しゆ因いんはやはり、この旅館が受け入れた修学旅行の一団にあったろう。


　娯ご楽らく室しつ、休きゆう憩けい室しつ、売店、廊ろう下か、ロビー、中庭──イベント好きの神じん宮ぐう寺じ学がく園えん生せい徒とたちは翠鳴館のいたるところに現れては、陽よう性せいのムードを派は手でに振ふりまいていく。彼ら彼女らのエネルギーの発はつ散さんは少々騒さわがしすぎる向きもなくはなかったが、今のところは他の宿しゆく泊はく者しやたちから苦く笑しよう混まじりの視し線せんを向けられる程てい度どで済んでいるようだ。むしろそのムードが周囲にも飛び火し、旅館全体がどことなく浮うわついている雰ふん囲い気きすらある。


　むろんそのことは峻しゆん護ごにとって、楽らつ観かんとは逆の要よう素そをもたらすことにしかならない。その活気の半分はこの後にひかえているメインイベントへの期待からきていること、疑うたがいないのだ。


「ん？　どうした二ノ宮そのケガは」


　一階の大食堂に現れた峻護を見て、学年副主しゆ任にんの山やま田だが怪け訝げんそうな顔をした。


「いえ……ちょっと転んでしまっただけです」


「そうか。まあはしゃぐのも構かまわんがほどほどにしておけよ。実行委員まで羽は目めを外したら他の連れん中ちゆうのタガが外れるからな。……よし、各クラスの実行委員は全員そろったな？　ミーティング始めるぞ」


　まだ三み十そ路じをすこし越こえたばかりの学年副主任の大声が客のいない食堂に響ひびき渡り、現時点から翌よく朝ちように至るまでの予定を朗ろう々ろうと説明しはじめ、しかしその説明は峻護の聴ちよう覚かくを刺し激げきすることなく右から左へ通り抜けていく。彼の神しん経けいは今、となりにいるクラスメイトの少女に集中しているのだった。


　その少女、奥おく城しろいろりは峻護の横目に気づく様よう子すもなく、いつもの微び笑しようで副主任の説明に耳を傾かたむけていて、峻護としてはおそろしく居い心地ごこちが悪かった。というのも先ほど露ろ天てん風ぶ呂ろで目が合ったことについて、いろりのほうからただのひとこともないからである。


　ひょっとしてあのデバガメ男が峻護だとは気づいてないのだろうか。だけど彼女はたしかに自分と目を合わせ、あまつさえウインクまでしてみせたというのに。そうだ、そういえば彼女はあの時メガネを外していた。ということはあの距きよ離りからデバガメの正体を峻護だと判別するのは極きわめて困こん難なんということになるではないか。ということはやはり自分が覗のぞきをしていたことには気づかれていないのだ。でもウインクまでしてたということはデバガメがいること自体には気づいていたわけで、だったらどうしてそのことを報告して犯人を究きゆう明めいしようとしないんだろう？


　峻護の思し考こうは着ちやく地ち点てんのあてもなくさまよい、そうしているうちにミーティングは解かい散さんとなった。


　ミーティングに参さん加かした面めん々めんが三さん々さん五ご々ごに散ちっていき、食堂には峻護といろりだけが残される。


「あー……じゃ、おれたちも戻もどろうか、いろりさん」


「ええ。でも峻護さん、先生のお話ちゃんと聞いてらっしゃいました？」


「ん……いや、すまない。正直、かなり馬ば耳じ東とう風ふうだった」


　にこ、といろりは微ほほ笑えみ、


「いくつかのお小こ言ごとがあった以外は予定通りです。このあとしばらくは自習時間で、十一時までに点てん呼こをとって担たん任にんに報告したあと、消しよう灯とうして就しゆう寝しんとのことです」


「ん、わかった。ありがとう」


「いいえ。では行きましょうか」


　促うながされ、いろりと並んで食堂を出る。彼女の態たい度どは峻護と対たい照しよう的てきにまったく普ふ段だんどおり。やはり峻護のデバガメ行こう為いはバレなかったのだろう。


　率そつ直ちよくにほっとしつつ、浴衣ゆかた姿すがたのいろりを盗ぬすみ見る。乾かわききらない黒くろ髪かみ、時おりのぞく白いうなじ、意外に豊ゆたかな胸元。奥城いろりはやはりよくよく見ると、ひどく色っぽい女の子であった。少々無ぶ粋すいなメガネ姿にもどってしまっているゆえか、先ほど露天風呂で見た時ほどの強きよう烈れつさはないけれど──


「ところで峻護さん」


「え？　なに？」


「わたしのカラダ、お気に召めしていただけたでしょうか？」


「────！」


　普段どおりの微笑から放たれた奇き襲しゆうに、峻護はあっさりぼろを出した。思わず口をつぐみ、廊ろう下かを行く歩みまで止まってしまう。何も言わずとも、これではデバガメ行こう為いを白はく状じようしたも同どう然ぜんだった。


「わたしのカラダを見て峻護さんがどのように思われたか、とても気になります。これでもわたし、カラダにすこしは自信があったりするのですが」


「あ、いやその、ええと……」


「どうぞ、感想をお聞かせください」


「す、すまない、あれは全面的におれが悪い。何を言われても甘んじて受けるし、どんな謝しや罪ざいでもするよ。もちろん先生がたや警けい察さつに通つう報ほうしてもらってかまわない。不ふ快かいな思いをさせて申もうし訳わけ──」


「そうではなくて、感想をうかがっているのですけど」


「うえっ？　か、感想と言われても……それはもちろん、すごくきれいだった、と思う」


「ありがとうございます。では次に、わたしのカラダのどのあたりがお気に召したのかお聞かせください。今後いろいろと参さん考こうにさせていただきますので」


「へっ？　ど、どこって、そんな──」


「胸ですか？　腰こしですか？　お尻しりですか？　それとも──」


「いや、その、つまり、どこというかなんというか、ええと」


　目を白黒させ、顔色を赤くしたり青くしたりして狼ろう狽ばいする峻護を、いろりはいつもの微笑で眺ながめていたが、


「うふ。峻護さんをからかうのはとても楽しいですね」


「えっ？　何？」


「いえ、ただの独ひとり言ごとです。ところで勘かん違ちがいされているようですが峻護さん、別にわたしはあなたの覗のぞき行為を怒っているわけではありませんよ？」


「え、そうなの……？」


「峻護さんだって男性ですもの、その程てい度どにはわんぱくな方がかえって好ましいくらいです。もちろん告つげ口などをするつもりはありませんからご安心ください」


「そう、なのか……でもしかし……」


「あの場で峻護さんに気づいていたのはわたしだけですから、気づいていなかった他の人たちにとってあの件はなかったも同じことでしょう」


「いやだけど──」


「むしろ許しを乞わねばならないのはわたしのほうです」


　治ち療りようの跡あとだらけの峻護を痛いたましげに見やり、


「無む用ように峻護さんを驚おどろかせ、お怪け我がをさせてしまったようです……申し訳ありません」


「なに言ってるんだ、とんでもない！　そんなことであやまられたらおれの立場がないじゃないか！」


「ではおあいこということにしませんか？　わたしにとっても覗きの件などは『そんなこと』なのです。どうかお気になさいませんよう」


　にこりと微笑み、反はん論ろんを封ふうじるいろり。どうやら彼女の方が一枚上うわ手てらしい。


「……わかった。じゃあどっちもどっち、ってことだな」


「はい。どっちもどっちです。それに峻護さんは自分から望んで覗きをされたわけではないのでしょう？　おそらく吉よし田ださんや井いの上うえさんあたりが、峻護さんが覗き行為をせざるをえないよう仕し向むけたのではないかと想そう像ぞうしているのですが」


「ん……まあ……そういうことになるかな……」


「やはりそうでしたか」いろりはいっそう微笑を深くし、「峻護さんはいいご友人をお持ちですね」と言った。


「いい友人だって？　あいつらが？」


　思わず素すっ頓とん狂きような声を出す峻護。


「冗じよう談だんじゃない、何がいい友人なもんか！　なんだかんだ理由をつけていつもおれを面めん倒どうごとに引ひっ張ぱり込んで……あいつらがいなかったらおれの人生はどれだけ平へい穏おんに過ごせることか！　どうしてそんな結けつ論ろんが出てくるのかおれには理り解かいできないよ」


　腹はらの底から力りき説せつするが、いろりは肯こう定ていも否ひ定ていもせずに微笑するばかり。


「ところで峻護さん」


　それどころかあっさり話題を変えてきた。


「相あい変かわらず先ほどからお顔の色がすぐれませんね。悩なやみ事ごとはまだ解かい決けつしませんか？」


　どうやらこの同どう僚りよう、人の心を読む特とく殊しゆ技ぎ能のうでもそなえているらしい。それとも単に峻護が内心を表情に出しすぎているだけだろうか。


「先ほどわたし、『悩み事があればお話しください』と言いました。そして峻護さんは『わかったそうする』とお返事されたように記き憶おくしています」


「まあ……確かに」


「ではお話しいただけますね？」


　いろりは簡かん単たんに言ってくれるが、悩みの内容が内容である。夜や会かい──男どもの狂きよう乱らんの宴うたげの情報、おいそれとは口にできない。自分で抱かかえ込んだ問題ゆえにできれば自分で解かい決けつしたい、という意い地じもある。


「お話しいただけませんか？」


「…………」


「ガンコなひとですね。ではすこし意地悪をしましょうか」


　いろりはむしろ嬉き々きとして、


「わたし、前言を撤てつ回かいすることにします。峻護さんがデバガメしたことをみなさんにばらしてしまいましょう。共きよう犯はんの方々がいたことも含ふくめて、あることないこと針しん小しよう棒ぼう大だいに。校内ならまだしもこういう公共の場での事件ですからよくて謹きん慎しん、悪ければ強きよう制せい送そう還かんの上に退たい学がくなんてこともありうるかも」


「うぐ……」


　つまり、最初から選せん択たく肢しなどなかったということである。


　やむなく白しろ旗はたを揚あげた峻護は決して口外しないよう念ねんを押して、『夜会』の計画の知りうる限りをいろりに語った。


「まあ」


　いろりの最初の反応は、ほころぶような笑顔。


「男の方というのはなんて可愛らしいのでしょう」


「かわいい……かあ？」


「ええ。とっても」


　ころころ笑ういろり。どうやら物もの静しずかで控ひかえめな印象に似にず、大らかなひとらしい。いや、『物静かで控えめ』だという彼女の一いつ般ぱん的てきな評ひよう価かのほうをこそ根こん本ぽん的てきに変える必ひつ要ようがあるんじゃないか──このごろの峻護はそう思い始めている。事じ実じつ、いろりが彼の前で見せる言げん動どうはクラスの中で見せるそれとはまったく異ことなるではないか。しかも峻護がみるに、前者の方がいろりの地じであるような気がする。


　でも、だとしたらなぜ、彼女は普ふ段だんからこういう地を出さないのだろう？


「それで峻護さんは、『夜会』が行われるのを止めたいと、そうおっしゃるのですね」


「そうせざるを得えないだろう？　集団での夜よ這ばい大会だなんていくらなんでも不ふ埒らちすぎる。何とかしないと……」


「ほんとうに止めたいとお思いですか？」


「？　どういうこと？」


「だって、止めるだけなら簡かん単たんじゃありませんか。引いん率そつの先生がたにその計画を明かせばいいのです。そうすれば先生がただって実力行こう使しに出ざるを得なくなるでしょう？」


「そりゃそうだけど、でも」


「できれば円えん満まんな解かい決けつを、ですか？　でもね峻護さん。円満に収おさめられるかどうか、解決できるかどうか──初めからそんなことで悩んでいるわけではないように見えるのです、わたしには」


　出来の悪い弟でも諭さとすように言葉をつむぐいろり。峻護は何か反はん論ろんしようと口を開きかけ、すぐにまた口を閉じる。


「峻護さん。峻護さんはとても真ま面じ目めなかたで、そのことは確かに美び点てんです。でも、真面目であるということは常つねに美点であるわけではないのだと、わたしは思います」


「…………」


「わたしからアドバイスできることはひとつだけ──どうぞ、この修学旅行をお楽しみください。峻護さんなりのやりかたで」


「…………」


「それではわたしはここで。おやすみなさい、また明日」


　雅みやびに一いち礼れいし、いろりは自分の部屋がある別べつ館かんに戻っていった。


　峻護は歩みを止め、無む言ごんで同僚の背中を見送る。





　　　　＊





「みんなそろってるか？　よその部屋に行ってるやつ、便べん所じよに行ってるやつはいないな？　……よし、誰かひとりドアのところで見み張はりに立ってくれ。残りは全員こっちに集まってほしい」


　別館『芳よし風かぜ』の二階、『玄げん武ぶの間』にて、夜会前の最終ミーティングが始まろうとしている。司会進行は例によって吉田と井上だ。


「長らく待たせたな。ではこれより『夜会』における催もよおし物を発表する」


「なお、夜会に関する詳くわしい資し料りようは裏うら実じつ行こう委い員いんにしか所しよ持じが許されていない。これは夜会の証しよう拠こが露ろ見けんする危険を減へらすための処しよ置ちだ。一度に聞いても覚えきれんだろうが、必要な情報はあとで個こ別べつに申し出てくれれば提てい供きようするぜ」


「では企き画かくの提出順じゆんに発表する。『桔き梗きようの間』にて裏実行委員主しゆ催さい、オカマバー。『朱雀すざくの間』にて一年Ｄ組主催、なんでもカジノ。『水すい仙せんの間』にて一年Ｆ組主催、秘ひ蔵ぞうＡＶ上じよう映えい会かい。『富ふ士じの間』にて一年Ｂ組主催、利ききタバコ大会。『梵ぼん天てんの間』にてオカルト同好会主催、交こう霊れいパーティ。『夜や叉しやの間』にてサタニスト同どう盟めい主催、黒ミサ──」


　次々と披ひ露ろうされていく、海のものとも山のものとも知れない企画の数々を、峻護はぼんやりと聞き流していた。けっきょく夜会を中止させるどころか、なあなあのうちにこうしてミーティングにまで出席している体ていたらくである。


（修学旅行を楽しめ、か）


　いろりの言葉が爪つめの根元に刺ささったちいさなトゲのように心をうずかせ、峻護の意い識しきを支し配はいしていた。


　真面目であることが悪いとはもちろん思わない。真面目さという性せい質しつは峻護の精せい神しん的てきよりどころとして、彼と長年の歩みを共にしてきた。己おのれの信じる真面目さ──それは誠実さであり、純じゆん粋すいさであり、勤きん勉べんさでもある──に殉じゆんずることは峻護にとって誇ほこりであり、喜びでもあった。だが今にして思うのだ。真面目であるゆえに失ったもの、手に入れられなかったもの──そういうものも数あま多たあったのではないか、と。


　それより何よりまずいのは、もしかして自分は真面目であることを盾たてにこれまで様さま々ざまなことから逃げてきたのではないか、という自じ覚かくであった。ある種しゆ喜き劇げき的てきなことであったろうが、峻護はその真面目さゆえに、いったんそういうことに気づいてしまうと気づかないふりをすることができないのである。


「さて、こうして催し物を紹しよう介かいしてきたわけだが……言うまでもなくこんなものは序じよの口、あくまでも夜会に彩いろどりをそえる脇わき役やくに過すぎない」


　イントロダクションが一ひと段だん落らくしたところで、吉田が不ふ敵てきな笑えみで一いち座ざを見回し、


「ではお待ちかね、夜会の大だい本ほん命めいについて話をしよう」


　言って、用意していた大おお判ばんの用紙を床ゆかに広げた。参さん加か者しやの面めん々めんが勢いきおい込んで頭をならべ、円えん陣じんを組むような形で吉田と用紙に注目する。


「これは『翠すい鳴めい館かん』の全体見み取とり図ずおよび建けん築ちく設せつ計けい図ずだ。戦せん略りやくを練ねるにはまず、地ち理りに精せい通つうしてる必要があるからな」


「よく手に入れたなこんなもの……」


「ふ。俺たち裏実行委員の辞じ書しよに不ふ可か能のうの三文字はない」


　峻護のぼやきに対して誇ほこらしげに答える吉田。


「こいつも全員に配りたいところだが、先ほど言った理由によりそれはできない。ここにある情報は今のうちに頭へ叩たたき込むか、あとで裏実行委員に聞くなりするように。……さて、夜会の大本命たる夜這いには参加するもしないも自由、いつどのように決行するかも自由だが、有ゆう効こうな攻こう略りやく法ほうというのは確かに存在する。これからする説明を参さん考こうに、各おの々おので必勝の策さくを練ねってほしい」


　マップを指差し、吉田があれこれ解かい説せつを始めた。


　──夜這いを妨さまたげる最大の障しよう害がいは地理的条件である。なぜなら男子が詰つめ込まれている棟とうと女子のそれとは完全に分ぶん離りした形になっているからだ。しかも男子の別館『芳風』と女子の別館『泉せん水すい』は、お互たがいにもっとも離はなれた別館であり、彼ひ我がの距離はおよそ二百メートル。夜這いに挑いどむ勇者は、隠おん密みつ行こう動どうのうちにこの距離の暴ぼう虐ぎやくを攻略する必要がある。


　またどちらの別館にも言えることだが、正せい規きの出入り口には引率の教師が常つねに目を光らせている可能性が高い。勇者たちはこの出入り口をどうにか突とつ破ぱするか、あるいは非ひ正規の出入り口から侵入を果たすか、いずれかのルートを選せん択たくすることになろう。多少なりとも救いなのは、豊ほう富ふな緑のおかげで身を隠かくす場所には困らないこと、広い建物だけに監かん視しの目はすべてに行き届とどかず、その気になれば侵入ルートは多数確かく保ほできそうなことであろうか。


　いずれにせよこれは算数の問題とは違い、確かく実じつに結果の出る公式などは存在しない。また戦せん術じゆつを練ねるために必要な情報もすべて出で揃そろっているわけではなく、状況は時間の経けい過かに応おうじて流りゆう動どうすることが予想される。最終的には挑ちよう戦せん者しや個々人の才さい覚かく、そして何より運のよしあしが、冷れい徹てつに勝者と敗者とを分けるだろう……。


「裏実行委員から言えることは以上だ。諸しよ君くんらの創そう造ぞう性せいあふれるプレーに期き待たいする」


「もう一度確かく認にんしておくが、第一回目のミーティングでも言ったとおり、夜会への参加は各かく自じの自由だ。企き画かくを遊び尽つくすもよし、明日の自由行動に備そなえて身体からだを休めるのもよし。好きなように時間を使ってくれや。俺たち裏実行委員は、おまえらが快かい適てきな夜を過すごせるようできるだけのサポートをするぜ」


「夜会は消しよう灯とう時間と同時に開かい催さいとする。それまで各自、英えい気きを養ってくれ」





　　　　＊





　──時計の針はりが十一時を回る。


　かつて様さま々ざまな伝説の舞ぶ台たいとなった『夜会』はこうして、参加者たちの熱ねつ気きとは裏うら腹はらな、ごく静かな始まりを迎むかえたのであった。





　　　　＊





　さて。当然のことではあるが、修学旅行の夜を楽しむ権けん利りは少年たちだけに与えられているわけではない。別館『泉水』の『白はく鶴つるの間』では今、一年Ａ組の少女数名が枕まくらを並べ、こういう場ではお約束といえる話題で静かに盛もり上がっていた。


「これはね、三年生の先せん輩ぱいから聞いた話なんだけど──」


　綾あや川かわ日ひ奈な子こがペンライトで自分の顔を照てらしあげながら、トーンを落とした声で語り始める。


「ウチの放ほう送そう部ぶが何年か前にさ、恐きよう怖ふ体たい験けん特集とかいって有名な心しん霊れいスポットを取材に行ったことがあったんだけど。そのころも今みたいに夏の暑い時じ期きでね──ほら、夏っていったらやっぱ怪かい談だんの季節じゃない？　だから放送部の人たちもさ、まあそれっぽい記事を適てき当とうにでっちあげて視し聴ちよう率りつ取ろうみたいな、その程てい度どの軽い企画だったの。最初はね」


　効果を十分に期き待たいした上で言葉を切り、聴ちよう衆しゆうひとりひとりに視し線せんをやる日奈子。


「でね、某ぼう県の某市にずっと放ほう置ちされたままになってる廃はい病院があって、放送部のメンバー十二人がみんなでそこに行ったんだけど。レポーターとかカメラマンとか音声さんとか照しよう明めいさんとかがみんな勢せいぞろいして、まあ心霊スポットの取材にしてはわいわいがやがやと騒さわぎながら建物の中をぐるぐる回って、それで取材は終了。カメラにはなーんも怪あやしいものは映ってなかったし、ラップ音とかもぜんぜん聞こえなかったしで、ちょっとはドキドキしてたスタッフも拍ひよう子し抜け。『これじゃあ企画倒だおれだなあ』とかなんとか笑いあって、帰りに寄ったファミレスで打ち上げしようってことになって──ここまでは、何なに事ごともないとみんな思ってたの」


　話す速そく度どをゆっくり落としながら、徐じよ々じよに表情と語り口に陰いん影えいを加えていく日奈子。どうやら彼女、なかなかこの道の芸げい達たつ者しやであるらしい。


「ところがさ、ファミレスの中でちょっと妙みようなことが起きたのよ。放送部の十二人はウェイトレスさんに席を案内されたんだけど、案内されたテーブルに十三人分の椅い子すが用意されてるの。まあその程てい度どのミスなら放っておいてもよかったんだけど、かなり混こみ合ってる時間だったからさ。『ひとつ椅子多いですよ』ってウェイトレスさんに言ったのね。そしたらウェイトレスさんは首をかしげてさ、『あら？　でも店に入られた時は十三人でしたよね？　どなたかお帰りになられたんですか？』……なーんて言うのよ」


　ネタが本題に入ったことを悟り、ギャラリーはそろって喉のどをごくりと鳴らした。


「奇き妙みようなことが起おこるようになったのはそれからよ。放送部の連れん中ちゆうが何人かで固まって移い動どうとかするとさ、決まってもうひとりの『誰か』がいっしょについて歩くようになったんだって。周りの人間から『あれ？　君たちさっきまで六人いたよね？　ひとりは帰っちゃったの？』みたいに言われることが頻ひん繁ぱんに起こるようになって。でも不思議なことに放送部の人間にはその『誰か』を見ることができなくて、周りの人だけが見ることができるの。でもその『誰か』を見た人に、そいつがどんな顔してどんな格かつ好こうしてたか聞いても、誰ひとりとして答えられないんだって」


「…………」


「そんなことが続いたからかな？　放送部のひとりがノイローゼになっちゃって、日に日に症しよう状じようがひどくなっていって──とうとうそのひと、ある日首くびを吊つって自殺しちゃったの。そしたら不思議なことにね、ずっと放送部に付きまとっていた『誰か』の姿をそれ以後、周りのひとたちが見なくなったんだって。仲間のひとりが自殺しちゃったのは悲しいけど、得え体たいの知れない『誰か』が消えてくれたのは不幸中の幸いだ──って、放送部のひとたちは思ってたんだけど。でもすぐに、彼らは愕がく然ぜんとすることになったの」


「…………」


「なぜならひとり死んで十一人に減へったはずの放送部員が、なぜか十二人いるの。明らかに誰かひとり、知らないやつが放送部に紛まぎれ込んでいる──けど、当の放送部の面々にも、いったい誰が『新しく増えた』部員なのかはついぞ分からなかったんだって。そして結局、だれが死んだ部員と入れ替わったのか分からないまま、昔と変わらない十二人という人数のまま、今でも放送部は活動をつづけてるんだって。……どお？　この話」


　ペンライトのスイッチを切ってネタ終了の合あい図ずを出すや『おお～』と声があがり、まばらながら拍はく手しゆも起こった。


「けっこうよかったんじゃない？　なんかホントに起こってもおかしくなさそう」


「日奈子うまいよね～そういう話」


「うんうんうまいうまい」


「うひ。照てれるなあ」


「でもさ、ちょっとオチの部分がわかりにくくない？　『それってどういう意味？』ってあたしちょっと考えちゃったよ。その詰めの部分がすんなりいってたら、けっこういい感じの余よ韻いんがあったのにな」


「そかなー？　あたしは割わりとすんなりオチまで聞けちゃったかなー」


「いやいやそれより問題なのはさ──」


「待った！　みんなちょっと静かに」


　ネタの品ひん評ぴよう会かいに突とつ入にゆうした一同を日奈子がいったん抑おさえた。


　人さし指を口にあてて『しー』のポーズをしながら。


「…………？」


　怪け訝げんそうな顔をしていた少女たちだが、すぐに日奈子の意い図とを了りよう解かいした。彼女が目め配くばせした先には、かまくらみたいに丸く膨ふくらんだ布ふ団とんが一組。よく見るとそのかまくらは生まれたばかりの小こ鹿じかのようにぷるぷる震ふるえている。


　抜き足差し足でかまくらに近づいた日奈子が容よう赦しやなく、一いつ気きに布団を剝はぎ取った。


「うふふ……まーゆーちゃーん？」


　中から出てきたのは両手でしっかり耳をふさぎ、力いっぱいまぶたを閉じた少女。


「チミはそこでなにしてるのかなー？　うふふ」


「も、もう聞きたくないですっ！　ギブアップですっ！　怖こわい話はいやなんですっ！」


　駄だ々だっ子このようにいやいやをする友人に、日奈子はドＳの微笑み。


「わかったわかった、もう怪談ネタはやめるから。だからそんなに怖がらないで。ね？」


「ほ、ほんとですか……？」


「あ。そこの窓から誰かがこっち見てる」


「きゃ───っ！　きゃ───っ！　日奈子さんのばか！　おたんこなす！」


　ふたたび布団をかぶって盛せい大だいに悲ひ鳴めいをあげる真ま由ゆ。


「あはは、ごめんごめんうそうそ。あんたの反応が大げさだからつい、さー。ほら、布団から出てきなって」


「……も、もうほんとにやめてくださいね？　わたしほんとにそういうの弱くて──」


「おや？　そこの壁かべにべったり血ち糊のりのついた手形が」


「きゃ───っ！　きゃ───っ！　きゃ───っ！」


「うひゃひゃひゃひゃ、かーわいいんだからもう、真由ってば……あ、こら、痛い痛い、うひゃひゃ、やめ、ちょっ、うひゃひゃ」


　瞳ひとみに涙なみだをにじませ、ほっぺたをフグみたいに膨ふくらませた真由が報ほう復ふくを開始。いまだ笑いの衝しよう動どうから抜け出せない日奈子を枕でめった打ちにする。


「ちょ、こら真由──ええい、いい加か減げんに、しろっ」


　かろうじて体たい勢せいを立て直した日奈子が手近にあった枕をつかみ、復ふく讐しゆうに酔よう真由に投げつけた。しかし枕は狙ねらいを外し、すぐそばでポーカーに熱中していたクラスメイトに命中。


「うぎゃー！　あたしのフォーカードが！　ちょっと何すんのさ！」


　逆ぎやく上じようした被ひ害がい者しやが枕を投げ返した時にはもう争いの火ひ種だねは部屋中に飛び火し、無む責せき任にんに煽あおる声がぼやを大火事に変え、煽った側もたちまち戦せん火かに巻き込まれ──





　こうして『白鶴の間』における第一次枕投げ戦争が勃ぼつ発ぱつし、血で血を洗う醜みにくくも可か憐れんな闘たたかいが幕まくを開けたのである……。
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　　　　＊





　ところ変わって別館『芳風』。


　男どもの聖せい域いき、あるいは前ぜん線せん基き地ちたるここもまた、大いに活かつ況きようを呈ていしている。


　わけても裏実行委員の詰つめ所であり、『夜会』を統とう合ごう運営する司し令れい室しつでもある『鳳ほう凰おうの間』は、オイルショック当日の証しよう券けん取とり引ひき所じよにも似た殺人的な多た忙ぼうさに追われていた。


「『青せい竜りゆうの間』にてトラブル発生。一気飲みでぶっ倒れたバカがいるらしい。すぐに救きゆう護ご班はんを向かわせろ」


「四階南廊ろう下かに巡じゆん回かいの教師が湧わいたとの情報あり。これに伴ともない別館『芳風』における部屋間の移い動どうを当とう面めん禁きん止しする。全男子生徒は安全が確認されるまで現地点にて待たい機き。速すみやかに各部屋担たん当とう者しやに通つう達たつを出すように」


「３─Ｂモニターの映像が切れたぞ。どうもバッテリーの接せつ触しよく不ふ良りようらしい。至し急きゆう、誰かを修しゆう繕ぜんにやってくれ」


　常じよう駐ちゆうするオペレーターたちの鋭するどい声が飛び、そのたびに実じつ働どう部ぶ隊たいが手足のように動いて、発生した問題を解かい決けつしていく。彼らは皆みな、裏実行委員の面々およびボランティアとして夜会運営に参加する有ゆう志したちであった。


（よくやるよまったく……）


　その光景を部屋の片隅から見るともなしに見ている峻護は、呆あきれるやら感心するやらである。わざわざ照しよう明めいを落として雰ふん囲い気きを演えん出しゆつした部屋。何なん機きもの携けい帯たい電話と外部バッテリーを並べたお手て製せいモニター群ぐんとノートパソコンの簡かん易いサーバー。アングラ臭しゆうのぷんぷん漂ただよってくる延えん長ちようコードとタコ足配線が入り組んだ床ゆか上うえ。差し入れのジャンクフードと紫し煙えんの香り──


「よう二にノの宮みや。調子はどうだ？」


「…………」


　栄養ドリンクの小ビンを片手に近づいてきた吉田が声をかけてきたが、峻護はぼんやりと司令室内を眺ながめたまま沈ちん黙もくを保つ。


　この時、彼は何もかもが中ちゆう途と半はん端ぱのどっちつかずであった。夜会を中止させようと躍やつ起きになるでも、あるいは夜会の中止をあきらめるでもない。知らぬ存ぞんぜぬを決め込んでひとり布団の中に潜もぐるわけでもなく、開き直って夜会に参加するでもない。明めい確かくな目的も手しゆ段だんもなく、宙ちゆうぶらりんな立場のまま、状況に流されるままこの場所に身を置いているのだった。


　むろん最悪なのは自じ覚かくしている。自覚はしているが、しかし……


「──おれの調子より、そっちの調子はどうなんだ吉田」


「調子？　調子というのは？」


「だからつまり、夜会の進行具ぐ合あいとか──例えば夜這いの状況とか」


「おう、少しはおまえも関心を持つようになったのか。よしよし教えてやる。──おーい井上！　ちょっと来てくれ！」


　吉田が声をかけると、スタッフたちの間を精せい力りよく的てきに動き回っていた井上がすぐに駆かけ寄よってくる。「どうした？」


「おう、二ノ宮にちょっとばかし夜会の進行状況を教えてやってくれ」


「んー、そうだな……」井上は手元の資料をめくったり、携帯電話であちこちに連れん絡らくを取ってから、「どの部屋のイベントもトラブル続ぞく出しゆつだけどよ、そのかわり盛り上がりっぷりはどこも文もん句くなしだぜ。まずは大成功ってとこだな」


「うむ、それは重ちよう畳じよう。それで肝かん心じんのメインイベント──夜這いのほうの調子は？」


「問題はそっちだな」井上はやや声のトーンを落として、「現時点で夜這いを決行した勇者は五人。だが残念ながら全員失敗に終わり、教師どもによって捕ほ縛ばく・収しゆう監かんされているのが現状だ」


「五人か」吉田もまた難むずかしい顔。「まだまだ夜会は序じよ盤ばん戦せんとはいえ、この成功率りつの低さは気になるな」


「ああ。今年は地理的な条件も厳きびしいし、教師どもの警けい戒かい網もうも相そう当とうキツいみたいだぜ？　つってもまあ、まだ宵よいの口だしな。勝負はこれからよ」


「だな。──というわけだ二ノ宮。他にも聞きたいことはあるか？」


「いや。十分だ」


　これなら心配するまでもなかったかもしれない、と思う峻護である。まったくもって、夜這いなどという大それた真似はそうそう簡かん単たんに成功するはずないのだ。もしこのまま夜這いを試こころみる連中が全員失敗すれば、わざわざ峻護が阻そ止しするまでもなく彼らの野望は潰ついえるだろう。


　そう、峻護は何ら手を下くだすことなく。


　ただじっと傍ぼう観かんしているだけで、ただここで無む為いに時間を潰つぶしているだけで。


（くそっ──）


　知らず、峻護はかぶりを振ふった。


　いいではないか。何の問題がある？　このまま状況が推すい移いすれば労ろうせずして目的を達成できる。ただ寝ねて待っていれば果か報ほうが転がり込んでくるとすれば、これほどおいしいシチュエーションはない。そのはずだ。


　なのに。なのにどうしてこう、気分がささくれ立つのか。


「なんだ？　雰囲気暗いじゃねえか二ノ宮。テンション上がらないならどこかの部屋に行って出し物でも見てこいよ。どの部屋も盛り上がってるぞ？」


「そうそう。プロレス部屋でもプラネタリウム部屋でも、好きなところに行って気分直してこいや。今この旅館の中で景けい気きの悪いツラ下げてるのはおまえくらいのもんだぜ？」


　吉田と井上が口々に言い立ててくるが、峻護の反はん応のうは鈍にぶい。


「仕し方かたのないやつだな。よし、そんなおまえにいいものをやろう」


　吉田が部屋の隅すみっこに放り出されていた差し入れの山からいくつかの品を取り出し、


「まずはそのだらけきった身体に活かつを入れないとな。こいつを飲んでしゃきっとしろ」


「……それは？」


「栄養ドリンクだ。効こう果かは保ほ証しようするぜ？」


「…………」


　どうも今日はその手の飲食物に縁えんのある日らしい。


　いくつかの小ビンのキャップを取ってまとめて差し出してくるのを、峻護はぼんやりと受け取った。心身のいたるところがひどく疲れ、そろそろ正せい常じような思し考こうがおぼつかなくなりつつある。親鳥からエサを与えられる雛ひな鳥どりのように何も疑うたがわず、あるいは内心のくすぶりをぶつけるように小ビンの中身を一気に呷あおって、


「──っ？　げほっ、げほっ」


　呷ってからその刺し激げき的てきな液体の正体に気づいた。


「ちょ、これ酒じゃないか！」


「そうだが？」平へい然ぜんと吉田。


「さっき栄養ドリンクだとか言ったじゃないか！」


「だから心の栄養ドリンクだよ。シケたツラした今のおまえにゃぴったりだ」


「ええいくそっ──！」


　今さら吐はき出すわけにもいかず、峻護は苛いら立だたしげにかぶりを振った。


　吉田は自らも小ビンを口に運びながら、


「そう尖とがるんじゃねえよ。じゃあ酒の代わりにこっちをいっとくか？」


「……なんだ、それは？」


「マムシドリンクにすっぽんの粉ふん末まつ、それとイモリの黒焼きだ。気き合あい入るぜ？」


「……なんでそんなものがあるんだ？」


「阿あ呆ほう、夜這いを敢かん行こうする勇者たちへの餞せん別べつ用に決まってるじゃないか。その手の店を経営してるＯＢからの差し入れだからな、効果の程ほどは保証するぜ。どうだ？」


「……いい。遠えん慮りよする」


「だったらほれ、もう一いつ杯ぱいどうだ？　こんなビンに入っちゃいるが、これだってけっこうな値ね打うちもんなんだぜ？　沖おき縄なわで酒屋やってるＯＢが提てい供きようしてくれた、泡あわ盛もりの二十年古こ酒しゆだからな」


「…………」


「一杯も二杯も大たい差さない──とまでは言わんが、今さらアルコール摂せつ取しゆ量りようの多た寡かを論ろんじても始まらんだろう。ほれ、いっとけ」


「…………」


　差し出されたお代かわりを、峻護はまるで親の仇かたきのように睨にらみつけている。異い様ような苛立ちが彼の中で渦うずを巻いていた。得え体たいの知れぬ、制せい御ぎよのしがたい苛立ち──あるいは衝しよう動どうと言い換かえてもいいかもしれない。それはやがて理り性せいの手を離れ、夜会司令室の熱気と共きよう鳴めいするかのように際さい限げんなく膨ぼう張ちようし、そして普ふ段だんのこの少年にはとうてい似につかわしくない行動をとらせた。


　すすめられた酒をほとんどひったくるような勢いきおいで受け取り、一息で飲み干ほしたのだ。


「おおなんだ、いける口じゃないか。──おい井上、二ノ宮に栄養ドリンクのお代わりだ」


「おう任まかせろ。一番いいやつ持ってきてやる」


　うれしそうに井上が腰こしを上げ、すぐにお代わりを持ってきた。峻護は差し出されるままに受け取り、水でも飲むような勢いで喉のどに流し込む。


「やるじゃねえか二ノ宮。これだったら飲み比くらべ大会にでも出させればよかったかな」


「吉田」


「ん？」


「お代わり」


「おう、エンジンかかってきたな？」


　満まん面めんの笑みで吉田が応おうじ、峻護は靄もやのかかりはじめた頭で差し出されるままにアルコールを摂取していく。





　　　　＊





　再度、別館『泉水』。一年Ａ組少女たちの砦とりでたる『白鶴の間』。


　果はてしなく続くかと思われた第一次枕投げ戦争をどうにか玉たま虫むし色いろの講こう和わにまでこぎつけた彼女たちは今、二列に敷いた布団にもぐり込み、明かりを消してひそひそ話に興きようじていた。消しよう灯とう時間からもう何時間も経過していることを思えば、ほとんど無む尽じん蔵ぞうとも思えるエネルギッシュぶりである。


「……ところでさー、やっぱこういう時のお約束だと思うから訊きいてみるんだけど」


「お？　なになに？」


「ウチの学校で一番イイ男っていったらさ、誰だと思う？」


　満を持じして提てい示じされたその議ぎ題だいに、少女たちは待ってましたとばかりに瞳ひとみを輝かせる。


「そりゃやっぱ、三年の諸もろ岡おかセンパイっしょー？」


「えーうそー？　あの人ってぜんぜん大したことなくない？」


「だよねー。なんか人にん気き先行って感じ？　みんながカッコイイとか騒さわぐから、それに釣つられちゃってる的なところあるよねー」


「そうそう。それに諸岡センパイってさ、髪かみ形がたとかメイクとかでごまかしてるところ、かなりあるっぽいよ」


「だったらさ、だったらさ。二年の崎さき山やまセンパイとかはどう？」


「あ、それならアリ。あのひといいよね、イタリア人かなんかのハーフなんだっけ？」


「そうそう。日本人ばなれした顔立ちだよね。あの雰囲気は黄おう色しよく人じん種しゆには出せないわ」


「でもあたしはちょっと苦手かなー。あのひとってちょっとくどい感じあるっしょ？」


「あーあるある。なんかバタくさいっていうか？　イイ男ではあるんだけどねー、ちょっと手を出しにくい感じもあるかな？」


「だったらさ、『王子様』なんてどう？」


「あーはいはい、たすくクンねー。あたし彼だったら一いつ票ぴよう入れてもいいかな」


「あっ、あたしもあたしも」


　口々に賛さん同どうの声が湧わき、男性の話題だけにもうひとつ付いていけなかった真由もここでようやく反はん応のうすることができた。


「あの、たすくクンっていうのは……？」


「おっ？　珍めずらしいねえ、あんたがこの手の話題に反応するなんてさ」


　おずおずと質問した真由に日奈子がうんうん頷うなずきながら、


「神宮寺学園イケメンコンテスト上位常じよう連れん、通つう称しよう『王子様』──一年Ｅ組の奥おく城しろたすくクン。うわさくらいは聞いたことない？」


「すいません、あまり……」


「相あい変かわらず一いつ般ぱん常じよう識しきに疎うといやつめ。まあ要ようするに、女の子にモテモテの罪つみ作りな男が一年Ｅ組にいるってこと。ルックスは渾あだ名なのとおり王子様っぽくて、それに雰囲気やわらかいし、誰に対してもやさしいみたいだし、おまけに家いえ柄がらもいいらしいってことでさ、一年の女子の間ではまず一番人気じゃないかな」


「はあ、なるほど……」


　王子様っぽい見た目に『たすく』というさほどメジャーとも思えぬ名前。いま話題に上っているのはやはり、新しん幹かん線せんの中で邂かい逅こうしたあの少年のことだろうか。


「ま、確かにたすくクンなら『神宮寺学園で一番イイ男』の称しよう号ごうにふさわしいかもねー」


「そうよね。彼ってさ、まんべんなく票を集めそうだよね。どこを取ってもほとんどカンペキだし、弱点ってほどのものもないからさ。今日だって一日中取り巻きの子が付いて回ってたよね」


「だよねー。あとさ、これってあたしだけかな？　彼を見てるとなんかこう……んー、なんていうのかな？　わけもなくゾクゾクしてくることって、ない？」


「あーわかるわかるそれ！　なんかさ、自分の中のオンナが刺し激げきされるっていうの？」


「うんうんそんな感じ。あーやっぱみんな同じこと感じてたんだ」


「そうそう、たすくクンっていえばさ──」


　ふと、少女たちのひとりが思い出したように、


「ウチのクラスの奥城さんと従い姉と弟こ同士だとか双ふた子ごだとかって話聞いたけど、ほんと？」


「え、マジ？　そうなの？」


「いやまあ、あたしもウワサをちょっと聞いただけだからさ、わかんないけど」


「でも奥城さんとたすくクンって、あんまり似てなくない？　それにおんなじ学校にいるってのにさ、話してるところも見たことないよ？」


「そうなのよねー。やっぱデマなのかな」


「ていうかさ、奥城さん本人がいるんだから直接訊きいてみればいいじゃん」


「あ、そっか。おーい奥城さーん？　実際の話、そこんところどうなの──って、あれ？　いない？」


「ありゃほんとだ、いつの間に。どこ行ったのかなー」


「奥城さんってさ、知らないうちに姿すがたが消えててもぜんぜん気づかないんだよねー。なんか影が薄いっていうか。べつに悪い子じゃないんだけどね」


「だよねー。今回の修学旅行だって、実行委員なんていう面めん倒どうな役やってくれてるしね。なんていうか、本人に目立つ意い思しがまったくないみたいな？　いつも一歩引いたところにいるっていうか……変わってるよね」


　奥城たすくと奥城いろりに関して交わされる談だん義ぎを、真由は興きよう味み深く聞いていた。なるほど、真由の印いん象しようからいっても、たすくといろりのふたりはあまり似ていない。共通しているのはふたりともどことなく和わ風ふうの雰囲気を持っている点と、あとは苗みよう字じくらいのもので、彼らの目鼻立ちから遺い伝でん的てき共通項こうを見出すには想像力以上に妄もう想そう力りよくが必要となるだろう。


　ただ、それでもやっぱり、あのふたりはどこか似ているのである。どこがどう似ているのかと言われると、真由としても首をひねるしかないのだが──


「ところでさあ、これはウワサで聞いたことなんだけど」


　奥城姓せいをもつふたりの話題が一段落したところで、日奈子がトピックスを変へん更こうした。


「男子どもがさ、修学旅行で何か企たくらんでるらしいよ？」


「何かって、何さ？」


「んー、実を言うとこの話はさ、あたしのところにも必ずしも正確な情報が入ってきてるわけじゃないからさ、確かなことは言えないわけだけど──」


　事じ情じよう通つうをもって知られる日奈子がいったん言葉を切り、一同の注目が集まったのを確かめてから、


「集めた情報を総そう合ごうするとさ、どうも毎年修学旅行になると、男子どもが必ず何かやらかすらしいのよね」


「だからあ、何かって何よ？」


「それがさ、神宮寺学園の男子の間でだけの秘ひ密みつの伝でん統とうらしくてさ、イマイチ情報が入ってこないのよね。この件に関してだけは妙に男子の口も固いらしくて……なんか、男子の間だけで独どく特とくの連れん帯たい感かん？　というか仲間意い識しき？　みたいなものがあるのよ」


「つまり、実際に何をやってるかはわからないってわけ？」


「確かなことは、ね。今の時じ点てんで言えるのは、修学旅行の夜になると必ず男子どもが何か悪わる巧だくみをするってこと」


「んー、それだけじゃあ……ねえ？　まあちょっと気にはなるけどさ」


「でもま、だいたいは想像つくじゃん？　男子どもの悪巧みなんて」


「え、マジ？　なになに？　あいつら何しようとしてるわけ？」


　ふふん、と日奈子は再び間を置いてから、


「そりゃあんた、アホでバカでスケベな男子どもが修学旅行の夜にやりそうなことっていったらさ──『夜這い』に決まってるじゃん」


「ええええええっ？　夜這い？　うっそー！」


　別館中に響ひびき渡りそうな勢いきおいで、黄色い歓かん声せいがいっせいに沸わいた。


「やっだー、きもーい！　頭わるーい！　信じらんなーい！」


「でもさでもさ、あいつらバカだしさ、けっこうありえそうな話だよね！」


「だよねー、言われてみれば確かにありうる！」


「でもさ、やっぱ無む理りっぽくない？　男子の別館から女子の別館までけっこう離れてるしさ、それにぜったい先生の監かん視しとかもあるよ？」


「そうよねー、難しいよね。見つかったらお仕し置おきキツいだろうしねえ」


「いや、ウチの男子ならけっこうやるかもよ？　なんせバカだから」


「だよね！　なんせバカだし！」


「じゃあさじゃあさ、もしもだよ？　もしもほんとに男子がこの部屋に入ってきたら……どうする？」


「えーっ！　うっそー！」


　ここで再びキャーキャーキャーと黄色い声の大だい合がつ唱しよう。


「ありえなーい！　うざーい！　意味わかんなーい！」


「もしほんとに入ってきたらあたしは蹴けり出す！」


「でもぉ……もしもほんとに来るんだったらぁ、ちょっとアリかもじゃない？　あたしだったらちょっとぐらいご褒ほう美びあげてもいいかも」


「うっそマジっ？」


「でました大だい胆たん発言！」


「だってぇ、ここまでたどり着くってことは、先生たちの監視をかいくぐって来るわけでしょ？　お仕置きも恐れずにさ。それってちょっと男らしいじゃん？　バカだけど」


「まあね、バカだけどね」


「でもさ、あたしもその気持ちはちょっとわかるかも？　たまにはバカ男子にサービスしてやってもいいよね」


「うーん、なんかそう言われるとあたしもそんな気してきたかも」


「まあ……たまにはいい、かな？　なんたって修学旅行だしね」


「そうそう、なんたって修学旅行だし！　たまにはね！」


　以い降こう、座ざ談だんは『どこまでご褒美してあげるか？』に焦しよう点てんが移うつり、しかし移ったからといって真由にとっては付いていけるような話題でもなく、


「なーに真由？　すっかり黙だまっちゃってさ。会話に積せつ極きよく的てきに参加しないと置いてけぼりにされるよ？」


「あはは……すでに付いていけなくなってます、はい」


　苦笑する真由だが、けっして孤こ独どくを感じているわけでも退たい屈くつなわけでもない。初めて体たい験けんする『修学旅行』の新しん鮮せんさを、これでも彼女なりに満まん喫きつしているのである。


「ところで日奈子さん。男のひとたちが本当に部屋に来たら、その……みなさん本当に何かしちゃうんですか？」


「ん？　何かって何のこと？」


「えっ？　それはつまりその……男性と女性の間でのゴニョゴニョといいますか何と言いいますか……」


「具ぐ体たい的てきに言ってくれなきゃわかんなーい」


「えーとつまりその……え、えっちなこと？」


「うむ。えっちなことね」


　小声になりながら縮ちぢこまる真由をサドのまなざしでニヤニヤ眺ながめて、


「ま、実際にはそうそう滅めつ多たなことはないと思うけどさ。もしもノリでそういうことやっちゃうにしても、それは満足すべき相手が来た時の話であって。それ考えたらまあ、たいがいの男はここまで来たって門もん前ぜん払ばらいになるんじゃない？　たとえば二ノ宮くんあたりが夜這いに来ない限りさ」


「二ノ宮くんがですか？」真由はやや余よ裕ゆうを取り戻して、「だったら平気ですよ。二ノ宮くんが夜這いなんてするはずないですもん」


「ほほう、安心しきった顔してるじゃん？」しかし日奈子は意い地じ悪わるげに、「そりゃまあ確かに彼のクソ真面目っぷりは証しよう明めい済みだけど……でも、シチュエーションの力を舐なめちゃいけないわね。修学旅行の魔力が二ノ宮くんを野や獣じゆうにする可能性だって、なきにしも非あらずでしょ」


「いいえ。二ノ宮くんはそんなことしません」


「ふふん？　ガンコに言い張はるじゃない。でもね、これだけは忘れないほうがいいよ？　たとえ二ノ宮くんが夜這いをしなくたって、彼の貞てい操そうの安全は必ずしも保ほ証しようされてないってことをね」


「…………。どういう意味ですか？」


「そりゃあんた、決まってるじゃない」


　たっぷり間を取ってから、積極性に欠かける友人を煽あおる気満々の口調で、


「夜這いってのは何も、男子だけの専せん売ばい特とつ許きよってわけじゃないでしょ？」


「なっ──！」


「ほら見てみ、この部屋だってさ」と日奈子は室内をぐるりと指して、「何人かこっそり抜け出してる子いるでしょ。あんた気づかなかった？」


　よくよく見れば確かにその通りである。暗がりにまぎれてわかりづらいが、布団の数に比ひして布団の主の数がいくぶん少ない。


「トイレ行ってる子とか他の部屋に行ってる子とか、カレシとこっそり会ってる子とかいると思うし、抜け出した子が必ずしも二ノ宮くんに夜這いをかける、ってわけじゃないけど……でもさ、ありえない話だとは思わないほうがいいんじゃない？　それに神宮寺学園の女子はこの部屋にいる子たちばかりじゃないしね。他のクラスの子でこっそり二ノ宮くんをねらってて、この機き会かいにいただいちゃおうって子がいてもおかしくないでしょ」


「…………」


「もしも誰かが二ノ宮くんに夜這いをかけたら……うーん、彼って優ゆう柔じゆう不ふ断だんだし押しに弱いし、案あん外がいあっさり落ちちゃうかもねえ。ましてや修学旅行っていう特とく殊しゆなシチュエーションでもあるわけだし」


「…………」


「でもって情に脆もろい二ノ宮くんのことだから、一夜の関係を盾たてに迫せまられて、きっと修学旅行のあともその子と付き合っちゃうのね。『責せき任にんとって』とか言われてさ。でもって状況に流されやすい彼のことだから、卒業した後も関係を断たち切れなくて、そのままゴールインってことも──」


「日奈子さん」


「ん？　どした？」


「ちょっとわたし、お手洗いに行ってきます」


「おー。いってらっしゃーい」


　煽せん動どうが成功したことに気をよくしつつ、日奈子はひらひら手を振ふりながら友人の背中がドアの向こうに消えるのを見送って──





　旅はた籠ご『翠鳴館』全体を巻き込む大だい規き模ぼな停てい電でんが発生したのは、その瞬しゆん間かんであった。





　　　　＊





　時間をやや巻き戻し、ところ変わって別館『芳風』。


　二ノ宮峻護の姿はいまだ、夜会を統合運営する司し令れい室しつにある──





　　　　＊





『あんた、何だってそんなつまらない男になっちゃったのかしらね？』


　そういう意い味みの言葉を初めて姉の口から聞いたのはいつの頃ころだったか。記憶をたぐってみるに、それはちょうど十年ほど昔にさかのぼるように思われる。もっとも、峻護の過去を回かい想そうするレンズに忘ぼう却きやくの曇くもりが入るのもぴったりその頃からで、十年前から先の記憶は猫ねこと犬との区く別べつもつかないくらいあいまいに霞かすんでしまうのだが。


　ともあれ姉の言うつまらなさが弟の生真面目さ、あるいは融ゆう通ずうの利きかなさに起き因いんしているのは確かであり、峻護は豪ごう傑けつの姉にため息をつかせる程てい度どにはそっち系けいの男であった。だが姉からなんと言われようと、弟の方は自分の性格に不ふ都つ合ごうを感じたことは一度もない。いやむしろ、自分という人間の一本気なありようを誇ほこりにさえ思ってきた。自分のような人間が黙もく々もくと、謹きん直ちよくに働いているからこそ社会は成り立つのだ。損そんな性格と呼ばれることもあるかもしれないが構かまいはしない。なぜなら自分の損はつまるところ、他人の利り益えきにつながっているはずだから。


　誰にも迷めい惑わくをかけず、社会全体に貢こう献けんし、一市民としての務つとめを全まつとうする人生──たとえつまらない男と呼ばれたところで何を恥はじることがあろう。


（……そう、思ってたんだけどな……）


　自分の信しん奉ぽうする生き方に揺ゆらぎが生じていることを認みとめざるを得えない峻護である。あの日──月村真由が二ノ宮家にやってきて以い降こう、彼を取り巻く環かん境きようは大きく変わった。いや、今もめまぐるしく変わりつつある。そして環境の変化に伴ともなって峻護自身も、あるいは彼の運命もまた、変わらざるを得ないようである。


　同どう居きよ人にんの少女ふたりに対してどういう風に身を処しよすべきか。緊きん急きゆうに結けつ論ろんを出すべきその問題のはるか手て前まえの地点で、自分は壁かべに突つき当たっているらしい──今、峻護はそのことをようやく実じつ感かんし始めていた。いや、あるいは壁の存そん在ざいそのものからこれまでは目を逸そらしてきたのかもしれなかった。


　その壁とはすなわち、自分という人間そのものについての根こん本ぽん的てきな懐かい疑ぎである。


　二ノ宮峻護という男は、果たしてこのままでいいのだろうか？


　これまでの生き方を誇りに思う気持ちは今も変わらない。だが、それだけでほんとうにいいのだろうか？


　……峻護がアルコールの靄のかかった頭で哲てつ学がくっぽいことを考え始めた一方で、『夜会』司令部の空気は徐じよ々じよに変化の兆きざしを見せつつあった。


「おかしい……なぜだ？　なぜこれほどまでに失敗する？　夜這いに成功どころか女子の部屋に誰ひとり潜せん入にゆうすることすらできないとはどういうことだ？」


「前ぜん線せんと本国との距離、これがやはり最大の問題だろう。今年の修学旅行は、与えられた状況がいかにも悪すぎる」


「そんなことは初めから分かってたことだ。その不ふ利りをカバーするために俺たち裏実行委員は入にゆう念ねんな事じ前ぜん準備を整えてきた。そうだろう？」


「するとあれか、夜這いに挑ちよう戦せんする勇ゆう者しやたちの質に問題があるということか？」


「それも確かにあるかもしれん。彼らは度ど胸きようも士し気きも十分だが、別にこれといった訓くん練れんを受けているわけでもないしな。夜這いの経験があるやつなんざほとんどいないだろうし、ましてや夜間の隠おん密みつ行動に習しゆう熟じゆくしてる高校生なんざ普通はいるもんじゃないさ」


「だがそれこそ初めから分かっていたことだろう？　やる気はあれど素人しろうと同然の勇者たちを、それでも成功に導みちびくこと。それが俺たち裏実行委員の仕事じゃなかったのか？」


　次し第だいに口く調ちようが翳かげりを帯おびていく裏実行委員たち。一いつ致ち団だん結けつしたチームワークを誇ってきた彼らの間に、ささやかながら不ふ協きよう和わ音おんのひびが入り始めたかに見えた時。


「みんな落ち着け」


　吉田の沈ちん着ちやくな声が一いち同どうを静まらせた。


「指し揮き官かんたる俺たちがこんな調子では夜会全体に悪あく影えい響きようを及およぼすぞ。今は責任の所しよ在ざいをとやかくしても始まらん。この状況を立て直してひとりでも多くの勇者たちを男にしてやること──それが俺たちのなすべきことのはずだ。ちがうか？」


「確かに吉田の言うとおりだけどよ……」


　相方の井上が同どう意いしつつも、


「しかしどうする？　夜這い志し願がん者しやのうちすでに八割が戦せん死ししているからな、どうしたって残った連中の士気は下がる。下がるだけならまだしも、辞じ退たい者しやさえ何名も出始めている始し末まつだ。おまけに夜会の終了予定時じ刻こくもすぐそこまで迫せまってきている……この状況をどう立て直す？」


「……まず、脱だつ落らく者しやの名めい誉よが正しく保ほ護ごされるよう手配してくれ。内ない申しん点てんの低下や保護者への報告、補ほ導どうの恐れ……いくつものリスクを承しよう知ちの上で彼らは壮そう挙きよに志し願がんした。それだけでも十分に勇者と呼ぶに値あたいするんだからな」


「わかった、その点は任せろ。で、夜這い部隊の今後の方ほう針しんはどうする？　待たい機きしている志願者の中には逆に今の状況に奮ふるい立って、すぐにでも出しゆつ撃げきしたいと申し出ているやつもいるが」


「ふむ……できれば俺たちが戦せん術じゆつを練ねり直すまで待ってもらいたいところだが……まあこういうのは勢いきおいが肝かん心じんだからな。行きたいやつには行かせてやろう。華はな々ばなしく玉ぎよく砕さいするのもまた夜会の本ほん懐かい、人生の良き一ページだ」


「了りよう解かい。じゃあ、俺たち裏実行委員はこれからどうする？」


「まずは状況を整せい理りし直すことだな。これまで試ためした侵入ルート、教師たちの巡じゆん回かいパターン、志願者たち個こ々この士気の程度や夜這い実行者としての能力……あらゆる情報を集められるだけ集めてくれ。大だい至し急きゆうだ。それを元に改あらためて作戦を立りつ案あんする──」


　深しん刻こくな面おもてを並べて話し合う裏実行委員たちを眺ながめるともなしに眺めながら、峻護は自問自答を友として、次から次へとアルコールの小ビンを空けていく。





　……そうしてどれほどの時間が経たっただろうか。酒さけ漬づけになった峻護の体内時計はとっくに機き能のうを放ほう棄きしていたし、そもそも疲れきっていた身体は自じ覚かくせぬうちに意い識しき朦もう朧ろうとしていたかもしれず、時間の経過などはヤスリで表面を削ったＣＤほどにも読み取れないのだが──ともかく峻護がふと気づいた時、即そく席せきの指令室内にはいっそう重い暗あん雲うんが立ち込めていた。


「………………なぜだ」


　つい先ほどは瓦が解かい一歩手前の司令部を非ひ凡ぼんなリーダーシップでまとめなおした吉田の口から、固こ形けい化かされた絶ぜつ望ぼうの言葉が吐はき出される。


「なぜこうまで失敗する？　教師たちはなぜ、こうも的てき確かくに勇者たちが行く先々に現れるんだ？　交こう代たいで巡回にあたっている教師はひとりかふたりだし、『翠鳴館』の敷しき地ちにせよ建物にせよ、それだけの人数でカバーできるほど狭せまくはないはずだ……なのになぜ？」


「まさか……ひょっとして」


　司令部の優秀な副官として手しゆ腕わんを縦横にふるってきた井上がひどく陰いん鬱うつな顔で、


「俺たち裏実行委員の中に内ない通つう者しやがいるとか？　そうでもなければこれだけ計画が狂くるう現げん状じように説明がつかな──」


「馬ば鹿かを言うな」


　吉田の声がこの時ばかりは鋭するどい。


「極ごく秘ひに裏実行委員会が発ほつ足そくして以い降こう、俺たちは今日という日のために苦く楽らくを共にしてきた。企画の立りつ案あん、それを実行するための情報と資し金きん集めに奔ほん走そうした日々……よほどの伊だ達てと酔すい狂きようがなけりゃやってられん重じゆう責せきだということは、井上もわかっているだろう？　そんな裏実行委員の同どう志しが、今さら内申表の些さ細さいな加か点てんに目がくらんで教師側に与くみするなんて、あるはずがない」


「……そうだな、すまん、軽けい率そつな発言だった。しかしどうする？　俺たちの想そう定ていを遥はるかに上回って教師たちの警戒能力が高いのは確かだ。しかもそのことに気づくのが、あるいは注意を喚かん起きするのが、どうやら遅すぎたらしいぜ」


「…………。井上、夜会の状況全体をもう一度報告してくれ」


　吉田の求めに応おうじ、相方は手元の資料──五分おきに更こう新しんされる最新の情報が彼の手には集まってくる──に素す早ばやく目を走らせた。


「事実上、滞とどこおっているのは夜這い計画だけだ。それ以外の夜会のイベントは順じゆん調ちように進んでいる。もちろんトラブルはほとんど分ふん刻きざみで発生してるけどよ、まあそのへんは折おり込こみ済ずみだしな」


「そうか。その点だけは何よりだな」


「だが夜会の花形イベントである夜這いについては──」


　井上は痛つう恨こんの面おも持もちで首を振り、


「現在のところ成功者はゼロ。数十名を数えた勇者たちはほんの数名にまで打ち滅ほろぼされた。俺たち裏実行委員によって戦せん術じゆつの練ねり直しが図はかられたものの効果は虚むなしく……いや、ちょっと待て」


　ポケットから携帯を取り出し、鋭い声でやり取りを始める。その顔がみるみる険しくなったと思いきや、日の経たった風船のようにしぼんでゆき、


「……今、最新の報告が入った。最後に残った数名の勇者が二階トイレの窓から侵しん入にゆうを試みるも、失敗。教師に捕ほ縛ばくされて捕ほ虜りよの身となったそうだ……」


　井上の搾しぼり出す言葉のひとつひとつが裏実行委員たちの心しん胆たんに鉛なまりのごとく沈ちん殿でんし、ある二文字が部屋中を埋うめ尽つくしていく──すなわち、『敗北』の二文字が。


　長い長い沈黙の果て、吉田はそれでも毅き然ぜんとしたまなざしで一いち同どうを見回した。


「トータルとしてみれば夜会は成功した。これは負け惜しみでも何でもなく、客きやつ観かん的てきな事実だと俺は確信する。だが──同時に我われ々われは敗北した。教師たちの監視能力を軽けい視しし、しかもそれを自覚するのが遅れたこと。あるいはそれらを見み越こした作戦を立案できなかったこと──これは明らかに裏実行委員会の落ち度。勇者たちをいたずらに死し地ちへ送り、教師たちをして誇らしめた最終的な責任はなべて、夜会実行委員長たる俺ひとりにある」


「吉田……」


「終わりあってこその祭りだ、かねての予定通り撤てつ収しゆう計画を実行に移うつす。諸しよ君くんは最後の一瞬まで各自の職しよく務むを全まつとうされたし」


「それはわかったが吉田。おまえはどうするつもりだ？」


「俺か？」


　このとき裏実行委員長が浮かべた笑みは、ひどく透とう明めいなものだった。


「指し揮きするべき一兵すらない指揮官に残された道はひとつだ。撤収作業が軌き道どうに乗るのを確かめたら、俺は俺なりのやり方で責任を取る」


「おい、まさか玉砕するつもりか？　新たな戦術があるわけでもなく、ましてや司令部のサポートもない──勝しよう算さんはゼロだぞ」


「むろん承しよう知ちの上だ。最高責任者であるこの俺、吉田平へい介すけの殉じゆん職しよくをもって、無む念ねんにも捕とらわれの身となった勇者たちへの手た向むけとする。このままおめおめと生き残って恥はじぬほど、俺の面つらの皮かわは厚あつくないからな」


「ふん。最後の部分だけは俺も賛さん成せいだぜ」


　井上がくちびるの端はしを吊つり上げて笑った。敗軍の幹かん部ぶとはとうてい思えぬ、それはひどく不ふ敵てきな笑いだった。


「このまま京都を去ったところで、どの面下げて神宮寺学園の敷しき地ちを歩ける？　俺だって男の端くれだ、責任の取り方くらい承知しているさ」


「まさか……俺に付き合うつもりじゃないだろうな？」眉み間けんを険しくする吉田。「馬鹿な、散ちるのは俺ひとりで十分だ。お前まで玉砕することは──」


「おいおい勘かん違ちがいするんじゃねーよ。誰が玉砕するなんて言った？」


　井上は声を低める指し揮き官かんを鼻で笑い、


「俺たち裏実行委員の面めん目もくは、夜這いが見み事ごと成功してこそ初めて保たもてるってもんだ。それに散っていった勇者たちだって、俺たちが同じ運命をたどるのを望んじゃいないだろう。ちがうか？」


「それは……そうかもしれんが……」


「それによ、今回の道連れは俺たちふたりきりってわけじゃなさそうだぜ？」


　井上があごで指した先には、部屋に詰つめている裏実行委員の面々が雁がん首くびを並ならべている。彼らの表情はそれぞれ違えど、等ひとしく『水みず臭くさいじゃねえか、ええおい？』と雄ゆう弁べんに語っていた。


「何週間もの間にわたって苦楽を共にしてきた仲だろうが。今さらおいしいところをひとりで持っていこうたって、誰も納なつ得とくしねえよ」


「おまえら……」


「イベントに参さん加かしている生徒たちの引き上げは、ボランティアのスタッフに任まかせれば事こと足たりる。部屋の現状復ふつ旧きゆうについては旅館側にすでに話をつけてある。俺たち裏実行委員がもう一ひと旗はたあげる時間は十分にある──そうだろう？」


「…………」


　しばしきょとんとしていた吉田が、やがてくつくつと笑い出した。


「まったく、救いようがないな。難なん攻こう不ふ落らくの別館と、鉄てつ壁ぺきの監視網もうを張っている教師たちを相手にしようとしてるのに……お前らときたらそろいもそろって、作戦を終えて帰ってきた後に飲むバーボンの銘めい柄がらを気にする顔してやがる。能のう天てん気きもここに極きわまれり、だな」


「へっ、何しろ指揮官が指揮官なんでね」


「ふん……よし、まずは一般生徒たちが安全に撤収できるようサポートを。二日酔よいの薬やら栄養剤やらもちゃんと飲ませておけよ、修学旅行は明日もあるんだからな。撤収の見通しが立ち次し第だい、すべての裏実行委員は最後の決戦に向けた準備に入る」


　峻護が部屋の片隅からぼんやりと見守る中、裏実行委員たちはあわただしく、しかし整せい然ぜんと立ち回って夜会の撤収を指揮し、それが済んだあとは短くも内容の濃こいミーティングの末すえに作戦を決定し、


「おい二ノ宮。起きてるか？」


　出しゆつ撃げき直前の昂こう揚ようの中、吉田がふいに声をかけてきた。


「なんだ、相そう当とう酔よっ払ぱらってやがるな……ひとりで部屋まで戻れるか？　なんなら誰かスタッフをつけて送らせてやるが」


「いや。だいじょうぶだ」


「とてもそうは見えないけどな……まあいい、夜会の原則はあらゆる行動を自じ己こ責任においてすること、だからな。ところで──」


　吉田はやや改まった表情で、


「どうだ、楽しめたか夜会は？」


「…………。わからん」


「わからん？　楽しめたか楽しめなかったか、自分の心に聞いてみるだけだろうに……仕方のないやつだな。ま、お前らしいといえばお前らしいが」


　ふふん、とあごを持ち上げて笑い、


「これから俺たち裏実行委員は最後のパーティに出かけるが……二ノ宮よ、まだ部屋に戻る気がないんだったら、ちいとばかし生き証しよう人にんになってくれないか。俺たちが最後の最後に一発キメてくる名場面のな」


「夜這いか……？」


「まあな。俺たち裏方もそろそろ自分たちの夜を楽しみに行ってくる。お前も最後のぎりぎりまでたっぷり楽しんでくれや」


　じゃあな、と言って片かた目めをつむり、吉田はぐいっと親指を突き出してみせた。いい笑顔だった。写真にとって遺い影えいにすればぴったりはまるんじゃないかと思うくらいに、いい笑顔だった。


　峻護はその笑顔に釣つり込まれるように、問いを投げかけていた。


「ちょっと聞いていいか？」


「お？　なんだ？」


「さっき──おれが女子の風ふ呂ろ場ばを覗のぞきに行かされた時。お前はおれの身しん体たい能力でなければあの崖がけを登れないと言った。たしかにあの崖はそうおいそれと登れるものじゃなかった。けど、あらかじめザイルとかの登と山ざん道どう具ぐさえ用意しておけばさして厳きびしいコースでもなかった」


「ほう。それで？」


「女子の風呂場を覗くことは今日この旅館に来て初めて思いついたことじゃなく、おそらく最初からおまえのプランにあったはず。とすれば、裏実行委員のおまえならあの崖を簡かん単たんに登る方法をいくらでも用意できたはずだ。なぜそれを用意しなかった？　用意してさえいればクラスの大たい半はんが覗けた女子風呂を、なぜおれひとりに覗かせた？」


「そりゃおまえ、大おお勢ぜいで覗きに行ったってどうせ気け配はいでばれるのがオチだろう。ばれるくらいならクラスの中の最さい精せい鋭えい──つまり二ノ宮ひとりを行かせたほうが成功の確かく率りつは高いし、だったら生のお風呂シーンは我が慢まんして映像だけでも持ち帰らせるべきだと考えた。なんかおかしいか？」


「…………。じゃあ、もうひとつ訊く」


　視し線せんは手にしている酒ビンに落としたまま、


「なぜおれに夜会のことを話した？　おれの性格からして夜会に反対することは読めてたはず。なのになぜ、わざわざおれに話した？　おれに黙だまってこっそり夜会をやればそれで済んだはずだろう？」


「たしかに、おまえが眠ってる間に部屋を抜け出して夜会を開かい催さいする手もあったかもしれんな。だがそれだって、おまえが途と中ちゆうで起きだしてこないという保ほ証しようはない。だったら初めから夜会の計画を明かしておいて、その上でおまえの行動を牽けん制せいしておいた方がより安全だ。実際その作戦は功こうを奏そうして、おまえは夜会の妨ぼう害がいを企くわだてることはなかったじゃないか」


「それはおかしいだろう。だったら──」


「まあ質問はそのくらいにしておいてくれや」


　なおも峻護が言いかけるのを、井上が横から笑って制せいし、


「こっちはこれからひと華はな咲さかせようってところなんだからよ、どうせなら激げき励れいの言葉のひとつもかけてほしいもんだ」


「井上の言うとおりだな。二ノ宮よ、おまえはもう少し決死の覚かく悟ごを決めた男たちへのいたわりの気持ちを持て。……よし、そろそろ出発するぞ。全員準備はいいか？」


　応おう！　という威い勢せいのいい声があちこちからあがり、司令室内はみるみるうちに出しゆつ陣じん前の空気に満たされる。


「伝でん統とうある夜会の歴れき史しに、俺たちの代で泥どろを塗ぬるわけにはいかない。いいか、やるからにはおまえら無ぶ様ざまな姿をさらすなよ？　みごと夜這いに成功し、後こう世せいに語り継つがれる伝説を俺たち自身の手で作ってやろうじゃないか！」


　応！　と、ふたたび気き炎えんを上げた十数名の戦士たちは、そろって門かど出での杯さかずきを飲み干ほし、マムシドリンクとすっぽんの粉ふん末まつとイモリの黒焼きをちゃんぽんに口に入れてから、意い気き揚よう々ようと出撃していった。


　かける言葉もなく、峻護は彼らの後姿をじっと見送った。





　　　　＊





　夜に沈しずむ翠鳴館の敷しき地ち内ないを、決けつ死し隊たいの面々が音もなく疾しつ走そうしている。


「なあ吉田よ」


「なんだ井上」


「二ノ宮のやつ、これを機き会かいにちったあ面おも白しろみのある男になってくれりゃいいがな」


「ま、できるだけのことはやったさ。あとはあいつ次し第だい──今は作戦のことだけを考えるとしよう」


　相あい棒ぼうだけでなく自らにも言い聞かせ、吉田は今後の展てん開かいに思いを馳はせる。


　敵てき戦せん力りよくの算さん定ていに修正を重ね、諸しよ状況と現げん有ゆう戦力を最大限に生いかした最後の作戦は、十分に成せい算さんを見込んだつもりだ。だが夜会運営責任者として最さい前ぜん線せんに立ちつづけてきた者として培つちかってきた勘かんは、明めい確かくに彼らの未み来らい絵え図ずを伝えてくる。この作戦がむなしくも失敗に終わるであろうという、歓かん迎げいすべからざる未来図を。




[image: ]


　だがそれでいい。自分たちはもう十分に楽しみ、今からさらなる楽しみを味わおうとしている。パーティに供きようされた料理の中で唯ゆい一いつのこったメインディッシュは、不ぶ器き用ような後進のために譲ゆずってやるべきだろう。であれば、これから実行する作戦は派は手でであればあるほど陽よう動どうの効こう果かを発はつ揮きする。おそらく裏実行委員の同どう志したちは、吉田が意い図としたその目的も暗あん黙もくのうちに了りよう解かいしているはずだった。あとは最後の切きり札ふだの心のうちひとつ──


　ターゲットたる別館『泉水』の黒々とした威い容ようが見えてきた。


「──散会ブレイク！」


　吉田が鋭く指を鳴ならすと、決死隊の面々は打ち合わせどおりに各自の持ち場に散っていく。最後の戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされる──





　　　　＊





　司令室内にとどまった峻護は、吉田の望みどおりに歴史の生き証しよう人にんとなった。


　何機きもの携帯電話と外部バッテリーを並べたお手て製せいモニター群ぐんとノートパソコンの簡かん易いサーバーが、逐ちく一いちとはいかないまでもおおよその戦せん況きようを伝えてくれた。逆転のトライを狙ねらう裏実行委員たちは雨どいを伝い、あるいは壁をよじ登って、宣せん言げんどおりの勇ゆう戦せんぶりを示しめした。だが監視者たる教師たちの行動もまたうわさどおりだった。彼らは迅じん速そくに、的てき確かくに、不ふ逞ていな侵しん入にゆうを試みる生徒たちの前に立ちはだかり、ひとりまたひとりとお縄なわにかけていった。


　最後の最後までしぶとく生き残った吉田と井上も抵てい抗こうむなしく捕とらわれの身となり──


　その瞬間、夜の修学旅行の主しゆ役やくであった夜会の司令部は名めい実じつともに崩ほう壊かいし、静かに始まって大いに沸わいた夜会は、始まりと同じく静かに終わりの幕まくを下ろした。





　　　　＊





「…………」


　峻護はひとり、主あるじのいなくなった司令室の壁かべにもたれ、今もなお黙もく々もくと酒しゆ盃はいを重ねている。一度勢いがつくとペースが落ちないのは姉ゆずりだろうか。朦もう朧ろうとしていようと意識を半なかば手放しかけていようと、峻護が胃に流し込むアルコールの量は常つねに一定に保たもたれていた。


　ずっと考えているのは、先ほどは口にできなかった反はん論ろんである。


『最精鋭の峻護だけを行かせる』必要は、やはりなかったと思う。大勢で行けば気配を悟さとられるということであれば、たとえば吉田が単たん身しんで行ってもよかったはずだ。夜会の首しゆ魁かいであり、玉砕覚悟の特とつ攻こうまで仕し掛かけるやつが、覗き行為が露ろ見けんすることを恐れていたとも思えないし、崖を登る事じ前ぜん準備だって吉田ならいくらでもできただろう。だが彼のやったことといえば、崖の攻略が困こん難なんであることを言い立て、攻略可能な人材が峻護ひとりであることを喧けん伝でんし、クラス中の期き待たいを峻護の一いつ身しんに集めただけではないか。


　あるいはまた、峻護に夜会の情報を漏もらす必要はなかったと思う。吉田はむしろ積極的に夜会の存在を明らかにすることで峻護を牽制したと言う──確かに早はや々ばやと夜会反対の立場を明めい確かくにした峻護は、真由が夜這いされる可能性のあること、ただし彼自身が先んじて真由に夜這いを仕掛ければ他の男子生徒は真由に手を出さないであろうことを示し唆さされ、夜会反対の声をトーンダウンさせた。そして結果として、峻護は夜会の実じつ施しをなんら妨害することはなかった。だが結果的に用もちいなかったというだけで、峻護の手には学校側に密みつ告こくするという、もっとも簡単で確かく実じつに真由を護まもるカードは残されたままだったのだ。結局のところ吉田は峻護を牽制したというより、むしろ真由への夜這いをそそのかしただけなのではないか──


『峻護さんはいいご友人をお持ちです』


　誰かの声が脳のう裏りをゆさぶり、峻護は知らず吐と息いきをもらした。


　べつに『つまらない男』のままでよかったのだ。朝の決まった時間に起き、家か事じをこなして登校し、早はや弁べんも内ない職しよくもせずに授じゆ業ぎようを受け、休み時間は予よ習しゆう復ふく習しゆうにあて、授業が終われば寄より道などせず真まっ直すぐ家に帰る──そんな自分に何ひとつ不都合は感じていなかったのだ。


　だがあらゆる状況は、彼を『つまらない男』のままでいさせないよう、激げき流りゆうの速さを伴ともなって動き始めているようである。公こう私しを問わず、時と場所とを問わず。


「ったく……」


　もうひとつ吐と息いきをはき、峻護は仰ぎよう々ぎようしく立ち上がった。彼自身の指し向こうや嗜し好こうはともかく、二ノ宮峻護は男のはしくれであり、であるからには人ひと様さまから受けた厚こう意いに応こたえる道は知っているのだ。


　峻護は司令室に残された『翠鳴館』の見み取とり図ず、夜会の進行にともなって集められた報告書などを手当たり次第にかき集め、酔いの回った、しかし冷静な頭でそれらとにらめっこを開始する。


　やがて名めい実じつともに最後の挑ちよう戦せん者しやになるであろう少年の両目に勝算の目め処どがきらめくと、ひとりで門かど出での杯を干ほし、マムシドリンクとすっぽんの粉末とイモリの黒焼きをちゃんぽんに口に入れてから、部屋の扉とびらに手をかける。


　頭の中にあるのは、夜会が盛もり上がっている間も、深しん刻こくげなやりとりを交わしている間も、司令室を出て行く瞬間も──どんな時もやたら楽しげな面つら構がまえをしていた、裏実行委員の面々の顔だ。





　──さて。


　あいつらみたいに楽しめるかどうかは知らないが。


　一いつ丁ちよう、やってみるとするか。




　其の四　ふたたび転







　そのころ別べつ館かん『泉せん水すい』の警けい備びを担たん当とうしていたのは、神じん宮ぐう寺じ学がく園えん一年Ｃ組担任、現げん文ぶん教きよう諭ゆの水みず島しま修しゆう一いち（30）である。ひょろりと細長い身体からだとこけた頰ほおから受ける印いん象しようとは裏うら腹はらに、隠かくれたスポーツマンとして知られる若わか手て教諭のひとりだ。


《こちら中央警けい備び室しつ。こちら中央警備室──》


　薄うす闇やみに包つつまれた別館入り口付ふ近きんを重じゆう点てん的てきに巡じゆん回かいする彼の胸ポケットから、ふいにクリアな音声が響ひびいた。巡回役の教師たち全員に支し給きゆうされている小型無む線せん機きである。


《水島先生聞こえますか？　どうぞ》


「こちら水島。現在Ａ─１地点を巡回中。特に異常はありません、どうぞ」


《了りよう解かい。引きつづき交代時間まで、任にん務むの励れい行こうをお願いします──もっとも、さすがにもうこれ以上は組織的な侵しん攻こうもないでしょうが》


　無線機の向こうの声が勝者の優ゆう越えつ感かんをふくみ、水島教諭もまた口もとをほころばせた。


「同感です。さっきの大だい攻こう勢せいで『夜や会かい』の首しゆ謀ぼう者しやになりそうな悪ガキどもはほとんどひっ捕らえましたからね。それにあと一時間もすれば日が昇のぼり始める──今年も我われ々われの完全勝利でしょう」


《とはいえ散さん発ぱつ的てきな侵攻くらいはあるかもしれません。ご油ゆ断だんなきように》


「わかってますよ。それでは巡回をつづけます。オーバー」


　通信を切り、水島教諭は大きく伸のびをする。視し界かいの端はしに映る男子生徒たちの居きよ城じよう『芳よし風かぜ』はその巨きよ軀くを闇やみに横たえ、まるで老ろう衰すいした白はく亜あ紀きの恐きよう竜りゆうが死しに体たいをもてあましているかに見えた。


　生徒たちはどこまで知り得えているだろうか。修学旅行の夜を闊かつ歩ぽしているのは何も彼らだけでなく、教師たちもまたそうであることを。裏実行委員会よりさらに豊ほう富ふな資し金きん力りよくと、旅はた籠ご『翠すい鳴めい館かん』との太いコネクションを生かして、教師たちが極きわめて強力な監かん視しシステムを構こう築ちくし、密みつに連れん携けいして不ふ埒らちな生徒たちを能のう率りつ的てきに取り締しまっていることを。神宮寺学園に勤きん務むする教師の何なん割わりかは学園のＯＢであり、彼らもまた高校生の頃ころには『夜会』に参加した身であることを。


　生徒たちは知るまい──いや、注意深く読みを働かせればたどり着つけない答えではないはずなのだが、今年の一年生男子たちにそこまでの能のう力りよくはなかったようだ。彼らには自らの能力にふさわしい結果がもたらされた、それだけのことである。


　おまえたちには悪いが──と、優ゆう越えつ感かんの中に多少の憐れん憫びんを混まぜて思う。夜会における精せい勤きんぶりは、非ひ公こう式しきながらボーナスの査さ定ていに大きく影えい響きようするのだ。水島教諭自身、十数年前は夜這いに志し願がんし、あえなくお縄について厳しい折せつ檻かんを受けた身である。生徒たちに多少の手て心ごころを加えてやりたい気持ちもなくはないのだが、なにしろボーナスが懸かかっているのだ。ここはまあ、世の中そんなに甘くはないということを生徒たちの身体からだに教え込んでやるということで。簡かん単たんに成功するようではためにならないし、であればせいぜい彼らにとっての高い壁かべになってやるとしよう……。


「おやまあ。朝から精せいが出はりますなあ、先生」


　と、本館の方角から作さ業ぎよう着ぎ姿すがたの中年女性がやってきて、方ほう言げんまるだしで水島教諭に声をかけた。リネン担たん当とうのスタッフらしく、白いシーツを満まん載さいした大きなワゴンを押してきている。


「生徒さんの監視おすか？」


「ええまあ。悪ガキどもの面めん倒どうを見るのもこれでなかなか大変でして」


「上のほうから聞いとりますけど、えろうご苦労さんなことおすな。花の都まで来て生徒さんたちのお守もり……心しん中ちゆうお察さつししますわ」


「いやいや、これも給料のうちですから」


「あれまあ、ウチの旦だん那なにも聞かせてやりたい言葉やわあ。ウチの旦那ときたら、仕事から帰ってきたら飯くうて風呂はいって寝るだけ、洗あらい物もののひとつも手伝おうとしいひん。そりゃあんた、毎日残ざん業ぎようして疲れて帰ってくるんなら分かりますえ？　旦那ときたら勤きん務む中ちゆうもほんまに仕事しとるかどうかわからんくらいヒマな公こう団だん勤づとめで、毎日定てい時じに帰ってきよるんですわ。それやったら少しくらい嫁よめの仕事も手伝ったらええと思いまへん？　ウチなんかこうして朝からパートにまで出とるいうのに」


「はあ……」


「そういやあんさん知っとります？　ここの旅館の婿むこ養よう子しと小こ姑じゆうとの話。養子の嫁いうのが経けい営えい者しや一家の長女で、小姑いうんが次女なんやけど。この小姑がな、いつもいつも婿養子に対してつらく当たることで有ゆう名めいやったんおすわ。ところがどっこい、この婿養子と小姑というのが実は──」


「いやまあ、そのあたりの話も興味がなくはないんですが」


　だんだん口く調ちようが熱を帯おびてきたパート女性を、水島教諭はあわてて制せいした。このまま放っておけば朝っぱらから井い戸ど端ばた会かい議ぎが始まりかねない。


「私もまだ仕事が残ってますので、そのお話はまた今度聞かせてもらうことにしますよ。では私、あちらの方を巡回に行ってきます」


　あいさつもそこそこに、すたこらさっさと敷しき地ちの裏うら手ての方に足を向けた。仮か眠みんは間に挟はさんでいるものの、夜通しの警けい備びは三み十そ路じに突とつ入にゆうした身体からだにはつらい。名にし負おう『関西のおばちゃん』の世せ間けん話ばなしにお義ぎ理りで付き合うだけの気力も、水島教諭には残っていなかったのだ……。


　残されたパート従じゆう業ぎよう員いんは「ほなまたあとで～」などと手を振ふって若手教諭の背中を見送り、すぐにワゴンを押して別館の中に入ると、


「もうええで、あんさん」


　山やま盛もりのシーツに顔を寄せてささやきかける。すると白い布ぬのの山がもぞもぞと動き始め、


「ぶはあっ！　い、息苦しかった……」


　中からモグラのように顔をつき出した少年がひとり。二にノの宮みや峻しゆん護ごである。


　何十枚ものシーツに潰つぶされてよほど呼こ吸きゆうが困こん難なんだったのだろう。薄うす闇やみにもはっきりとわかるほど顔面を鬱うつ血けつさせ、しかし息を整ととのえる間も惜おしんでワゴンから這はい出すと、


「すいません、無む理りを頼たのんでしまって。助かりました」


「ええよええよ。せっかくの色いろ男おとこの頼みや、聞いてやらなバチが当たるわ。あんたの言うとおり演えん技ぎしたつもりやけど……あんな感じでかまへんかった？」


「ええ、完かん璧ぺきです。ありがとうございました」


「かまへんかまへん。せやけど若いってのはええもんやねえ。うちも昔を思い出すわ……あ、くれぐれもうちが手助けしたことは内ない緒しよにしといてな？」


「もちろん。ほんとうにお世せ話わになりました」


「ほな、がんばりや～」


　人のいい笑顔でワゴンを押していく協力者に深ふか々ぶかと頭を下げてから、峻護は素す早ばやく行動を開始した。


　フクロウ並なみに利きく夜よ目めで監視カメラの類たぐいを慎しん重ちように探りながら、安全なルート、あるいは死し角かくに入るルートを手探りしつつ進んでいく。酒がたっぷり入っているとはとうてい思えない、俊しゆん敏びんで繊せん細さいな行動だった。最さい精せい鋭えいとまで評ひよう価かされた男の面めん目もく躍やく如じよといったところだろう。


　ひょっとすると──と峻護は考える。これもまた、吉田や井上が立りつ案あんした作戦の一部だったのではあるまいか。トロイの木もく馬ばの又また従い姉と弟このような峻護の策さくは、べつにそれ自体は奇き想そうでもなんでもなく、むしろ悪わる知ぢ恵えの働く裏実行委員の連中なら当然選せん択たく肢しに入れていいもののはずだ。なのになぜ彼らがこの策を採とらなかったかといえば、策を成功させるための諸しよ条じよう件けんが満たされなかったからでしかない。教師たちが通つう常じようの警備体たい制せいを敷しいている時であれば必ず検けん問もんを受け、あっさり露ろ見けんしていたはずだ。彼らの疲ひ労ろうがもっとも濃こい時間帯たいであったこと、そして司し令れい部ぶの面々が自ら特とつ攻こうを仕し掛かけて敗はい滅めつし、『もうこれ以上は組そ織しき的てきな侵攻はないだろう』と教師たちに思わせ、油ゆ断だんを誘さそったこと。これらの条件がそろって初めて、単純でありふれた策は効こう果かを発はつ揮きしたのだ。


　付け加えるなら、吉田や井上のような悪ガキどもがパートのおばちゃんに頼たのみ込んだとしても、引き受けてくれたかどうかはかなりあやしい。峻護のような少年が誰に強きよう制せいされるでもなく自主的に、真剣に頼んだからこそ、あのおばちゃんも快こころよく引き受けてくれたのではあるまいか──


（これはひょっとすると、あいつらに踊おどらされたかな……？）


　そう思わなくもない。だが峻護を踊らせるために裏実行委員の連れん中ちゆうが自らを犠ぎ牲せいにしたことは疑うたがいの余よ地ちがない。であれば、それに応こたえる道はやはりひとつだった。


　侵しん入にゆう者しやは猫ねこのようなしなやかさで、音もなく館内を移い動どうする。館内にある気け配はいは立ち並ぶドアの向こうにある寝ね静しずまった人々のものばかり。裏実行委員たちも洞どう察さつしていたように、実じつ際さいに巡じゆん視しに出ている教師の数はかなり少ないようであった。おそらく教師たちは裏実行委員のそれよりも遥はるかに緻ち密みつな監かん視しカメラ網もうを構こう築ちくし、ごく少数の人員で広い範囲をカバーしているのだろう。であれば、理り論ろん上じようは難むずかしい話ではない。いくつ監視カメラを設せつ置ちしたところで死角は必ず生まれるのだから、そこを選んで進んでいけばいいのだ。


　もっとも、それは本来机き上じようの空くう論ろんと呼ぶべきものである。薄暗い建物の中に数多く設置された監視カメラをすべて探たん知ちし、その撮さつ影えい範はん囲いを誤あやまりなく見み極きわめるなど、普通の人間にできる芸げい当とうではなかった。教師たちの張はった監視網は完かん璧ぺきに近いものだったが、彼らは普通でない人間の侵入についてまでは考こう慮りよにいれなかったのである。


　これ見よがしに設置された、おそらくは囮おとり用なのであろう大型カメラも、巧たくみに隠された本命の小型カメラも、峻護は驚きよう嘆たんすべき視し力りよくと直感で分け隔へだてなく探り当て、正確に死角を算出し、その間を縫ぬって別館を侵しん略りやくしていく。ターゲットは一年Ａ組女子たちにあてがわれた『白はく鶴つるの間』。順じゆん調ちように行けば、ほどなくして目的を達たつするかに見えた。


　が、十分に警戒していたつもりでも穴があった。監視カメラを警戒するあまり、足元に仕し掛かけられた原始的な罠わなを見落としていたのである。


　ちりん……と、すぐそばで鈴すずの音が鳴った。はっと足元を見やると、ほとんど透とう明めいなテグス糸が一本、廊ろう下かに張はられ、小さな鈴と連れん結けつされているのが見えた。ここに到とう達たつするまでのしばらくの間、監視カメラはすべて天てん井じよう近くに設置されていた。つまりそれは侵入者の注意を上方に向けさせるための細さい工くだったのだろう。単純だが、きわめて狡こう猾かつで効果の高い罠だった。


　鳴なり響ひびいた音は決して大きなものではない。だが罠を仕し掛かけた側にとってはそれで十分のはずだった。侵入前後の状況を通して、峻護は初めて緊きん張ちようを覚えた。まずい。ここは廊下のど真ん中で、身を隠かくせるようなスペースはわずかもない。駆かけ足で近づいてくる気配がふたつ。ちょうど廊下の端はしと端を抑おさえる位置に、今にも誰かが現れようとしている。足音の主が旅館のスタッフのものだと考えるほど、峻護は楽らつ観かん的てきになれなかった。


　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい。


　──が、神はまだ彼を見み捨すてなかった。あわてて視し線せんをめぐらせた先にあった、部屋の名を記す札。その名に聞き覚えがあったのだ。


　峻護の決けつ断だんは早かった。


「お願いします、開けてください！　おれです！　お願いします！」


　ドアに縋すがりつくようにして鋭するどいノックを繰くり返す。こんな時間に部屋の主あるじが起きている可か能のう性せいは低いし、いきなりの訪ほう問もん者しやを招まねき入れる可能性はもっと低い。だがこの時、峻護はよほど幸運の女神に気に入られていたのだろう。ほんの十秒ほどで、寝ぼけ気ぎ味みの声がドアの向こうから近づいてくるのがわかった。


「ちょっと保ほ坂さか、なんですのこんな時間に。今日明日は休きゆう暇かを取っているのですから、仕事の話であれば現場の責任者に──」


　がちゃり、無む防ぼう備びにドアが開いた。事じ情じようを説明しているヒマはない、ネグリジェ姿すがたで目をこすっている生せい徒と会かい長ちようの脇わきをすりぬけて部屋に侵入し、静かにドアを閉めた。


　ほとんど間かん一いつ髪ぱつの差で、ドアの向こうから声が聞こえてくる……。


「おかしいな……たしかにこのフロアだったはずだけど。誰もいませんね」


「ですな。女子生徒の誰かがトイレにでも行って、寝ぼけてこのフロアに入ってきたのかもしれませんな」


「この別館は九割以上ウチの生徒が使ってますけど、一いつ般ぱんの宿しゆく泊はく客きやくもいないわけじゃないですからね。そっちの線もあるかもしれません。……まあしばらく様子をみましょうか。寝ぼけている生徒がいるなら部屋に戻もどしてやらないと」


　お互いに肩をすくめ合っている姿が目に見えるような、男性教きよう諭ゆふたりの声。しばらく廊下に留とどまるつもりのようだし、このままここでやり過すごすしかない──のだが。


「…………」


　ドアに背をもたせ掛かけた姿し勢せいのまま、峻護はそっと部屋の主を見やる。


「…………」


　北ほう条じよう麗れい華かはゆっくりと瞬まばたきしながら状況を飲み込もうとしているようだったが、やがてその表情に一気に理り解かいの色が広がると、


「にっ、二ノ宮峻、どっ、どうし──むぐぅ！」


　反はん応のうを予よ期きしていた峻護は素す早ばやく令れい嬢じようの口をふさぎ、非ひ礼れいとは思いつつも細い両手首まで固こ定ていして動きを封ふうじる。


　てっきり抵てい抗こうして暴あばれると思い、その勢いきおいに備そなえていた峻護だが──令嬢の全身はその瞬間、液えき体たい窒ちつ素そに漬け込んだみたいに硬こう直ちよく。出で来きの悪いセルロイド人形のようにぴくりとも動かなくなってしまった。むろん彼女の心臓はサンバとワルツとポルカを同時に踊おどって大変なことになっているのだが、そこまでは峻護も気づかない。


「先せん輩ぱい……？」


「…………」


「ええと、今から手を放しますが、勝かつ手てながらお願いさせてください。先輩に危き害がいを加えるつもりとかはこれっぽっちもないので、大声とかは出さないでほしいんです。お願いします」


　こくこくこく。


　峻護がセリフを言い終えないうちから激はげしく首を上下させる麗華。この調子だと『リオのカーニバルの格かつ好こうで社しや交こう界かいに出席してください』と要よう求きゆうしてもすんなり頷いてくれそうである。


　少々不安ではあったが、そろりそろりと手を放す。麗華はロボットの動きでカクカクと峻護から離はなれ、「あ……う？　え？　うあ？」意い味み不ふ明めいな音声をくちびるから漏もらしつつ彼に向き直った。


　あんまり刺し激げきしない方がいいかもしれない……そう判はん断だんして口をつぐむ峻護を尻しり目めに、部屋の主は頰ほおをつねったり、何やら聞き取れない声でぶつぶつ呟つぶやいて首をひねったりしていたが、どうやら彼女なりに状じよう況きようを把は握あくしたらしい。暗がりの中でもはっきりわかるほど顔を真っ赤にして、
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「そ、そんな、だって、こんな時間に来るなんて思わないから、せっかく勇気を出して部屋の場所も教えたのに、ずっと待っててもちっとも来ないから、腹はら立だち紛まぎれにベッドで暴あばれてたらいつの間にか寝ねてしまってて、こっ、このネグリジェだって急きゆう遽きよ手に入れてきたフランス製せいで──あああっ？　わたくしったらこんなはしたない格かつ好こうで男性の前に──って、ああでもいいんですわよね、本ほん来らい見せるために着ているんですものね、で、でもっ、もう来ないと思ってたからわたくし、心の準備がまだ──」


　弁べん解かいしたいのか糾きゆう弾だんしたいのか歓かん迎げいしたいのか判はん然ぜんとしない言葉を無む秩ちつ序じよにならべ立てる令れい嬢じようだが、実のところ峻護の耳にはノイズとしてしか聞こえていない。彼の神しん経けいはいま、ドアの向こうにいる教師たちの動どう向こうに集中しているのだ。それに加え大量に摂せつ取しゆしたアルコールのために、機き能のうしている神経自じ体たいが普ふ段だんより大おお幅はばに減げん退たいしていたりもする。でなければいかに緊きん急きゆう事じ態たいとはいえ、こんな時間に女性の部屋を訪ほう問もんするなど彼にできたはずもない。


「誰も来ませんね……我々が来る前に部屋に戻ったのかな？」


「そのようですな……まあ戻るとしますか。そろそろ交こう代たいの時間だし、いいかげんゆっくり休みたいものですよ」


「同感です。いくらボーナスのためとはいえ、この超ちよう過か勤きん務むは正直きついですよ……」


　笑いあう教師たちの気配が次し第だいに遠ざかっていく。どうやら最大のピンチを切り抜けることができたようだ。


「ふう……助かった」


「ですからつまりわたくしは、あなたがどうしてもと望むのならここで契ちぎりを結ぶことも決してやぶさかでは……って、え？　何が助かったんですの？」


「恩おんに着ます先輩。あやうく男を下げるところでした。では先を急ぐので、これで失礼します」


「えっ？　ちょ、ちょっとあなた、それじゃあいったいここまで何をしに──」


　呆あつ気けにとられる令嬢などほとんど目に入っていないかのように峻護は深々とお辞じ儀ぎをし、ごく礼れい儀ぎ正しく部屋を辞じ去きよした。自分の行動が令嬢にどんな期き待たいを抱いだかせるものであるかまるで気づかず、あるいはあまりにいつもどおりに振ふる舞まったがゆえに酔よっ払ぱらっているなどとは露つゆ知しられぬまま、そして夜よ這ばいが目的であれば別にこの部屋を終しゆう着ちやく点てんにしてもいいのではないか、などという考え方には思いも及およばぬまま。


「こっ──」


　同情に値あたいする少女の魂たましいの叫さけびが、旅館全体を震ふるわせるがごとくに響ひびき渡った。


「この時間に女性の部屋を訪たずねておいてそれだけですかあの朴ぼく念ねん仁じん──────っ！」


「…………？」


　長々と尾おを引いたヒステリックな叫さけびを耳に入れてもわずかに首を傾かしげたのみで、峻護は己おのれに課かした任にん務むを黙もく々もくと続行した。ひどい男ではあるが、責せき任にんの半分は彼の体内を浸ひたすアルコールにある。多少は情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちもあろう。


　ともあれ、彼の大たい任にんも終わりが近づいていた。目指す『白鶴の間』は、彼の記憶が確かであればもう目と鼻の先にまで迫せまっている。


（よし、もう一息だ……）


　慎しん重ちような前進を続けつつも峻護の血は沸わき、肉は躍おどった。


　──この時の彼は気づいてなかったのだ。いつにない情熱をもって本来不ふ埒らちであるはずの行こう為いに没ぼつ頭とうしている理由が、友人たちのそそのかしや酒の勢いのせいだけではないことを。それとは別の要よう素そが彼の中に入り込み、彼をここまで駆かり立ててきたことを。





　三階から四階につながる階段を登りきり、壁かべから注意深く廊下に顔を出すと、いよいよ『白鶴の間』は視し界かいに入るはず。


　峻護はそのシミュレーションどおりに行動しようとして──





　旅はた籠ご『翠すい鳴めい館かん』全体を巻き込む大だい規き模ぼな停てい電でんが発生したのは、その瞬しゆん間かんであった。





　　　　＊





（て、停電──っ？）


　部屋を出てそう何歩も行かないうちに突とつ然ぜん視し界かいが闇やみに覆おおわれ、月つき村むら真ま由ゆは他た愛あいもなく動どう揺ようした。


（わわ、懐かい中ちゆう電でん灯とうはどこに──って、そんなものないですよね、ええと消しよう火か器きはどこでしたっけ？　じゃなくて、防ぼう災さいセットはどこにしまってあるんだっけ──）


　お世せ辞じにも突とつ発ぱつ事じ態たいに強いとはいえないサキュバス娘むすめは混こん乱らんのままに右う往おう左さ往おう、だがほどなくして冷静さを欠かく行動の愚ぐを悟さとり、


（落ち着いて、落ち着いて。明かりがなくたって今すぐどうこうってわけじゃないんだから）


　深しん呼こ吸きゆう数回の後、さしあたりの立ち直りに成功した。


　こうして突然の停電に水を差されて落ち着いてみると、自分が何をするつもりだったかに思い至いたって赤せき面めんする。日ひ奈な子こに煽あおられて居いても立ってもいられず部屋を出てきたが……まったく、はしたないにもほどがある。よもや女性のほうから男性の部屋に押しかけようとするなんて！


　自じ戒かいの言葉を何度か呟つぶやいてから、真由は改あらためて自分の置かれた状じよう況きように思いを巡めぐらせ、すぐに血けつ圧あつが低下するのを自じ覚かくした。いったい自分は今、どこにいるのだろう？　北を向いてるのか南を向いてるのかもわからず、それどころか階段を何階上がって何階下りたのかもわからない……自分の現げん在ざい地ちがものの見み事ごとにわからなくなってしまっている。


（うう……な、情けない……）


　ひかえめに言ってもひどい方ほう向こう音おん痴ちで、ひとたび位い置ち感覚を手放してしまうともうお手上げな真由である。まして目の前でナイフを突き出されても気づかないほどの暗闇の中とあっては。


（ひょっとしてわたし……旅館の中で遭そう難なんしてる？）


　我われながら情けなさすぎる話である。深しん山ざん幽ゆう谷こくの中で道を失ったとかいうならともかく、これでは恥はずかしすぎて助けも呼べない。おまけに草木も眠るこんな夜よ更ふけだし、助けなど呼べば周しゆう囲いに迷めい惑わくをかけること大であろう。


（仕し方かたないです、なんとか自力で部屋に戻るしか……）


　残念ながら夜目もあまり利きかない真由は文字通りの手探りで壁かべを伝いながら、ふらふらと頼たよりない足取りで廊下を歩き始める。
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（停電か──？）


　一方、二ノ宮峻護は酔っ払っていても反はん応のうが早い。視界が真っ暗になったコンマ数秒後には全身をこれすべてセンサーのように研とぎ澄すませ、周囲の気配に走そう査さの触しよく手しゆをのばしつつ地を這はうような体たい勢せいを整ととのえ、あらゆる危き機きに対たい処しよできるよう備そなえている。姉から受けた多た岐きにわたる特とつ訓くんの成せい果かであり、彼のこの行こう動どうを見ていればグリーンベレーの精せい鋭えいも舌したを巻くことだろう。


　もっとも、物もの陰かげから正体不ふ明めいの敵が躍おどり出てくるようなことはなかった。見た目どおりに単たんなる停電らしい。


（だが──どうする？）


　状況の急転は峻護に選択を強しいる。これだけ大だい規き模ぼな停電となれば、巡じゆん回かいの教師たちは今まで以上の警戒をもって仕事にあたるだろう。仮か眠みんを取っている教師たちも起きだしてくる可能性が高く、いま行動を起こすのは危険かもしれない。だが同時にこの状況はチャンスでもあった。峻護の目でもまったく視界の利かないこの惣つつ闇やみ、教師たちにとってはなおさら行動の自由を奪うばわれるはず。電源が回かい復ふくするか、あるいは懐中電灯などを用意するまでに、軽い混こん乱らんも発生するだろう。そして何よりこれだけ真っ暗であれば監視カメラも用を為なさない。


　短い逡しゆん巡じゆんの末、峻護は決けつ断だんした。


　改めて周囲をさぐり、動くものの気配がないことを確認してから移い動どう再開。目的の部屋はすぐ手の届とどく位置にある、小こ細ざい工くなしに一直線に突つっ切きって──


「うおっ……！」


　数歩も行かないうちに障しよう害がい物ぶつに激げき突とつ、バランスを崩くずして障害物もろとも床にもんどりうって倒れこんだ。廊下の柱はしらにぶつかったとかではない、明らかに生身の人間の感かん触しよく。一瞬聞こえた小さな悲ひ鳴めいから察さつするに、この階に部屋を割り当てられている女子生徒のひとりか。停電の異い常じようを察さつして廊下に出てきたものかもしれない。


　ほぼ同時、廊下の向こうから教師たちの声が複ふく数すう聞こえた。電源がどうのブレーカーがどうのとささやき合いながらこちらに近づいてくる。


（くそっ──）


　己おのれの気配察さつ知ち能力をののしりつつも迷っているヒマはない、目の前に倒れている（のであろう）女子生徒に腕うでを伸のばして腰こしのあたり（と思われる部位）に回し入れ、軽々と抱かかえて壁かべ際ぎわに身体を滑すべり込ませた。停電前に確認していたところによればそのあたりは清せい掃そう用よう具ぐの置き場所になっていて、わずかながらスペースが空いていたはずだ。


　果はたして峻護の目もく算さんどおり、そこはちょっとしたくぼみになっており、かろうじて人間ふたりを収おさめるだけの容よう積せきは確かく保ほされていた。だが一息つくのはまだ早い、峻護は無ぶ礼れいを承しよう知ちで腕の中の少女の口（があると思われる場所）に手を伸ばし、言げん論ろんの自由を封ふうじた。


　そして彼女が暴れだす前に素す早ばやく告げる。


「お願いだ、声を出さないで。頼む」


　声に滲にじみ出る必ひつ死しさが通じたのだろうか。相手はわずかに身をよじっただけでひとことも発せず、そのまま借りてきた猫のように大人しくなった。物もの分わかりのいい少女で助かった。この子が誰だかは知らないが、あとはこのまま教師たちをやりすごして──


「…………。え？」


　次の瞬間、峻護の心臓が動きを止めた。自分の首くび筋すじに温かい感かん触しよくが絡からみ付いてきたからである。視し界かいがまったく利きかない暗闇の中でも、それが人間の腕の感触であることは明らかだった。


「ちょ、え？　う？」


　狼ろう狽ばいを示しめす峻護を制せいするかのように「シー……」っという音が聞こえた。おそらくは目の前の少女が発した音、たぶん人さし指をくちびるの前に立てて『静かに』のゼスチャーでもしているのだろう。


　声を立てるべきでない状況であることはわかりきっていたので、相あい変かわらず狼狽しつつも峻護は口を閉じた。だが一体なぜ？　どうして彼女の腕が自分の首に回されている？　というかそもそもこの子は誰？


　頭の中が無数のハテナマークで埋うめ尽つくされている峻護を放ほう置ちして、状況はさらに進行する。首を拘こう束そくする二本の腕は艶なまめかしく動どう作さし、まるで峻護を愛あい撫ぶしようとしているかのよう──いや、『まるで』ではなく、どうみても愛撫していた。これだけでも峻護の頭をパンクさせるのに十分なのに、少女の片手は彼の首を拘束する役を解とかれ、はだけた浴衣ゆかたの間から胸元に侵しん入にゆうしてくる。細くやわらかい指先が引き締しまった厚あつい胸むな板いたをいたずらげになぞった。触ふれるか触れないかのぎりぎりの力加か減げん、それでいて決してくすぐったくはなく、あくまでも快かい楽らくをほじくり出そうと意い図とした動き──ぞくぞくと鳥とり肌はだの立つ、えもいわれぬ感かん触しよくが峻護の全身を支し配はいする。さらに追い打ちをかけるがごとく、彼の首筋に温かい吐と息いきがかかった。少女が紡つむぎだすひどく甘い吐息。男の理り性せいをてろてろに蕩とろかす、甘い甘い毒どくの吐息だ。しかも少女はそれだけで飽あき足らず、ぬめった感触を首筋にあてがってくる。そのひどくやわらかくて湿しめり気けを帯おびた感触は峻護の知る限り、くちびる以外のものではありえない。紅べに色いろの食しよく虫ちゆう花かを思わせる感触が首筋を上下し、まるで挑ちよう発はつするかのように嬲なぶり、いたぶってくる。


（おかしい。変だ──）


　峻護は少女の行為にまったく抵てい抗こうできない自分を知り、ようやくそんな自分をいぶかしみ始めた。いつもの自分ならこんなみだらな行為に身をゆだねるなどありえない。無ぶ礼れい非ひ礼れいを承しよう知ちで自分の貞てい操そうを守りきるべく、突き飛ばしてでも相手を拒きよ絶ぜつするはずだ。


　いや、おかしいといえばそもそも、こんなところにまで夜這いをしにきている自分こそがおかしい。吉よし田だや井いの上うえたちの無む念ねんを晴らすという目的を果たすためだけなら、警戒網をかいくぐってここまで侵入を果たせただけでも十分のはずだ。それ以上のことまで付き合う必要はない。なのにどうしてこんなところまで──『白鶴の間』のすぐそばまでやってきている？


　明らかに何か一枚、得え体たいの知れない薄うすい靄もやが、峻護の意い図ととは別に彼の理性を覆おおっている。その靄が理性の働きを鈍にぶらせ、堅かた物ぶつの少年に常つねにない行動を取らせているのだ。決して酔いのせいなどではない。この、酸に漬つけ込んだ物体がゆっくり溶よう解かいしていくように理性が蕩かされていく感覚は──


　宇う宙ちゆうの深しん遠えんと同等の暗闇の中、混こん線せんしまくった頭がようやく結けつ論ろんをはじき出した。そうだ、この感覚をおれはよく知ってるぞ。かつてこの感覚に幾いく度ども理性を絡からめ取られ、おれはモラルとインモラルの狭はざ間まをさんざん彷さ徨まよってきたんだ。


　間ま違ちがいない。


　いま目の前にいる少女は、生せい命めい元げん素そ関かん連れん因いん子し欠けつ損そん症しよう──異い性せいの精せい気きを吸すうことで生命を維い持じしている人種、サキュバス。


　ということは、暗くら闇やみに沈しずんで判はん然ぜんとしないこの少女の正体は──まさか──


　次の瞬間。


　二ノ宮峻護は、彼の記憶にかつてない事じ象しようを、彼の意思によらず経験することとなった。


『くちびる以外のものではありえない』、ひどくやわらかくて湿り気を帯びた感触が──彼自身のそれの上に、そっと重ねられていた。





　　　　＊





「あのう……」


　ひかえめなノックとともに自信のなさげな声が聞こえる。


「ここは一年Ａ組女子の部屋、『白鶴の間』でよろしいでしょうか……？」


「おっ、真由？　帰ってきた？」


　いまだ明かりの戻らぬ部屋を手て探さぐりで横切り、日奈子は友人のためにドアを開けてやった。むろん開けたところでこの暗闇っぷりである、ドアの向こうに誰が居いるのか肉にく眼がんで確かく認にんすることなど不可能だが、


「あっ、日奈子さんですか？　よかった、間違えてたらどうしようと思いました」


　安あん堵どの声は確かに月村真由のものだった。


「いきなりの停電だからねえ……まあとにかく入った入った」帰き還かんを果たした友人に手を差し伸のべ、部屋に迎むかえ入れてから、「で？　首しゆ尾びはどうだった？」


「えっ？　ええと……首尾というのはっ？　何のことですかっ？」


「今さらごまかしたってバレバレだっつーの。トイレに行くとかなんとか言って、ほんとは二ノ宮くんの部屋に行ってみるつもりだったんでしょーに」


「あう……バレバレですか……」


「うむ。で、どうだったん？　ちゃんと二ノ宮くんの部屋に行ってえっちぃことしてきた？」


「そっ、そんなことしませんよ！　わたしはただその、心配というかなんというか、居ても立ってもいられなくなって、それで──」


「はいはいわかったわかった。で、行けたわけ？　行けなかったわけ？」


「うう……それは……」


　闇の中ながら落らく胆たんの様よう子すが目に見えるような声で、


「なにしろ部屋を出てすぐ停電で真っ暗闇だったし、旅館の中で遭難しかけるし、どうにかここまで戻ってくるのが精せい一いつ杯ぱいで、それだってわたしにしては奇き跡せき的てきに早く戻ってこれたほうだと思ってて──」


「そりゃまあ、そうか。あんたが出てってから何分も経たってないしねえ。けっきょく二ノ宮くんとなーんにもできなかったどころか、会うことさえできなかったってわけね」


「ハイ……」


　がっくり肩を落とす落らく伍ご者しやの頭を「おーよしよし」と撫なでながら、日奈子は一転して眉み間けんにしわをよせ、


「それにしてもつまらん。もうそろそろ朝になるってのに、誰ひとりとして男子が遊びにこないじゃんか。まったくフニャチンどもめ。ええいこうなったら──」


　がさごそと自分のカバンをあさり始めた。いまだ睡すい魔まに身をゆだねる気のない同部屋の面めん々めんが「なんだなんだ」と注目する中（といっても闇やみ夜よにカラス状じよう態たいだが）、日奈子は部屋の真ん中で仁に王おう立だちになり、


「静まれ静まれぃ！　ここにおわすお方をどなたと心こころ得える！　恐おそれ多くも先の副ふく将しよう軍ぐん、伏ふし見みで醸じよう造ぞうした純じゆん米まい大だい吟ぎん醸じよう酒しゆにあらせられるぞ！　ひかえおろう！」


　おお～、とどよめきが起こり、下しも々じもの民は支し配はい者しやの周りに平へい伏ふくした。どういうノリなのかいまいちわかってない真由はしばらくきょとんとしていたが、数テンポ遅れてあわてて周しゆう囲いにならう。


　日奈子はこほんと咳せき払ばらいし、


「えーと、このままじゃなんか不ふ完かん全ぜん燃ねん焼しような気がするので、お土産みやげにするつもりだったこのお酒を提てい供きようします。みんなでガツンと飲んでフテ寝しちゃおーぜ？」


「おっけー！　そうしよそうしよ！」


「あ、それだったらあたし、お土産にするつもりだった京都限げん定ていのおっとっとを提供するよん！」


「じゃ、あたしはさっき買った八やつ橋はしをおつまみに出す！」


「いや、ていうか八つ橋でお酒とかありえなくない？」


「もう何でもいいから飲んじゃえ飲んじゃえ！　今のうちに験げん直なおしして、明日また思いっきり楽しみましょっ！」


　おおう！　と鬨ときの声があがり、あわあわとうろたえる真由の前にも美酒を満たしたコップが回され、『白鶴の間』は時ならぬ夜明け前の大だい宴えん会かいへとなだれこんで──


　転てん瞬しゆん、まるで宴うたげの始まりを告げるかのように電源が回かい復ふくし、部屋の中に絞しぼった明かりが戻ってくる。
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　それ自体が生き物であるかのように動く舌が、ぬるり、とくちびるの間を割わって侵入してきたその瞬間。峻護のすべてがトんだ。


　いや、かろうじてこらえた。目の前にいる女をかき抱いだこうと、精せい根こん果はてるまで味あじわい尽くそうと伸のばした両腕は、相手の肩にそえられたところでなんとか止まってくれた──否いな、むしろ止まってしまったというべきか。本来ならそのまま彼女を引き離はなすべく動かねばならない二本の腕は、石になってしまったかのようにぴくりともしない。その間にも少女の舌はやさしく、しかし執しつ拗ように──あるいはまた甘かん美びに、それでいて毒の味をもって、峻護のそれを蹂じゆう躙りんしてくる。


　もはや立て直しようのないほどに峻護は混こん乱らんしていた。今の彼はただ必死に、反はん射しやに近い心しん理り的てき作さ用ようで、最後の一いつ線せんを越こえぬよう踏ふみとどまることしかできぬ木で偶くにすぎない。淫魔サキユバスの魅み惑わくに指の先まで絡からめ取られた今となっては、もはや抗あらがう術すべなど皆かい無むだった。


　と、不ふ意いに。半はん透とう明めいの糸を引いてくちびるが離れた。わずか、峻護の理性のはたらきを阻そ害がいしていた靄が晴れる。だがそれは獲え物ものを解かい放ほうするための行動ではなかった。ひび割れた貞てい操そうの堤てい防ぼうに決けつ壊かいをうながすための予よ備び行動に過ぎなかったことを、彼はすぐに知ることとなる。


　ふたたび両腕が首の裏に絡められ、少女が甘い香かおりを漂ただよわせながら顔を寄せてくるのがわかった。


　そして峻護の耳元でぴたりと停てい止し。


　か細く、それでいて情じよう欲よくに濡ぬれそぼった熱い声で、少女はとどめのひとことを放った。





　おねがい





　と。


「────！」


　効こう果かは絶ぜつ大だいだった。ひとこと、たったのひとことで、死しに物もの狂ぐるいでしがみついていた理性の切きれ端はしも塵ちりとなって消えた。理性どころか意識すら吹き飛びそうな勢いで何かのタガがはずれ、峻護は獲物を抱だき寄せた。相手が小さな悲ひ鳴めいをあげるほどの力強さで。


　そのまま少女の哀あい願がんに応こたえるべく、一いつ切さいの迷いなく、先ほど少女がしてきたのと同じように、自分の意志をくちびると舌で表現するべく顔を近づけて──


　刹せつ那な。暗黒一色に塗ぬりつぶされていた視界に、彩いろどりがよみがえった。


「あ──」


　廊下に明かりが戻っている。ようやく停電が直ったのか、などとのんきに感想を漏もらすことはむろん不ふ可か能のう。黒から白へ、無から有へ──唐とう突とつなその変化が冷や水をあびせる役を果たし、峻護を一いつ気きに青ざめさせた。おれは──おれはいったい今、なにをしようとしていた？


　現実感覚がよみがえってくるにつれ、峻護は窒ちつ息そく寸すん前ぜんの金魚のように呼こ吸きゆうをつまらせる。だが少年の受じゆ難なんはそれだけにとどまらない。つ、と抱きかかえている少女に視線を落とした時、彼の世界は音を立てて凍こおりついた。


「そんな──」


　混乱を極きわめていたはずの意識がさらに輪わをかけて混乱する。


　最後まで踏みとどまっていた理性的思し考こうで、自分はこう判はん断だんしていたはずだ。貞操意識の固さでは人じん後ごに落ちないこの二ノ宮峻護を籠ろう絡らくしうるのは、サキュバス以外にありえないと。だが彼の周囲に存そん在ざいするサキュバスなど、片手の指でも余よ裕ゆうで足りるほどの数しかおらず、ましてや今この場に存在しうるサキュバスといえば二人しかありえず──


　なのに。そのはずなのに。


　自分が間半髪のところで不埒な行為に及およぼうとしていたのは──彼の貞操意識を不ふ可か抗こう力りよくの魅惑で蕩けさせ、誘惑の陥かん穽せいにおとしいれたのは──


「残念です。もう少しだったのに」


　一年Ａ組のクラスメイトにして修しゆう学がく旅りよ行こう実じつ行こう委い員いんの相あい棒ぼうである少女が。


　ぺろりと舌を出し、メガネの奥の瞳ひとみを無む邪じや気きに、そして妖よう艶えんに揺ゆらしていた。


「お、奥おく城しろさん……？　え？　あれ？　で、でもサキュバスのはずで……えええ？」


「峻護さん」


　ふたたび惑わく乱らんのどん底に落ち込もうとする峻護をたしなめるように、


「停電の後に電源が回復したとなれば、何なに事ごとか異い常じようが残っていないか確かめるためにも先生方が各階を巡回にくるでしょう。お部屋に戻るのであれば今のうちに」


「うあ……た、確かにそうかもだけど……あ、あれ？　奥城さん……だよな？　あれ？　なんで？　どうして？」


「峻護さん。迷っている時間はありませんよ？」


　峻護のよく知る奥城いろりの顔と声で目の前の少女がたしなめ、同時に廊下の端はしで誰かの気配が湧わくのを感じた。確かに迷っている場合ではない。状況が急転した今、夜よ這ばいの現げん行こう犯はんでひっ捕とらえられたくなければ長なが居いは無む用よう。すぐにこの場を離れなければ。


　ひらひら手を振ふってくるいろりにどんな声をかけるゆとりもなく、峻護は一いつ散さんに駆け出した。いったい何が起こり、これから何が起ころうとしているのか、何ひとつ自じ覚かくしえないまま。





　　　　＊





　この夜、別館『泉水』に侵入を果はたした唯一の少年の姿が暗がりに消えるのを見み届とどけると、奥城いろりは掃除用具入れのスペースから抜け出し、浴衣ゆかたについたほこりを払はらった。


「うふ……かわいいひと」


　先ほど思う存ぞん分ぶんに吸すい尽つくした味を反はん芻すうするかのように指を下した唇くちびるに当て、淫いん靡びな、それでいてあどけない微び笑しようを浮かべる。しかしすぐにわずらわしげな、苛立たしげな仕し草ぐさで長い黒髪をかきあげて、いろりは廊下を歩き出した。


　巡回に出ている教師たちの気配を避さけて彼女が向かうのは、一年Ａ組女子の寝しん所じよたる『白鶴の間』ではない。別館『泉せん水すい』のエントランスを出て本館に入り、間かん接せつ照しよう明めいのともる館内を進んで地階フロアに向かう。一歩ごとに表情から喜き怒ど哀あい楽らくを消しながら。


「…………。誰？」


　途と中ちゆう、人影があった。


　その人物の姿と固こ有ゆう名めい詞しを合がつ致ちさせても、いろりは表面上つとめて平へい静せいをよそおった。


「はじめまして──でいいわよね？　こっちで会うのは初めてだし」


　廊下の壁にもたれる格かつ好こうで、その少女が先に口を開いた。


　華きや奢しやでしなやかな手足、釣つり目がちで強い光を放つ瞳ひとみ。


　北条コンツェルン次じ期き総そう帥すいにして神宮寺学園生徒会長、北条麗華。


　──と、呼ばれるはずの人物だ。


「…………」


　つかみどころのない、どこか退たい廃はい的てきなものを思わせるそのまなざしと視線を交わしあった数瞬の間に、いろりはいくつもの事実を悟さとった。


「……なるほど、やはりあなたも神かむ戎いですか。二ノ宮涼りよう子こさんと月村美み樹き彦ひこさんのあなたへの扱あつかいからして、そうだろうとは想像してましたが──それにしても奇き妙みような発はつ現げんの仕し方かたですね。神戎と呼べそうなのは裏のほうのみ、と」


　麗華の姿をした誰かは人を食った微笑を作り、肩をすくめるのみ。


「それで？　何の御ご用ようですか、北条麗華さん」


「単にあいさつがしたかっただけよ、奥城いろりさん──ああ、央おう条じようの末まつ裔えい、と呼んだほうがいいのかしら？」


「お好きに。用がそれだけならこれで失礼します」


　会え釈しやくすらせず、今は関わる気のないご同どう類るいのそばを通り過ぎようとして、


「じゃあひとことだけ。奥城さん、あなたがたの狙ねらいは北条麗華ではなく二ノ宮峻護と月村真由でしょうから、わたしは今のところ傍ぼう観かんするだけ。せいぜい楽しませて頂ちよう戴だいね」


「…………。あなたは二ノ宮と月村の立場に近いと思っていましたが」


「いちおう忠ちゆう告こくはしたわよ、縁えんも義ぎ理りもない相手というわけではないし。でもその後のことまでは知らないわ。わたしはわたしの好きなようにやる──それじゃあね、おやすみなさい」


　言い残し、つかみどころのない北条の末裔は壁から背せを離した。それを見届けもせず、いろりもまた先を急ぐ。


　たどり着いたのは、ＣＬＯＳＥＤの札ふだが掛かかったナイトラウンジ。薄うす明あかりの漏もれてくる奥に進むと、バーカウンターに座っていた少年が来客に目を向けた。


「どうやった？　首しゆ尾びは」


　いろりはチェアに腰をおろそうとせず、少年からいくらか距離を置いたまま、


「ほんの少しやけど、二ノ宮峻護の精せいを吸すいました。確かく信しんは持てんけど……『神しん精せい』の可能性は高い思います」


「ほうか……くく……」


　少年──奥城たすくは、貴き公こう子し然ぜんとした面おも立だちに似あわないくぐもった笑声を立てると、


「ようやっと隙すきを見せよったか。媚び薬やくがうまいこと効きいたようやな」


「『千せん癒ゆ丸がん』おすか？　央条に代々伝わる秘ひ薬やくやなんや知らんけど、あんなもん大して当てになりまへん。二ノ宮峻護を落とせたのは、小こ細ざい工くがたまたま当たって、運も味み方かたしたから。それだけのことやおまへんか？」


「ふん……まあええ。これでいよいよ逆転の目が見えてきたんやしな。鬼きノの宮みやと継つぎ群むらがほえ面づらかく姿が目に浮かぶで……くく……」


「…………。ほな、うちはもう寝さしてもらいますわ」


「待ちィや。ちと付き合え」


「…………」


　いろりは無む言ごんのまま命めいに従したがい、チェアに腰を下ろした。


　たすくは少女の肩を抱だき寄せ、下からのぞきこむようにして、


「そんで？　二ノ宮峻護の味はどうやった？　うまかったか？」


「別に。普通やったわ」


「ふうん？……いろり、まさかおまえあの男に気ィあるんとちゃうやろな？」


「ありまへん」


　即そく答とうした。声も表情も、いつもどおりに振ふる舞まえたと思う。


「……そんなことより月村真由のほうはどうなっとりますの？　ちゃんと明日までに確かめられるん？」


「言われんでもわかっとる。もうすぐや」


　たすくは忌いま々いましげに手にしたグラスの中身を一いつ気きに飲み干ほし、


「それにしてもあの女、妙みような気の外し方しよる。俺の『煽あおり』をなかなか受け付けよらん。わざとなのか天てん然ねんなのかしらんが……あるいは継群独どく特とくの仕し手てなんかもしれんな。神戎のくせに男性恐きよう怖ふ症しようとかいうし、なかなか一ひと筋すじ縄なわではいかんわ」


「ふん。口ほどにもない──」


　つい、言葉にトゲが混まじった。反応は激げき烈れつだった。


「あぅ──！」


　髪かみをつかまれてチェアから引きずり下ろされ、そのまま片手一本で宙ちゆう吊づりにされる。まるで人形でも扱あつかうように軽々と。


「いろり。いまだに自分の立場がわかっとらんようやな」


　見た目に似合わぬ膂りよ力りよくを見せ付けながら、たすくがくちびるの端はしをつりあげる。零れい落らくしたとはいえこれが神戎十じゆつ氏し族ぞくの一、京都に本家を置く央条家直ちよつ系けいの、常じよう人じん離れした力。彼らの恐るべきは何も、このラウンジから部ぶ外がい者しやを締しめ出したり、好きな時に全館のブレーカーを落とさせることのできる影えい響きよう力りよくだけにとどまらないのだ。


「一族の末まつ席せきにかろうじてぶら下がっとったおまえを本家の養よう子しにまで取り立て、奥おく城しろを名乗らせたっとるのは誰や？　乞こ食じきも恥はじらうような貧びん乏ぼう暮ぐらしをしてたおまえをここまで救ってやったのは誰や？」


「…………っ」


「答えんかい」


　たすくが手首をひねると、ぶちぶちと音を立てていろりの頭髪が千ち切ぎれていく。その激痛に彼女は屈くつした。


「た、たすく……様、です」


「そのとおりや。もう一度訊くで？　おまえの主人は誰や？　おまえが絶ぜつ対たい的てきに従うべき唯一の男は誰や？」


「あ、あなたです、たすく様……っ」


「くく……そうや。ええ子やで、いろり」


　たすくの顔には舌なめずりせんばかりの喜き悦えつがあふれ、逆にいろりの表情は、暴ぼう力りよくと権力にひざを折おった屈くつ辱じよくにまみれてゆがんだ。その姿は十分に支し配はい者しやの嗜し虐ぎやく心しんを満たし、それ以上に彼の中の獣けものを煽あおった。


　片手で行われている虐ぎやく待たいとは裏うら腹はらなやさしさで、たすくのくちびるがいろりのそれをついばみ、すぐにそれ以上のことを激はげしく求めてきた。いろりは、抗あらがわなかった。




[image: ]


　この日、列れつ島とうは夏か季き特とく有ゆうの強い高こう気き圧あつにすっぽり覆おおわれ全国的に晴せい天てん、降こう水すい確かく率りつはずばり０パーセント。誰だれのご利り益やくなのかはさておき、修しゆう学がく旅りよ行こう二日目も引きつづき絶ぜつ好こうのロケーションに恵まれそうである。


　老し舗にせ旅はた籠ご『翠すい鳴めい館かん』をぐるりと囲む林には早朝の清せい浄じような大気が満ち、朝日が差し込む木立の間を野や鳥ちようたちが思い思いにさえずりながら渡り──こんなすがすがしい朝には淹いれたての紅茶と焼きたてのパンをテラスに並べ、優ゆう雅がな朝食ブレツクフアーストとしゃれ込むことができるなら最高なのだろうが、むろん神じん宮ぐう寺じ学がく園えんのさわがしい生徒たちはそんなエレガントさと無む縁えんである。


　寝ね不ぶ足そくのところを叩たたき起こされ、連れん行こうされた食堂で味み噌そ汁しると白米の朝あさ食めしをブロイラーのように流し込んだ彼らは今、最さい低てい限げんの手て荷に物もつだけを持ってぞろぞろと大だい駐ちゆう車しや場じように向かっているところだ。そこでの全体ミーティングを済ませた後は各かく自じ散さん会かい。本日夕方六時まで、神宮寺学園の一年生たちは晴れて自由の身となる。


「……俺は大食堂で一ひと晩ばん中じゆう正せい座ざだったよ」


「……こっちは反はん省せい文ぶんを原げん稿こう用よう紙しに二十枚だ。二十枚も何を書けっていうんだよ」


「……俺なんて旅館の便べん所じよ掃そう除じだぜ？　意味わかんねえ！」


　大駐車場に向かう列のあちこちから聞こえてくるそんな声は、夜よ這ばいの成功を夢見てあえなく散ちっていった勇者たちの懲ちよう罰ばつ自じ慢まん（？）であろう。彼らの表情は一いち様ように疲ひ労ろうの色を濃こく浮うかび上がらせながらも、己おのが全力を尽つくした充じゆう実じつ感かんと達たつ感せい感かんに満ち満ちていた。


「よう、調ちよう子しはどうだ二にノの宮みや？」


　となりに並んできた吉よし田だが峻しゆん護ごの肩に腕うでを回しながら、にやりと笑う。


「ちなみに俺は最悪だ。夜這いを主しゆ導どうした罪つみは重いとかなんとか言われて、別べつ館かんの廊ろう下かをぜんぶモップがけしたうえにワックスまでかけろとか言われた。ぜったい無む理りだと思ったから適てき当とうに手抜きしといたけどな」


「俺だって負けちゃいねーぞ」


　と、吉田とは反対側から肩を組んでくる井いの上うえ。


「厨ちゆう房ぼうのコックを手伝って、自分たちが食う朝食の仕し込こみをしてこいとか言われた。教師ども、罰ばつゲーム考えるのがめんどくなったのかしらねーけどさ、最後の方は適てき当とうなこと言ってなかったか？　おかげでジャガイモの皮の剝むきすぎで手首が痛いてえ」


「そうか。大変だったな」


　峻護は簡かん潔けつながら気持ちのこもったねぎらいの言葉をかけてやった。このはた迷めい惑わくな同級生たちの気づかいが、今なら少しはわかる。


「それで二ノ宮よ」吉田がコホンと咳せき払ばらいして、「夜会は楽しめたか？」


「そうだな……」


　イエスかノーではなく、峻護は別の表現で答えを口にした。


「監かん視しの目を出し抜いて別館『泉せん水すい』の潜せん入にゆうに成功した。そのあとはいくつかのアクシデントがあって思うようにはいかなかったが──『白はく鶴つるの間』の前にまではたどりついた、とだけ言っておく」


「おおう？」


　吉田と井上はお互たがいに顔を見合わせ、やがて百点満点をとってきた落らく第だい生せいを前にした教師のように破は顔がんすると、


「よくやった。どうやら俺たちの意い図とを正確に汲くんでくれたようだな」


「いやはやまったくだ。おまえのあげた戦せん果かは英雄の名に値あたいする。あとで裏実行委員から顕けん彰しようしてやるからな」


「いいよ、やめてくれ。そんな誇ほこれるようなことは何もしていない」


　事じ実じつ、褒ほめられるようなことをしたとは思っていない峻護だった。潜入の成功はあくまでも吉田や井上をはじめとする裏実行委員たちの、身を捨すてたお膳ぜん立だてがあったからこそである。そもそも夜這いという行こう為い自体が、世せ間けん一いつ般ぱんの常じよう識しきに照てらして大きく逸い脱だつしていることは言うまでもなく、たとえ一夜限りのこととはいえ顕彰などされるわけにはいかないだろう。


　そしてそれ以上に、吉田と井上には話さなかった昨さく夜やの出で来き事ごとが彼の心理を掣せい肘ちゆうしているのだ──


「あの、二ノ宮くんっ」


　と、その時。背後から峻護を呼び止める聞きなれた声。


　吉田と井上が「おっ？」という顔をつくるや、峻護の肩に回した腕をぐいっと引き寄せて、


「おまえの戦果に免めんじてここは引いてやろう。せいぜいうまくやれ」


「うまくいったら報告くらいしろよ」


　短く激げき励れいし、別の話題の輪わの中に入っていった。


　峻護は同どう居きよ人にんが追いついてくるのを待ちつつ、表情が不自然にならないよう入にゆう念ねんに確かめてから後ろを振ふり向き、


「やあ月つき村むらさん。おはよう」


「おはようございます！　今日もいい天気ですねっ」


　にっこり、今まさに東の空に昇のぼっている朝日のような笑顔をみせる真ま由ゆ。その笑顔は常であれば百万ドルの価か値ちをもつそれとなって峻護のハートに一いつ直ちよく線せんだったのだろうが、残ざん念ねんながら彼女の目元は所しよ有ゆう者しやの意い思しを大きく裏うら切ぎっていた。


「月村さん、隈くまができてるけど……寝不足なの？」


「あうっ。や、やっぱりわかりますか……できるだけ隠してはきたんですけど……」


　目元に手を当ててしょんぼりしながら、


「けっきょく朝まで騒さわいでたから、ほとんど寝てないんです。日ひ奈な子こさんたちは完全な徹てつ夜やだったから、もっとひどいことになってると思いますけど……」


　言われて周囲に目をやってみればなるほど、日奈子をはじめとする一年Ａ組女子の面めん々めんは、朝を迎むかえて墓はか場ばに戻もどるゾンビのような様よう相そうで列に混まじっている。お疲れさま、と心から言いたい。


「あ、あのっ、ところで！　今日の自由行動のことなんですけどっ！」


　うつむいていた真由が不ふ意いに声のトーンをかき乱みだして、


「もしも他に予定がなかったら、ぜひわたしと──」


「あら二ノ宮さん。おはようございます」


　絶ぜつ妙みようのタイミングでさえぎったのは、いつの間にか近づいてきていた黒くろ髪かみの少女。


「今日もいい天気ですね。楽しい修学旅行になりそうです」


「あ、ああ、うん、楽しい修学旅行になりそうだ。おはよう奥おく城しろさん」


　気を抜いていたところの奇き襲しゆうにあえなく狼ろう狽ばいする峻護。彼女に会ったらつとめて普ふ段だんどおりに振ふる舞まうつもりだったのだが、彼の顔がん面めん神しん経けいは最悪のタイミングでサボタージュに突とつ入にゆうしたらしい。表情をできるだけ笑顔に近づけようとするのだが、目じりもくちびるの端はしも細かく痙けい攣れんして言うことを聞かず、結けつ果かとして便べん意いを何時間もこらえているかのような顔にしかなってくれない。


「全体ミーティングが終わったら」いろりは峻護の不ふ審しん者しやっぷりにもまるで動どうぜず、「わたしたち修学旅行実行委員は学年主しゆ任にんのところに集合して、緊きん急きゆう時じの連れん絡らく網もうの確認。その後はわたしたちも自由行動となります」


「ああそうか、うん、そうだな。よろしくたのむよ」


「ところでその自由行動ですが。二ノ宮さん、よろしければわたしといっしょに京都を回りませんか？」


　真由が乗り越こえるのにさんざん苦労した壁かべを、いろりは紙でも破やぶるように易やす々やすと突とつ破ぱしてのけた。


「じ、自由行動を、い、いっしょにっ？」


「はい。わたしと二ノ宮さんのふたりきりで。じつはわたし、実家が京都なのです。穴あな場ばをたくさん案内してあげられると思いますけど」


「実家が京都？　そ、そうなのか──いやそうじゃなくて！　自由行動をふたりきりでとか言われてもおれのほうにもいろいろ都つ合ごうというものが──」


「もちろん」


　絶ぜつ妙みようの呼こ吸きゆうで峻護の言葉をさえぎり、いろりは彼の耳元にすいっと口をよせて、


「昨日の夜はあのようなことまでなさったんですもの。まさかお断ことわりにはならないと思いますけど……ね？」


『あのようなこと』のあたりで思わずくちもとに手をやってしまう峻護。単なる思い過すごし、あるいは幻げん覚かくの類たぐいであればいいと希き望ぼうしていたものが、たったひとことで粉こな々ごなに打ち砕くだかれた瞬間である。


「二ノ宮さん。このようなところで立ち止まっていては他のみなさんの迷惑になりますよ？　ミーティングにも遅れますし、先を急ぎましょう」


　言って、自然な所作で峻護の腕に自分のそれを絡からめてくる。


「わっ、ちょ、奥城さん！　人前でそういう真ま似ねは──いや、人前じゃなくてもだけど、とにかくもっと離はなれて──」


「どうぞ、いろりとお呼びください」


「い、いや、しかし──」


　いろりはにこにこと、しかし有う無むを言わせぬ口く調ちようで、


「どうぞ、いろり、と。せっかくですから呼よび捨すてで」


「………………………………。い、いろり」


「はい。よくできました。では参まいりましょうか、峻護さん」


　ほがらかな笑顔でうなずくと、ほとんど茫ぼう然ぜん自じ失しつの峻護をつれて悠ゆう々ゆうと歩き始める。すぐそばにいる真由を路ろ傍ぼうの小石のように黙もく殺さつして。


「…………」


　あとには完かん全ぜん無む比ひに茫然自失の真由が取り残され、


「やあ月村さん、おはよう」


　後ろから貴き公こう子し然ぜんとした少年・奥城たすくが話し掛かけてくるのにも気づかない。


「昨日の話、考えてくれたかな？」


「…………」


「？　おーい、月村さん？」


「…………」


　ややあって振ふり向いた彼女の顔は青白く、ほとんど泣き出す寸すん前ぜんの子供のように見えて──それはたすくをして同情させるほどの、敗はい北ぼく者しやの顔だった。





　　　　＊





「…………。ちょっと。なんなのあれ。どういうこと？　聞いてませんわよ」


　翠すい鳴めい館かんの敷しき地ち内ない、神宮寺学園の生徒たちの列からはやや離れたところの柱はしらの陰かげで。


　この場にいる神宮寺学園の生徒の中で唯ゆい一いつ、修学旅行に参加していない少女が、双そう眼がん鏡きよう片かた手てにうめき声をあげていた。


「月村真由が袖そでにされるだけならいい気き味みですが……いったい何者なのですあの女？　なぜ二ノ宮峻護とべったりくっついていますの？」


「さあ……誰でしたっけねえ？」


「誰でしたっけね、じゃありません」


　爛らん漫まんな笑顔でそばに控ひかえている付き人少年・保ほ坂さかにぴしゃりと言い放ち、


「分からないのならさっさと調べなさい。あらゆる意味で不ふ本ほん意いながら二ノ宮峻護はわたくしの職しよく務む上じようの同どう僚りようでもあり、その身に何か異い変へんがあるのは不都合なのです。むろんこれはあくまでも同僚としての気づかいであることは言うまでもなく、本来であれば二ノ宮峻護などはわたくしにとって──」




[image: ]


「はいはいわかりました。じゃ、ぼくは言われたとおり調べものしてきますから」


　不ふ敬けいともいえるざっくばらんな態たい度どで身を翻ひるがえした保坂を咎とがめるのも忘れ、令れい嬢じようは『得え体たいの知れぬ女』に鋭するどい視し線せんを向ける。


「なんだか……妙みような感じですわね。胸むな騒さわぎというかなんというか……何なに事ごともなければいいのだけど」


　付き人がそばにいたとしても聞こえなかっただろうほどのちいさな声で、令嬢は呟つぶやいた。彼女にしてはめずらしく、幾いく重えもの陰いん影えいに彩いろどられたまなざしで。





　　　　＊





　こうして波は乱らん含ぶくみの修学旅行二日目が、不ふ吉きつな音ね色いろで開かい幕まくのベルを鳴らした──






　あとがき







作者「はいっ、というわけで始まりました、『ご愁しゆう傷しようさま二にノの宮みやくん』第六巻のあとがきです。ほらほら君たち、自じ己こ紹しよう介かいして」


真ま由ゆ「えっ？　あ、はい、わかりましたっ。──は、初めまして、月つき村むら真ま由ゆです、よろしくお願いしますっ」


麗れい華か「北ほう条じよう麗華ですわ。どうぞよろしく。……って、言われるままに自己紹介いたしましたが、いったいこれはどういうことか説せつ明めいしていただけるかしら？」


作者「ん？　いったい何を説明せよというのかね？」


麗華「いきなり呼よび出されて来てみれば、ここは本ほん編ぺんではなくあとがきのページなのでしょう？　どうしてわたくしや月村真由が出で張ばってこなければならないのです？」


真由「麗華さんの言うとおりですよっ。そもそも『二ノ宮くん』シリーズのあとがきって、毎回おなじパターンで始まってましたよね？　そのほうが楽できるからって言って。なのに、せっかくのパターンをここで崩くずしちゃっていいんですか？」


作者「ぜんぜんオッケー。というか、毎回おなじパターンで始めるのはかえって不ふ自じ由ゆうだったりする、ということに気づいた」


真由「あう……」


作者「それに加えて、今回はひどく深しん刻こくな事じ情じようがあってね……」


真由「その事情というのは？」


作者「うん。実は今回、『ページが余ったからあとがきを最低でも十ページ以上は書け』という、担たん当とう様さまからのきつーいお達たつしがきてるんだ。元もと々もとあとがきを書くのが苦手な私のことだ、普ふ通つうにあとがきを書いてたらとてもじゃないけど十ページ分も文字を埋うめられない。そこで君たちの出で番ばんとなったわけさ」


真由「？　作者があとがきを書くのが苦手なことと、わたしたちがあとがきに出てくることと、どんな関係があるんです？」


作者「ばかだな君は。君たちふたりと会話のやり取りをしていれば何かと間まが持つし、現げんにこうして着ちやく々ちやくとあとがきのページが埋まっていってるじゃないか。それにこの小説のダブルヒロインたる君たちがあとがきに出しゆつ演えんしていれば、読者様としても決して悪い気はしないはずだろう、という緻ち密みつな計算もある」


麗華「つまりわたくしたちは、あなたの極きわめて個人的な都つ合ごうによってこの場に登とう場じようさせられているというわけですか……職しよつ権けん乱らん用ようもここに極きわまれり、ですわね」


作者「まあそう言わないでくれたまえ。この業ぎよう界かいにおいては自キャラをあとがきに出すのはひとつのお約やく束そくである以上に、ある種しゆの通つう過か儀ぎ礼れいでもあるんだ。この儀式を済ませねば私はライトノベル作家になったとは胸むねを張はって言えないし、ひいては私によって生み出された君たちもまた、キャラクターとしての存そん在ざい意い義ぎを完かん全ぜんに確かく立りつしたとは言えないという理り屈くつになる。納なつ得とくしたかね？」


真由「……すいません、あまり納得できないです……」


麗華「詭き弁べんにすらなってなっていませんわね。……けどまあよろしいですわ。こんな男でも生みの親、救いを求められれば手を差さし伸のべてあげるのもやぶさかではありません」


作者「おお、さすがは私の脳のう内ないより生せい誕たんしたキャラクターだけのことはある。たいへん物もの分わかりがよくて助かるというものだ」


麗華「それはどうも。ですがわたくし、何も無む償しようであなたを助けてあげようとしているのではなくてよ？　あなたには言いたいことが山ほどあるのです。これを機き会かいに正式な抗こう議ぎをさせていただきたいと思いますわ」


作者「むう、抗議とはいったい……？」


麗華「知れたこと。ドラゴンマガジン本ほん誌しの連れん載さいにわたくしの出番が一いつ切さい回ってこないことについて、納得のいく説明を聞かせていただこうじゃありませんか」


作者「うっ。そ、それは……」


麗華「さあどうなのです？　あなたの言う『ダブルヒロイン』の片かた割われたるわたくしを連載に一度も登場させず、月村真由ばかりを出すのはなぜ？　この不ふ条じよう理りについて納得のいく理由を聞けるのであればおとなしく引き下がりましょう。ですが万まん一いちにも納得いくだけの理由がなければ……わたくしにも考えがありましてよ？」


真由「ここで、ドラゴンマガジンのことについて知らない読者の方にご説明させていただきます♪　『ドラゴンマガジン』はファンタジア文ぶん庫こでおなじみの富ふ士じ見み書しよ房ぼうが発はつ行こうしている、月刊の小説誌です。『ご愁傷さま二ノ宮くん』はもちろん、富士見書房が誇ほこる人にん気きシリーズの連載も充じゆう実じつしています。発売日は毎月の月末。みなさんぜひお手に取ってみてくださいね[image: ]」


麗華「……ちょっと月村真由。唐とう突とつで必ひつ然ぜん性せいのない宣せん伝でんなどで貴き重ちようなページを埋めないでいただけますこと？」


真由「うう……だって、作者さんから『ここでドラゴンマガジンの宣伝をして場を取り持て。できるだけ可か愛わいらしく、読者様に媚こびを売りつつ、だ。言うこときかなければお前の出番を減へらす』というブロックサインが……」


麗華「アホな作者のアホな妄もう言げんに盲もう従じゆうするのはおよしなさい。この男、甘あまやかすと際さい限げんなくつけあがりますわよ？」


作者「あっはっは、生みの親に向かってひどい言いい草ぐさだなあ」


麗華「敬けい意いを払はらってもらいたければ、それに見み合あうだけの何かを行こう動どうで示しめしなさい。……それで？　わたくしの質しつ問もんに対する答えはどうなのです？」


作者「うーん、どうしても答えを聞きたいかい？」


麗華「むろんですわ」


作者「……実は、君よりも真由のほうがはるかに人にん気きがあって……ゴニョゴニョ」


麗華「……！　そ、それは事じ実じつですのっ？　月村真由よりは読者受けはいいだろうと、わたくし自じ負ふしておりましたのに！　どうしてこんな、胸の大きさだけが取とり得えの能のう無なし小こ娘むすめにわたくしが人気の点で劣おとらなければならないのです！」


真由「……麗華さん、何なに気げにひどいこと言ってませんか？」


作者「まあまあ落ち着きたまえ、今のはほんの冗じよう談だんだ。本当の理由はね、ファンタジア文庫の編集部内での君の評ひよう判ばんがすこぶる悪くて……ゲフンゲフン」


麗華「えええっ？　そ、そんな──わたくし、編集部の方々に何かイメージ悪くなるようなことしたかしら……！」


作者「まあ今のもほんの冗談だ。真実のところはだね、作者であるこの私が麗華を書かくことに飽あき始めて──」


麗華「な、なんですってこの薄はく情じよう者もの！　自分で生み出したキャラに対してなんて無む責せき任にんな──この！　この！」


作者「あっはっは、やめたまえよ麗華くん。そんなにものすごい力で首をしめられたら、うっかり死んでしまうではないか」


真由「麗華さん……いいようにもてあそばれてますね……」


作者「まあ冗談は本当にこのくらいにして。北条麗華よ、ドラゴンマガジン本誌に登場したくば、君が取りうる手しゆ段だんはたったひとつしかない」


麗華「……その手段というのは？」


作者「決まっている。君をドラゴンマガジン本誌に登場させて欲ほしいという旨むねをアンケート葉は書がきに記して編へん集しゆう部ぶに送ってもらうよう、読者様におねがいするのだ」


麗華「なんですって……？」


作者「心こころ得えちがいをしてはいけない。あくまで読者様あっての『ご愁傷さま二ノ宮くん』なのだ。作者の私にいくら出演を依い頼らいしても詮せん無ないこと。読者様がそれを望み、その望みが編集部に届とどいて初めて、君がドラゴンマガジンに出しゆつ演えんする道は開ひらけることだろう」


真由「うう……事実かもしれないけど生なま々なましい話です……」


作者「麗華の人気が目に見える形で示しめされれば、私も編集部も君を出さざるをえなくなるさ。どんな無む茶ちやをしてでも、どんな横よこ車ぐるまを押し通してでもな」


麗華「確かに……それはそうかもしれませんが……」


作者「さあ麗華よ、この場で読者様に跪ひざまづいて懇こん願がんするがいい。どうか自分をドラゴンマガジンに出させてもらえるようアンケートを送ってください、と」


麗華「くっ、背せに腹はらは替かえられませんわね……いいでしょう、目もく的てきを達たつするためであれば手しゆ段だんを選ぶなというのが北条家の家か訓くんです。あなたの言うとおりここで読者様に──」


作者「ああそうそう、肝かん心じんなことを忘れてた。ふつうにお願いしただけでは効こう果かが薄うすいからね、ここに用意したコスチュームを着ちやく用ようの上でお願いするように」


麗華「ちょ、なんですのこれ……！」


作者「スクール水着（ネコミミ＆ネコシッポつき）だ。胸むねの名な札ふだにはあえて平ひら仮が名なで『ほうじょうれいか』と書いた、こだわりの一品だぞ？　もっと喜びたまえ」


麗華「どうしてわたくしがこんなもの着なければならないのです！」


作者「そんなもの読者サービスに決まっているじゃないか。これを着て語ご尾びにハートマークをつけつつお願いすれば効こう果かは倍ばい増ぞうする、ということも忘れずにな。さあ、さっさとやりたまえ」


麗華「嫌いやです！　ぜったい嫌！　いくら目的のためとはいえこんな珍ちん妙みような格かつ好こう……わたくしぜったい嫌ですからね！」


作者「ほう、嫌なのかい？　まあ私は別にかまわないがね。ここで断ことわったとしても、ドラゴンマガジン本ほん誌し登とう場じようという君の輝かがやかしい未み来らいが永えい◇きゆうに閉ざされるだけの話……しょせん、君の代わりなんていくらでもいるのだ。私はちっとも困らないよ？」


真由「……悪あく徳とくアイドル事じ務む所しよのマネージャーみたいなキャラっぷりですね……」


作者「さあ、時間を浪ろう費ひさせないでくれたまえよ麗華くん。三秒でマンガっぽく着替えを済ませ、とっとと君の成なすべきことを果たすんだ」


麗華「くっ……わ、わかったわよ、やりますわよ！　やればいいんでしょう！」


作者「そうだ、ちゃんと自分の立場がわかってるじゃないか……くくく」


麗華「この悪あく党とう作者……いつか目めに物もの見せてあげますからね。──えー、コホンコホン。読者の皆様がた、わたくし北条麗華はどうしてもドラゴンマガジン本誌で活かつ躍やくの場を得えたいのです。どうかわたくしが連載でも登場できるよう、どしどしアンケート葉書を送ってくださいましね[image: ]　麗華からの一生のお願いですわ[image: ]」


作者「うわほんとにやったよこの子」


真由「麗華さん……根こん性じようあります……」


作者「ううむ、イラストで見せられないのが惜おしいが、麗華くんはよくやった。ほめてつかわす。──さあ、麗華の出番が少ないとお嘆なげきのあなた！　あなたの一いつ票ぴようが『二ノ宮くん』を動かします！　アンケート葉書はホントにもう、じゃんじゃん送っちゃってくださいね！　ドラゴンマガジン本誌のアンケートでも、ファンタジア文庫の間あいだに挟はさまってるアンケートでもかまいません！　麗華出演希き望ぼうの旨を記したお便りを作者や編集部に直ちよく接せつ送っていただいてもＯＫ！　彼女がドラゴンマガジンに登場できた暁あかつきには、もっとおいしいコスチュームを着させることをお約束しますよっ！」


麗華「ちょ──これよりもっと恥はずかしい格かつ好こうさせられるんですのっ？　ていうか勝かつ手てに重じゆう要ようなこと決めるんじゃありませんわよこのド外げ道どう！」


真由「でも……麗華さんって出番少ないとか言いつつ、けっこうおいしいシーンは持っていってますよね。この六巻だって、わたしは二ノ宮くんとのお色いろ気けシーンはひとつもないのに、麗華さんにはちゃんと用意されてるし」


麗華「……よく言いますわ。あなたはまだいいですわよ、全ぜん編ぺんとおしてポジションがきちんと与えられてるではありませんか」


真由「でも振り返ってみれば、このあとがきだっておいしいところ持っていってるのは麗華さんじゃないですか」


麗華「おいしいところとか言いますけど、要ようするにわたくしなんて周りから単たんにもてあそばれてるだけじゃない。まったく、このままいじられキャラに落ち着くなんて冗談じゃありませんわ。というか、連載での出番を独どく占せんしているあなたに羨望される筋すじ合あいはありませんことよ」


真由「量りようより質しつが大だい事じなんです。麗華さんは自分の幸せがわかってないんです」


麗華「あなたこそ目先の小さな幸せに捕とらわれて、隣となりの芝しば生ふがやたらと青く見えているのではなくて？」


作者「ふふ……願ってもない展てん開かいだ。このふたりが延えん々えんと口こう論ろんしてくれれば、私が何もせずともあとがきのページが埋まっていく……ふふ、これも思おも惑わくどおりというわけさ」


真由「……麗華さん。作者さんが何かこっそりつぶやいてますよ？」


麗華「ええ、聞こえてますわ。なんだか異様に癪かんに障さわることをほざいてますわね」


真由「考えてみれば、そもそも諸しよ悪あくの元げん凶きようはこの人なんですよね……」


作者「むうしまった。私としたことが、内心の思惑をつい口に出してしまっていたらしい。……えー、というわけで『ご愁傷さま二ノ宮くん』第六巻のあとがきでしたが、お楽しみいただけましたでしょうか？　次巻もまた波はん乱らん含ぶくみの展開を予定していますので、よろしければそちらもぜひぜひお手に取っていただければ幸い──うおおっ？」


麗華「残念ながら、こんなところでエンディングを迎むかえるわけにはいきませんわね。あなたにはもうしばしお付き合いを願いますわよ？」


作者「あはは……これこれ麗華くん、せっかく学んだ体たい術じゆつを悪あく用ようするのはよくないよ？　ましてや親同どう然ぜんの作者を地べたに押し付けて不ふ当とうに拘こう束そくするなどもってのほかだ。いい子だからねじりあげている私の手を放しておくれ。ね？」


麗華「ええ、成すべきことを果はたした暁にはちゃんと解かい放ほうさしあげてよ。……時に、あなたはご存ぞん知じでいらっしゃるかしら？　自キャラと共に作者が登場するあとがきでは、作者の死をもって幕まくが下りる形けい式しきが最も多いという統とう計けい上じようの事じ実じつを」


作者「…………！」


真由「れ、麗華さん、それはさすがにまずいんじゃ──」


麗華「かまうもんですか。こういうお調ちよう子し者ものには少々お灸きゆうを据すえてやるのがいいのです」


真由「死なせちゃったら少々も何もないと思うんですけど……」


作者「ま、待ちたまえ麗華くん。君の言う『統計上の事実』については確かに私も承しよう知ちしているが、しかしなにも君までがそんな悪しき前ぜん例れい主しゆ義ぎに染まることはないだろう？　ここはあくまでも美しく、さわやかにエンドマークをつけようではないか。この作品に血なまぐさいシーンは似に合あわないよ。ね？」


麗華「ふふ……わたくしが学んだ体術の中には、禁きんじ手てとされる技も数あま多たありましたが……それらの技を生なま身みの人体に試ためす機き会かいがなくて困っていたのです。ちょうどいい機会ですわ」


作者「ま、待つんだそんな、やる気満々の顔で手の指をぼきぼき鳴らさなくても──わ、わかった、私が悪かった。謝あやまる。前ぜん言げんも撤てつ回かいする。麗華くんがドラゴンマガジン本誌に進出を果たした暁には裸はだかエプロンの格好で出演させようと思っていたけど、それも取りやめよう。だからほら、そんな血に飢うえた肉にく食しよく獣じゆうみたいな笑みを浮かべないで、いつものかわいい君に戻っておく──うぎゃあああああああああああっ！」





　＊枯かれた小枝の折おれるような音が鳴なり響ひびき、すべての照しよう明めいが落ちると同時に舞ぶ台たいの幕まくがおりる。
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ご愁しゆう傷しようさま二にノの宮みやくん６





鈴すず木き大だい輔すけ
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